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序章　はじめに
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第 1節　研究の背景と目的
■研究の背景
　近代以前、上水、下水、灌漑用水は分化されておらず、河川上流から水路を伝って都市、
農村集落、農地へと給水した後に、排水を河川下流や海へと放流する「一連の水の流れ」
によって都市に多様な影響を及ぼしてきた。当時は、その一連の水の流れを人間がどのよ
うに利用するかが主関心事であり、その両者の関係性が都市構造を決定づけてきた。水路
は、都市部においては、主に飲料水・生活用水を供給し、また既存水路を頼って下水を都
市部の外に放流してきた。一方で都市周辺部においては、主に散在する農村集落への給水、
集落周囲の農地への灌漑のために利用されてきた。都市部、都市周辺部への給水後、都市
内で生じた下水や灌漑で残った水は、水路によって河川下流や海へと放流された。
　都市が急成長していった近代以降、画一的・均一的な新市街地の形成を主目的とした近
代都市計画、新たな上下水道インフラの整備が多くの都市で実施された。ヴィクトル・ユー
ゴー（Victor Marie Hugo 1802-1885）が『レ・ミゼラブル』
＊1
において、パリの下水道網を
「セーヌ川に接木した大きな木の枝のよう」と形容したように、都市は拡大するにつれて、
その地下に無数の上下水道網を張り巡らすようになっていった。そうして、上水道、下水道、
灌漑水路は、目的毎に分化され、人間の管理下に置く方向へと向かっていった。そのよう
な背景から、水都として知られる一部の都市を除いて、近代以降、水路と都市構造の相互
関係は、注目されなくなっていった。
　しかし近年、良好な水環境の改善に向けた水循環の再構築、緑・水豊かな都市生活への
関心の高まり、豊かな水辺空間の創造等への関心の高まりから、市街化にともない暗渠化
され目に触れることが減り市民に意識されなくなった既存水路、汚染され市民に疎ましが
られてきた河川が、都市再編にあたりそのよりどころとして再び意味を持つようになって
きた。
■研究の目的
　本研究の対象都市は、スペイン地中海沿岸に位置する地方中都市バレンシアである。バ
レンシアは、歴史的に水路が要となってきた都市である。1000 年以上の歴史をもつバレン
シア平原の灌漑水路を管理するための水法廷が、2009 年にユネスコ財団の世界無形遺産に
登録されたことは、まさにその象徴的出来事と言えよう（第 1 章第 2 節で詳述）。そして、
そのような灌漑システムを持つ肥沃な農地（以下、ウエルタ
＊2
）に囲まれた都市である。また、
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バレンシアは、洪水対策としてトゥリア川の流路変更を行い、旧トゥリア川の河床を庭園
へと転用したことでも広く知られている（トゥリア川南遷計画　第 5章第 2節で詳述）。こ
のように歴史的に水路が重要であったものの、近代以降、水路が顕在化されなくなっていっ
た典型的な都市事例としてバレンシアを取り上げる。
　水路は近代都市計画による都市構造の表層的な断絶を超えて、現在においても脈々と流
れ続けていることに変わりなく、いつの時代も都市構造と深い関わりを持ち続けてきたと
考えられる。
　そこで本研究では、バレンシアを対象とし、とりわけ水路が顕在化されなくなっていっ
た近代以降、水路が都市構造の変容にどのような影響を及ぼしてきたのかを明らかにする。
　なお、本研究においては、それらの河川、灌漑水路、上水道、下水道をすべて「人に利
用されてきた水の路」と捉え、それらの総称として「水路」を用いる。また、灌漑水路、
上水道、下水道を総称して「用水路」と記す場合もある。
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第 2節　研究の構成と方法
　第 1 章においては、都市構造の変容と水路について、スペイン地方中都市バレンシアが
欧州全域の中でどのように位置づけられるかを明らかにする（文献調査）。
　第２章以降においては、主にバレンシアを対象にし、都市構造の変容と水路の関係を分
析する。本研究においては、市街地拡張計画（19 世紀後半）とトゥリア川南遷計画 (20 世
紀後半 ) をバレンシアの都市構造の変容と水路の関係を分析する際の重要な転換期とみな
す。また、バレンシアが近代化をむかえた 19 世紀後半を最も重要な時代と捉える。以上の
ことから、4 つの時代区分、19 世紀中葉以前 ( 第 2 章 )、19 世紀後半 ( 第 3 章、第４章 )、
20 世紀 (第 5章 )、現代 (第 6章 )を設定した（図 0-1 参照）。
　第 2 章から第 5 章においては、各時代における都市構造と水路の関係を都市計画分野だ
けでなく、歴史・環境衛生・地理学等の様々な分野の文献をもとに分析する。また、文献
調査だけでは不十分な場合は、専門家へのヒアリング調査によって内容を補う。
　第 6 章においては、各章で明らかになった都市構造と水路との関係が、実際に現代の都
市構造の中でどのように表出しているかを明らかにするため、文献調査・ヒアリング調査
に加え現地調査も行なう。更に近年の都市構造と水路の新たな関係性については、既往研
究は未だ不足しているため、ヒアリング調査・現地調査も行なうことで内容を補う。
紀元前 138 年 19 世紀後半 20 世紀 現代
市街地拡張計画
（1858, 1884）
トゥリア川南遷計画
（1958 - 1973）
都市計画・歴史・環境衛生・地理等、様々な分野の文献調査　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　あらゆる分野の専門家へのヒアリング調査
第 2章　19 世紀中葉以前の都市構造と水路
第 3章　19 世紀後半の都市構造
第 4章　近代都市計画と水路の関係
第 5章　20 世紀の都市構造と水路
⇨ 第 6章　現代の都市構造と水路
都市計画・歴史・環境衛生・地理等、様々な分野の文献調査　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　あらゆる分野の専門家へのヒアリング調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋現地調査
図 0-1　研究の構成と方法
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表 0-1　ヒアリング調査一覧
ヒアリング調査一覧
【バレンシア】
バレンシア工科大学教授（建築）　ペルディゴン・フェルナンデス氏　　　　　　　 2011 年 2 月 25 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2012 年 5 月 10 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013 年 7 月 25 日
バレンシア工科大学教授（地理学）　イボール氏　　　　　　　　　            　 2014 年 3 月 3 日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 9 月 30 日
バレンシア工科大学教授（水力工学）フアン・バウティスタ氏　　　　　　　　　　2014 年 3 月 12 日
バレンシア工科大学インフラ・キャンパス整備部門　副長　ジョルダ・スッチ氏  　2014 年 9 月 29 日
Assut 財団プロジェクトコーディネーター（歴史家）　マンゲ・アルフェレス氏　　　　　　　    
バレンシア都市農園ツアー主催者（建築家）　トーレス・アスタブルグ氏　         2014 年 9 月 30 日
バレンシア市当局農業担当　ナバロ・ベレンヘール氏　
【サラゴサ】
風景博覧会 2014 総支配人　ピリセール・コレリャーノ氏　
                      
グラバロスディモンテ・アーキテクチャー代表　パトリシア・ディ・モンテ氏　    2012 年 6 月 4 日
2014 年 2 月 24 日
2012 年 6 月 6 日
2012 年 12 月 17 日
2012 年 12 月 17 日
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第 3節　我が国における既往研究
　陣内氏は、我が国における現状と、近代化と引き換えに忘れられていった地域資源につ
いて以下のように述べている
＊3
。
　「今、日本も成熟社会に入り、人々の間には、個性があり愛着をもてる地域を望む気運
が高まってきている。そもそも我々のまわりには、自然の条件、特に水をうまく活かした、
そこにしかない豊かな環境、個性ある風景がたくさんつくられてきたはずだ。ところが、
近代の都市発展の中で、鉄道、車の道路ばかりに目を奪われ、我々は地域に眠っているこ
うした宝物に鈍感になってしまった。」
　この文章は、日本の部分をそのままスペインに置き換えても、またはその他の多くの先
進諸国に置き換えても成立し得る文章である。そして、研究とは主にその時代の関心事に
ついて行なわれるものであるため、この思想はそのまま既往研究にも連結していると考え
られる。
　事実、近年水路を再生させる事例が増加し、そのような事例を対象とした文献が増加傾
向にある。また、「地域に眠っている宝物」に再度目を向ける目的で、江戸時代の江戸の都
市と水路の関係についての文献が多く出版されている。だが、一方で近代以降の都市構造
と水路の相互関係についての既往研究となると激減する。
　上記の背景を踏まえた上で、本節においては、東京（江戸）を対象に、近代以前の都市
構造と水路の関係、近代以降の都市構造と水路の関係、現在の都市構造と水路の関係につ
いて書かれた既往研究を整理することで、東京（江戸）における都市構造の変容と水路の
相互関係を明らかにする。
0-3-1.　近代化以前の都市と水路の関係
　我が国は稲作文化と起源を同じくして、水路が誕生した。先人達は水路を開削すること
で水田を拡大させていき、それと並行して集落も拡大させ都市が誕生していった。そのた
め、我が国において都市と水路は都市誕生の起源から密接に繋がっていた。日本の水田と
水路の関係の原点について、佐藤拓氏と竹村真一氏は以下のように述べている
＊4
。
　「・・・もともと日本は「水の豊かな国」ではなかった。遠くインド洋や南シナ海から大
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量の水を運んでくるアジアモンスーンのおかげで、降る雨こそ多いものの、急峻な地形の
ためにその雨はあっという間に海へと流れ去ってしまう。地上や地下での滞留時間が短く、
地中のミネラルを十分吸収する間がないため、ミネラル含有度の低い「軟水」が多くなる
という利点はあるが、とにかく滝のような暴れ川が洪水と渇水を繰り返し、利用できる水
は決して多くはなかった。
　日本人はそんな川の流れを調律し、うまく灌漑して水田に引き込み、降った雨が長い時
間をかけて海まで到達する「スローな水みち」をデザインしてきた。」
　都市は水路と密接な関係を築きならが発展していき、その成熟期が江戸時代であり、江
戸時代の代表的な都市であり、水路を巧みに利用した都市として周知されているのが江戸
である。
　近年、江戸の水路に関する研究が盛んに行なわれている。その背景としては、欧州諸都
市と同様に、量から質への生活スタイルの転換、豊かな水辺空間の創出、自然のエコシス
テムを最大限に活かした水循環の再構築などが挙げられる。そうした背景のもと、水路を
巧みに利用し、当時ロンドンやパリをも凌ぐ人口を抱えていたにも関わらず、清潔な都市
を保っていた江戸についてあらゆる分野の関心が集まっている。具体的には、用水路復活
による豊かな水辺空間の創造（建築学）／自然のエコシステムを最大限活かした水循環の
再構築（環境工学）／地域固有の財産としての再評価（都市計画学）、用水路に着目した集
落の空間構造の把握（建築計画学）／用水路の保存（土木）など、あらゆる目的を持って
発展してきている
＊5
。
　以下、多分野の渡る既往研究から、都市構造と水路との関係に着眼点を置き、整理・再
構築することで、江戸における都市構造と水路の関係を明らかにする。
0-3-1-1.　江戸の市街地拡張の変遷
　まず江戸の都市の大まかな変遷を把握する。清水氏は著書『水：江戸・東京　「水」の記録』
＊ 6
にて、江戸における市街地の拡張を第 1 期〜第３期までの３つの時期に分けている。本
節では、更に江戸時代以前も加え、４つの時代区分を設ける。以下に、各時代ごとの都市
構造の特徴を述べる（図 0-2 参照
＊7
）。
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【発展の第一期（江戸時代以前）】
　太田道灌が江戸城を建てた 15 世紀中頃の江戸は、入り組んだ湾やそれに注ぐ川や湿地帯
によって市街化できる範囲が限られていたこともあり、小規模な都市であった。江戸の都
市の拡張させるためには、河川を付け替え洪水を防ぎ、山を崩して台地を造り、湾を埋め
立て平地を造ることから始めなければならなかった。そのプロセスは江戸時代に入っても
変わらなかった。
　江戸の発展の第一歩として挙げられるのが平川の付け替えであった。これによって江戸
城と当時栄えていた江戸湊が繋がり、平川周辺に城下町が拡張されていった。
【発展の第二期（１７世紀前半・開府より５０年）】
　江戸城周辺に武家屋敷・参勤交代制のための大名屋敷が集中し、さらに寺社を勧請・建
立させた。また神田山を切り崩しその土で現大手町付近（大名・武家屋敷）・日本橋・京橋
を埋め立て、また物資の輸送のための縦横の運河（水路）を造成し、その結果、神田～日
本橋間に商人・職人が生活する密集した町並みと繁華な商業地域が成立した。
【発展の第三期（１７世紀後半～１８世紀）】
　第二期の都市構造を大きく変える契機となったのは、明暦 3年（1657）の大火であった。
3 日間にわたるこの火災によって、江戸城天守閣をはじめ大名・武家屋敷・寺社・商家な
ど中心部の主要建物の大部分が焼失するなど、江戸の市街地は、壊滅的な打撃を受けた。
しかしこれを契機に江戸の新しい市街地計画が生まれ、より大規模な江戸の町が生まれた。
まず大名・武家屋敷は周辺の田園地帯に広大な土地を与えて移動させた。次に寺社とくに
寺院を江戸に入る諸街道の入り口に移させ、万一の場合の江戸防備の一環として兵站基地
の役割も担わせた。
　この結果、商人・職人たちも顧客に従って周辺へと移動し、隅田川西岸の浅草・吉原な
平
川
旧平川
日比谷入江
江戸城 旧日比谷入江
山の手
下町
隅田川 隅田川 隅田川
浅草
吉原
江戸湾 0 1km 江戸湾 0 1km
江戸湾
0 1km
第一期 第二期 第三期
図 0-2　江戸の都市構造の変容（筆者作成）
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どの低湿地、小石川・麻生・三田などの台地・低湿地も町人地として開かれるようになった。
なお隅田川に両国橋・新大橋などの橋梁が渡されたのもこの時期である。
【発展の第四期（１８～１９世紀）】
向島・両国・深川など新しい町人地（商業・歓楽地）が生まれ、また末期には築地．永代
島などの埋め立てがはじまった。
　以下、上記の時代ごとの都市構造の変遷を念頭におき、江戸において、都市構造と水路
の関係性が強いと考えられる河川の治水事業、運河、上水道、下水道の４つに着目して、
既往研究を整理することで、具体的に江戸の都市構造と水路がどのような関係にあったか
を明らかにする。
0-3-1-2.　河川の治水事業と市街地拡張
【河川流路の変更と都市・農地の拡張】
　江戸時代以前（～ 1603）、江戸下流域に広がる関東平野は利根川、渡良瀬川、荒川が流
れ込む湿地帯であった。徳川家康が江戸に入府した際の江戸の風景とは、何も育たない湿
地帯が延々と続き、崩れかけた江戸城郭だけがぽつんとある風景であった。しかし、家康
は早期から関東平野を徹底的に調査することにより、この関東平野から利根川を遠くバイ
パスさせ（以下、利根川東遷事業）水はけさえ良くすれば、ここは肥沃な水田地帯となる
ことを見抜いていた
＊ 8
。利根川東遷は現代まで含めても日本史上類を見ない一大土木事業
であった。
　利根川の河道変遷はめまぐるしく、1594 年に実施された会の川締切を皮切りに、浅間川、
新川通と次々に締切が進められた。1621 年に新川通と赤堀川が開削された。その後数次に
わたる拡幅工事により、まったく別水系であった利根川と常陸川が結ばれ、1654 年に太平
洋に注ぐ現在の利根川の流路が定まった（図 0-3 参照
＊9
）。
　利根川東遷事業が進むにつれて、関東平野の耕地面積だけでなく、日本全国の耕地面積
が増加していった。1600 年の日本の農地面積は 140 万 ha であったが、100 年後の 1700 年
にはその倍の 300 万 ha に急増している。1500 年から 1600 年までの 100 年間は 120-140 万
ha で横ばいだったことを鑑みると、驚異的な農地面積の増加であった。それは家康による
利根川東遷を皮切りに全国各地の大名達が家康を真似て河川と戦い新田開発を行なった結
果であった
＊10
。
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　当初、関東平野は耕地面積の増加を目的として開拓が進められていたが、江戸市内の人
口増加に伴い、徐々に関東平野も市街化されていった。例えば第三期の浅草・吉原への市
街地の拡大や第四期の隅田川左岸の市街化はこの東遷事業の結果、可能になった。
【隅田川の堤防と都市拡張】
　利根川の制御に続いて実施すべき治水事業は隅田川の制御であった。隅田川は洪水で江
戸を苦しめる反面、舟運によって江戸と周辺農村を結ぶ重要な役割を担う河川であった。
そのため、たとえ洪水によって都市部に被害をもたらす河川であっても、利根川のように
流路を遠くへ変更させるわけにはいかなかった。
　治水の原始的かつ最も基本的な手法は「ある場所で水を溢れされる」ことである。ある
場所にだけ洪水の被害が集中すれば、それ以外の場所は助かる。この治水の方法は、時空
を超えた治水の第一原則である
＊11
。
　その第一原則の通り、隅田川の左岸は昔から頻繁に洪水の被害に遭っていたため、長い
間、ほとんど未開発の荒涼とした湿地帯のままでいた。明暦の大火 (1657 年 ) 以降、江戸
幕府は江戸市内を火事から守るため、延焼防止の観点から市内の密度を下げ、市域の拡張
を図った。その一環として、隅田川左岸の開発が行なわれ、多くの商家や大名屋敷や寺院
がそこへ移転していった。
　隅田川左岸を江戸に取り込んだことで、左岸で洪水を溢れされることが不可能になった
江戸
会の川締切　 1594
荒川締切 
1629
浅間川締切　 1638
新川開削　 1621
赤堀川開削　 1621
江戸川開削　 1635
利根川開削
1676
 太平洋
江戸湾
隅田
川
旧利
根川
現在の河川
江戸時代の河川
現在の利根川
図 0-3　利根川東遷事業（筆者作成）
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ため、新たな遊水池を日本堤・墨田堤・荒川堤・熊谷堤で囲む一帯に計画した（図 0-4 参
照
＊12
）。
　そしてこれらの堤防を維持・管理するための対策として日本堤に吉原遊郭を誘致し、墨
田堤に桜並木を植え多くの料亭を誘致した。その結果、堤防には年中多くの人々が賑わう
エリアとなり、人々が歩くことによって自然と堤防は踏み固められ、更には江戸市民が無
意識のうちに河川管理者になるように計画された
＊13
。
0-3-1-3.　都市と農地を繋ぐ運河　
【運河の役割】
　江戸の市内には、江戸湾沿岸に無数の水路網が敷かれており、東京がかつてヴェネツィ
アとも似た水の都市であったことは、今では多くの人の認識するところとなっている
＊ 14
。
江戸の下町が形成されてきた関東平野は、海抜が低い平坦な平野であり、水路を開削して
も海水を多く含んでしまい生活用水路としては不向きであったが、一方で、流れが緩やか
であったため運河としては適していた。
　初期に造られた運河が行徳からの塩を江戸に運んでくることを目的としていたように、
他の都市から江戸の町へと物資を運ぶことを目的として多くの運河が造られた。そして海
荒川堤防
隅田堤防
日本
堤防
熊
谷
堤
防
遊水池
隅田川
本郷盆地
図 0-4　堤防による遊水池システム（筆者作成）
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でなく運河を利用することで、海流に左右されずに安全に物資を運ぶことが可能となった。
また運河網を敷くことによって港から更に内陸へと容易に物資を運ぶことを可能にした。
　一方で、江戸の運河にはもう一つ重要な役割があった。それは江戸の町と周辺の農地を
繋ぐことであった。この運河網によって、都市で発生するし尿（金肥と呼ばれていた）を
農地へと運び肥料として用い、逆に農地で収穫された農作物を都市へと大量に運ぶという、
循環型社会を形成していった
＊15
。　
【運河と江戸の町の都市構造の関係】
　明暦の大火以前、運河網は隅田川右岸に主に敷かれていた。そのエリアは運河網によっ
ていくつもの長方形状の島が形成され、各々の島に特定の職人達が住むという江戸の町特
有の構造が形成されていった。
　明暦の大火以降、隅田川左岸に商人町の中心は移って行き、右岸以上に幾何学的に計画
された碁盤目状の街区が形成された。このエリアの都市デザインを分析すると、江戸時代
初期に行徳から塩を運ぶために造られた小名木川が、物理的な軸として働いていることが
読み取れる。小名木川に平行するように竪川、北十間川が、直交するように大横川、横十
間川が開削された。水路と水路に囲まれた土地は、さらに短冊状に整備され、この構造を
基本に本所の町は発展していき、運河に沿って多くの武家屋敷や蔵が建設されていった（図
0-5 参照
＊16
）。
短冊状の街区
小名木川
竪川
仙台堀川
横十間川大横川
本所
深川
隅田川
北十間川
図 0-5　隅田川左岸の運河と都市構造の関係（筆者作成）
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0-3-1-4.　上水道網と都市構造
【都市構造の中に見えるヒエラルキー】
　江戸の都市を発展させるには、安定した上水の確保が必要不可欠であった。家康は江戸
の上水の確保のために、神田上水、赤坂の溜池、千鳥ヶ淵などを整備したが、年々急激に
増加していく都市人口にそれらの上水施設では追いつかなくなり、1653 年に新たな上水施
設として、玉川上水が整備された。これは多摩川左岸の羽村から江戸市中の四谷に至る全
長 43km の上水道で、民間人の玉川兄弟が工事を請け負った
＊ 17
。その経路は武蔵野台地の
尾根筋を通っており、支流を開削し分水することによって広域への配水を考慮した計画に
なっていた。
　武蔵野台地では玉川上水から多くの支流が開削され、支流に強く依存した農村集落が形
成されていった。しかし、あくまでも江戸市中への上水の供給が最優先であったため、水
不足の際には、真っ先に支流への給水が制限され、農民が苦しむというヒエラルキーが存
在していた
＊18
。
　一方で玉川上水が開削されて以降、神田上水の給水区域が神田・日本橋といった町人地
が中心だったのに対し、玉川上水の給水区域は四谷・麹町・赤坂といった武家地が多い所
であり、上水同士にもヒエラルキーが存在していた。また、玉川上水の供給先である江戸
市中にもヒエラルキーが存在しており、まず武家屋敷へと上水は運ばれ、その余水が町家
玉川支
流
玉川上水
神
田
上
水
隅田川
多摩川
羽村の水門
神田
日本橋
四谷
浅草
麹町
江戸湾
江戸城
図 0-6　玉川上水と神田上水網（筆者作成）
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へと運ばれていった（図 0-6 参照
＊19
）
＊ 20
。
【水路と強い関係をもつ集落構造】
　玉川上水が開削された武蔵野台地は、火山灰による関東ローム層に覆われていたため、
井戸を掘ることも困難で、灌漑水路を利用せずに農業を営むことは、非常に困難な土地で
あった。それでも昔から小規模ながら農業を営む農家や小集落は存在しており、それらの
農家や小集落の近くを通るように灌漑水路支流は、徐々に開削されていき、またそれらの
支流周辺に新たな農家や農地が建設されていった。
　その結果、街道沿いに農家が集中している集落、主要な街道はなく農家が比較的集中し
ている集落、農家が点在している集落の３タイプの集落が、周辺環境・地形に対応するよ
うに徐々に形成されてきた。農家が集中している集落では、支流は主に上水道として機能
し、点在している集落では、主に灌漑水路として機能していた。また街道にそって形成さ
れている集落では、支流は上水道と灌漑水路の２つの役割を兼ねていたと考えられる（図
0-7 参照）。
　また、関東平野の農地には、金肥を運河を伝って、市内から容易に運ぶことができたが、
市内よりも標高の高い武蔵野台地へは、馬を利用して運ぶ必要があったため十分な量の金
肥を確保することは困難であった。そのため、武蔵野台地の農地では、肥料は主に落葉を
利用した堆肥が利用されていた。このような背景を持つため、上の３つのタイプの共通点
として、農地とセットに林が設けられている。
街道に沿って農家が並ぶ集落 農家が密集している集落農家が散在している集落
主な用途：灌漑水路と上水道主な用途：上水道主な用途：灌漑水路
図 0-7　集落タイプと用水路の主要な用途（筆者作成）
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0-3-1-5. 下水道網と都市構造の関係
　地田氏によると、住宅における下水処理システムを体系化すると、まず汲取式のトイレ
と雨水や雑排水の自然水路への排出との併用がある。その次に汲取式のトイレと雑排水の
汲込み式排水溜めへの排出と雨水の道路側溝への排出との併用がある。その次の段階とし
て汲取り式トイレと、整備された排水路への雨水や雑排水の排出との併用がある。そして
最後の完成された段階として水洗トイレによるし尿の排出と雨水や雑排水とを共に一つの
下水道管へ排出し、その終末できちんと下水を処理する合流式下水道にいきつく
＊ 21
。江戸
の武家屋敷、下町では一般的に汲取式のトイレと、整備された排水路への雨水や雑排水の
排出との併用システムを取っていたと考えられる。
　江戸の下水とは主に雨水と雑排水であり、し尿は下水とは別に集められ大切な肥料とし
て農地へ運ばれていたことが、江戸の下水道網と都市構造の関係を把握するためには重要
となる。下水道にし尿を流すことは一般的には禁じられており、江戸の人々にとって下水
道は汚いものだという認識はなく、下水道をつくることは、中世以前の民族として余所か
らの悪疫神の侵入を防ぐという思いがあったため、家屋と通りの境界、町同士の境界、町
と農地の境界に開削されていった
＊22
。
　江戸の町は、通りを挟んで両側に町屋が建ち並ぶ両側町の構成が一般的であった。通り
に面して商店などが並び、活発な商業活動が営まれた。一方、路地を入った奥には長屋が
あり、住民共同で利用する井戸・ごみ溜め・便所な
どの生活整備が配置されていた。さらに町内には、
上下水設備が整えられていた。町の裏手は隣の町の
裏手になっていたおり、町と町とが背中合わせに隣
り合い、町境には幅が３尺から６尺くらいの下水道
がつくられていた（図 0-8 参照
＊23
）
＊ 24
。
　屋敷、長屋から生じる下水は家屋の外周に開削さ
れた下水道網を流れ、いくつかの下水道と合流し、
最終的には河川・海へと放流されていた。しかし江
戸市中で発生するし尿は、下水とは別に集められて
いたため、下水は今ほど汚染されてなく、河川や海
は良好な水質を保っていた。
　上水道は新鮮な水を各住戸へ運ばなければならな
いため、地下に樋を埋めることで運んでいたが、下 図 0-8　下町の下水道（筆者作成）
街道
井戸
ゴミ捨て場
WCWC
下水道
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水道は一般的には地上に明渠が開削されており、家屋と通り、町と町、都市と農地の境界
として都市構造に強く影響を及ぼしていた。
0-3-2.　近代化以降の都市と水路の関係
　近代化に伴い、　日本の諸都市では、用水路は埋められ道路として利用されたり、河川
は生活排水・工場排水等による汚染や堤防の建設による市民の生活との隔たりが生じたり、
概観して都市計画の分野において、水路は軽視される傾向にあった。
　我が国において、交通・貿易の要が水路から道路へと代わり、水路が軽視され道路が重
要視される転換期となったのが高度経済成長期であった。陣内氏の著書を参考に、この時
代に水路がどのように変貌していき、都市構造にどのような影響を与えたのかについて整
理する
＊25
。
　「戦後になると掘割の埋め立てが一挙に加速する。掘割が失われる風景に至るにはそれ
ほど時間を要しなかった。ただ、埋め立てはわずかな時間のずれで土地利用の違いを見せ
た。昭和 20 年代はじめは瓦礫処理した跡地を宅地化したが、後には公共的な利用として、
首都高速道路の建設、保育園などの公共施設の立地、そして公園化というように、戦後の
瓦礫処理の時代から、東京に張り巡らされた掘割は新たな新たな役割を担わされた。
　高度成長期、東京オリンピックを成功させる上で、アキレス腱であった交通渋滞を解消
する切り札として、首都高速道路が登場した。実に、都心を走る首都高速道路の 9 割が江
戸時代の掘割を利用して整備された。」
　「世界の物流革命の潮流と同時に、東京でもコンテナ船とトラックによる新しい物流は、
ハシケによる輸送の衰退を招き水上生活者の賑わいを徐々に失わせた。
　（中略）都市化と地盤沈下により水害が増加した首都圏東京を水害から守るため、1957
年から（隅田川に）高潮堤防整備が進められ、1957 年にほぼ完了した。（中略）高潮防潮
堤によって川と人々の暮らしが完全に隔てられ、市民に親しまれてきた隅田川の水辺風景
や賑わいが失われてきた。高潮防潮堤には、水辺への出入り口がないため、水面を見るこ
とはもちろん、船遊びを楽しむことも、夕涼みのそぞろ歩きも、子供たちの水遊びもでき
なくなり、ふるさとの川、隅田川は失われていった。」（カッコ内筆者加筆）
　上記の内容から、近代化に伴い欧州諸都市と同様に、東京においても水路が軽視された
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都市開発が進められてきたことは明白である。だが、その中で特にバレンシアと大きく異
なる点は、例え用途が変わっても水路の痕跡がはっきりと残っている点である。用水路の
大半は道路となったもののその道筋は水路の時のそれと全く同じである。一方でバレンシ
アでは市街地の街区グリッドが優先され、水路の道筋さえも現在では把握できない状況に
ある（第 4,5 章で詳述）。また河川においては、堤防で市民の生活とは隔てられたものの依
然として都市内から河川を無くすような計画は行なわれてなった。一方でバレンシアでは
トゥリア川を迂回させ、残った河床部分を庭園へと転用し、都心部から河川を無くす計画
が実施された（第 5章で詳述）。
　我が国のように例え消極的な理由であっても結果的に現代まで都市構造の中に既存水路
の履歴が残っていたことが、近年の水路を復活させる土台になっていたと考えられる。
0-3-3.　現代の都市と水路の関係
　我が国においても、近年、都市再編のよりどころとして水路が注目され始めている。既
存の水路を暗渠化し下水道として転用することが主流であった近代から、既存水路を保全
する動きへと転じる契機となったのが築地川暗渠化への反対運動であった。
　「人口集中による宅地開発が激増する都内では下水道整備が間に合わないため、東京都市
計画河川下水道調査特別委員会は 1961 年、「中小河川を下水道に転用し、水が流れない場
所を『残存河川』とし、残存河川は暗渠化し雨水渠として利用すること」といういわゆる
「36 答申」を決定した。この決定の下、築地市場再開発に際し、築地川の下流側の暗渠化（築
地川埋め立て計画）が開始されようとした。それに反対し、都内に唯一残る潮入りの庭園・
浜離宮恩賜庭園の生命線である築地川を守り、重要文化財・史跡・名勝に指定されている
浜離宮の景観と環境を保全しようと、住民の埋め立て反対運動が起こった。この住民の動
きを受けて、建設省と東京都が協議し「中小河川の新たな埋め立ては行なわない」という
方針が 1988 年に出された。埋め立ての危機にあった築地川だけでなく、日本全国に環境保
全運動が波及していった
＊26
。」
　そして保全運動と共に、水路とその周辺を市民のための公共空間として再生させる動き
も盛んに行なわれ始めている。陣内氏の著書を参考にすることで、あらゆる事例を把握す
ることができる
＊27
。
　外濠では学生たちが水辺保存のためのワークショップを行い、それが契機となり毎年外
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濠の水上でジャズコンサートが開催されるようになった。
　川と町が分断される結果となった防潮堤を反省し、1980 年代に、安全を確保しながら人
が水辺に近づける緩傾斜堤防事業に東京都は着手、親水テラス整備が始まった。
　2011 年 7 月には、東京都が「隅田川ルネサンス推進協議会」を設置し、水の都市文化の
再生に取組み始めた。その結果、隅田川の両国に桟敷を並べた料亭が、江戸時代さながら
に出現した。
　また、日本橋の橋詰に設けられた船着場とスカイツリーがセットになって、近年水上観
光が盛り上がってきている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊
　
　水路によって水は、高地から低地へと勾配を利用して、いつの時代も絶えることなく流
れ続けている。
　江戸の場合、江戸時代に水路は都市部への給水、農村部への灌漑と同様に水運としての
役割が非常に重要であった。そのため、都市において水路は顕在化しており、目に見える
形で都市構造と水路は密接に繋がっていた。
　近代以降、交通機関の中心が船から車へと転換したことで、東京では既存水路の大部分
が首都高速道路の建設のために利用された。しかし、その下層では絶えず水路は流れ続け
ていた。
　そして近年の水路の再生、水辺空間の再生は、江戸時代の顕在化していた水路の復元を
目指している場合が多いのだが、そのような復元が可能なのは、近代以降暗渠化されるな
ど、市民に意識されなくなった水路だが、その流路が維持されたまま絶えず都市内に流れ
続けていたためである。
　近年、水路や水辺空間の再生等で注目されている都市の大半は、東京（江戸）と類似し
た水路が顕在化している都市である
＊28
。
　一方でバレンシアの水路は水運として利用されていた時代もあるものの、近代化にとも
ない都市内に水路が顕在化されなくなっていった都市である。しかしバレンシアにおいて
も、都市においては水路は必要不可欠な存在であることは都市誕生の起源から現在に至る
まで変わっていない。
　一般的に研究が行なわれている、水路が都市内で顕在化している江戸のような都市では
なく、顕在化していないものの歴史的にも水路が重要な役割を担ってきた都市であるバレ
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ンシアに着目して都市構造の変容と水路の関係を研究することで、水路と都市構造に関す
る新しい知見を得ることができると考えられる。
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第 4節　バレンシアにおける既往研究
　バレンシアにおける都市構造と水路の関係についての既往研究は、19 世紀中葉以前につ
いては多く存在しているものの、19 世紀中葉以降の既往研究はほとんど存在していない。
19 世紀中葉以降の既往研究は、都市構造の変容に関する研究はあらゆる研究者によって行
なわれてきた一方で、水路に関する既往研究となると激減する。ましてや、その両者の関
係についての既往研究となると、ほとんど存在していないのが現状である
＊ 29
。これは、研
究の背景と目的（序章第 1 節）で述べたように、19 世紀中葉以前は都市構造と水路は密接
に繋がっており、また近年の考古学の発展も起因し、当時の水路がどのように都市内で機
能していたのかが徐々に明らかになってきた背景とも一致している。一方で 19世紀中葉以
降、しばらくの間、既存水路を軽視した市街地拡張が行なわれてきた背景も、この間の都
市構造と水路の関係に関する既往研究が存在していない事実と一致している。
　また現代においては、既存水路の保全、既存水路を利用した都市農園の発展など、徐々
に水路を重要視する都市開発へとシフトしつつあるが、具体的な研究までは至っていない
のが現状である。
　筆者は 2014 年に都市構造の変容と用水路の関係についての論文を執筆しており、本研究
における土台となっている。しかし、トゥリア川を対象としていなかった点、ローマ時代
から現代までを対象としたため広く浅くになってしまった点など、筆者の既往研究のみで
は、本研究の目的を達成させることはできない
＊30
。
　以下に19世紀中葉以前、19世紀後半から現代までのバレンシアにおける既往研究の中で、
本研究において最も重要と考えられる複数の文献を取り上げ、各々の時代の既往研究の傾
向を整理する。
0-4-1.　19 世紀中葉以前の既往研究
　19 世紀中葉以前の既往研究は、都市構造とトゥリア川の関係と、都市構造と用水路との
関係の 2つに分類できる。
■都市構造とトゥリア川の関係
　ポルトゥゲス・モラ氏はバレンシアとトゥリア川との関係における研究の中で、伝統的
にトゥリア川とその河川沿いが果たしてきた役割として、農業のための河水の供給、工業
発展のための資源の生産拠点、都市への河水の供給、舟運、エネルギーの生産拠点、娯楽
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の場を挙げ、都市構造と密接に繋がっていたことを明らかにした
＊31
。
　カルモナ・ゴンサレス氏とガバラ・プリオール氏は、トゥリア川とバレンシアの都市誕
生の起源との関係とトゥリア川の氾濫と都市構造との関係を明らかにした
＊32＊ 33
。
■都市構造と用水路の関係
　マルティ氏はロベリャ用水路とファバラ用水路が、中世のバレンシア囲壁都市内の住戸、
公共施設、農地の配置に及ぼした影響を考古学的な観点から明らかにした
＊34＊ 35
。
　イボール氏はロベリャ用水路とファバラ用水路が囲壁都市内でどのような役割を果たし
たかを明らかにし、更に囲壁都市内の下水がロベリャ用水路によって、囲壁都市外下流域
に広がるウエルタへと運ばれ、灌漑水路として利用されていたことにも言及した
＊36
。
　ヒノット・ロドリゲス氏はバレンシア市域を流れる 7 つの灌漑用水路本流と囲壁市街地
周辺の農村集落との関係を明らかにし、農村集落が時代と共に減少していった経緯につい
ても明確にした
＊37
。
　また、ヒノット・ロドリゲス氏やフリオ氏は、イスラム占領時代からレコンキスタまで
を対象に、ウエルタの農村集落が用水路との関係によって、どのように発展し、衰退して
いったのかを明らかにした
＊38＊ 39
。
0-4-2.　19 世紀後半以降の既往研究
■ 19 世紀後半以降の都市構造について
　19 世紀後半以降の都市構造についての既往研究は枚挙にいとまがないが、その中でも多
くの文献に参考・引用されている文献について要約すると以下のようになる。
　アントニーノ・サンチョ氏らによって書かれた 1858 年計画（バレンシアで最初に作成さ
れた市街地拡張計画　第 3章で詳述）の計画文書は 1858 年計画についてのみでなく、それ
以前の歴史、囲壁拡張計画、当時の都市環境にまで論じられており、その後の多くの研究
者らが参考・引用した文献である
＊40
。
　1884 年計画（バレンシアにおいて実施された最初の市街地拡張計画　第 3 章で詳述）に
関しては、バレンシア建築家協会の会員らによって作成された、1884 年計画の計画文書も
含まれた「バレンシアの 1884 年市街地拡張計画」がバレンシアの都市計画を学ぶ者達のバ
イブルとなっている。特にその中のタベルナル氏によって書かれた論文が 1858 年計画から
1884 年計画に至るまでの都市構造の変容を丁寧に追っている面で本研究においても重要な
意味をもつ文献である
＊41
。
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　またロピス氏らによって作成された 1608 年から 1944 年までに作成された様々な地図を
集めた文献の中でも、19 世紀後半以降の都市構造の変容について、その時代の計画図面と
共に詳細に論じられており、バレンシアの都市について研究する際には非常に重要な文献
と言える
＊42
。　
　また筆者が 2013 年に執筆した論文においては、1858 年計画から 1884 年計画に至る過程
とそれらの都市デザインがどのように変容していったかを明らかにした
＊43
。
　20 世紀における都市構造の変容については、19 世紀後半ほど積極的に研究が行なわれて
いるわけではないが、その時代においては、シモ氏の文献がその変遷を広く網羅している
＊44
。
■ 19 世紀後半以降の水路について
　イボール氏は、19 世紀中葉以降、市街地拡張に伴い、灌漑用水路がどのように減少して
いったかについて論じた。そして灌漑用水路とは別に近代的な上下水道網を整備していく
経緯についても書かれている
＊45
。
　上記のイボール氏の文献が 19世紀後半以前から現代までの一部として書かれているのに
対し、ジョルダ・スッチ氏は、19 世紀後半に焦点を絞り、新市街地エリアに具体的にどの
ような経緯で近代的な上水道・下水道網を整備したのかについて言及している
＊46
。
　この 2 人による既往研究が本研究の関心に最も近く、本研究において最も重要な参考文
献である
＊47
。
0-4-3.　現代の既往研究
　現代の都市構造と水路の関係に関する既往研究についても、都市構造とトゥリア川の関
係と、都市構造と用水路の関係の 2つに分類できる。
■都市構造とトゥリア川の関係
　筆者は、トゥリア川南遷計画によって誕生したトゥリア庭園（旧トゥリア川河床）と都
市構造との関係を分析した。トゥリア川が左岸、右岸を隔てる存在であったものに対し、
トゥリア庭園へと変貌したことによってトゥリア左岸、右岸両方に住むバレンシア市民を
繋げる公共空間として生まれ変わった、その変容過程を明らかにした
＊48
。
■都市構造と用水路
　アランチャ氏らは 2008 年からバレンシア州政府主導で始まった「ウエルタ保全のための
地域活動計画」の基礎調査の成果物によって、灌漑用水路を含むウエルタの中で美しい農
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風景として保全すべきエリアを特定したりするなど、灌漑用水路によって存続しているウ
エルタが都市構造に及ぼす影響を分析し、将来の都市構造のあり方の提案を目指している
＊49
。
紀元前 138 年 19 世紀後半 20 世紀 現代
都市構造と水路
都市構造
水路
トゥリア川
用水路
PORTUGEUÉS (2010)
CARMONA (1994)
CARMONA (1997)
MARTÍ (2007)
MARTÍ (2002)
IBOR (2002)
GUINOT (2008)
GUINOT (2012)
FRIO (2012)
囲壁内 囲壁外周部（集落）
佐倉（2012）
AA.VV. (2008)
JORDÁ (1989)
AA.VV. (1859)
AA.VV. (1884)
TABERNER (1984)
IBOR (2002)
Llopis (1859)
Simó (2004)
佐倉（2014）
佐倉（2013）
図 0-9　バレンシアにおける既往研究関係図（筆者作成）
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第 5節　バレンシアについて
0-5-1.　バレンシアの概要
　以下に、バレンシア市当局が公表している統計データ（2013 年版）を参考に、本研究に
関連のある情報を中心に整理する
＊50
。
【人口と人口密度】
　スペイン国内は 17 の自治州に分けられる。バレンシア市は、その内の 1つである地中海
に面するバレンシア州の州都であり、スペイン国第 3 の都市である。バレンシア市の人口
は 19 世紀後半から急激に増加したものの、2009 年（約 80 万人）をピークに緩やかな減少
傾向にあり、現在では約 79 万 4000 人であり、人口密度は約 8000 人 / ㎢である。
【気候と農業】
　気候に関しては、1 月が最も寒く最低
気温が約 8℃、8 月が最も暑く最高気温
が約 33℃である。また年間の平均気温が
17℃であり、スペインの中でも非常に住
み易い気候である。降雨量に関しては、
年間 444.5l/ ㎡と少なく、更に雨が降る
のは春期（3 月〜 4 月）、秋期（9 月〜 11
月）に偏っており、特に夏期に農業を営
むためには灌漑用水路による灌水が必要
不可欠となる（図 0-10 参照
＊51
）。
　バレンシアにおける産業については、古くから肥沃な土壌を利用した農業が盛んで、果
実や米を産するスペインの一大穀倉地帯として知られている。
【主な観光名所】
　主な観光名所は、旧市街地内に密集しているため、徒歩でも半日あれば一通り巡ること
ができる。カテドラル (図 0-11① )、ラ ･ロンハ（1996年にユネスコの世界遺産に登録）(図
0-11 ② )、中央市場 (図 0-11 ③ )、セラーノスの塔 (図 0-11 ④ ) は古い歴史を持っており、
特にバレンシアの中でも重要な建築物として位置づけられている。これらの旧市街地内以
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図 0-10　平均気温と降水量（筆者作成）
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図 0-11　バレンシアの観光名所　出典 :バレンシア市観光局公式 HP
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図 0-12　本研究の対象エリア（筆者作成）
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外にも、近年では、トゥリア庭園（図 0-11 ⑧）や芸術・科学都市（図 0-11 ⑩）も新たな
主要観光スポットになっており、バレンシアは中世から続く町並みと近代的な建築物が共
存する、ヨーロッパにおいても重要な地中海沿岸都市へと成長してきている
＊52
。
【本研究の対象エリア】
　本研究における研究対象地はバレンシア市の中でも市街化が進んでおり、一般的なバレ
ンシア市の観光マップに載っているエリア（以下、バレンシア都市部）を対象とする（図
0-12 参照
＊53
）。
0-5-2.　バレンシアの歴史
【ローマ時代】
　バレンシア（建設当初はヴァレンティア（強さ・活力の意）と呼ばれていた）は紀元前
138 年に、イベリア半島を攻める拠点、軍人たちの居留地として建設された。バレンシア
はその後衰退と復活を繰り返し、2 世紀の間の発展によって、公共広場や円形競技場のよ
うな巨大建造物などが建設され、さらに簡易的な上下水道網や市壁も建設された
＊54
。
　3 世紀後半にバレンシアは長期間に渡る衰退期を経験し、その結果バレンシアの面積は
縮小され、人口も激減した。そのために多くのインフラ施設も見捨てられた。
　5世紀後半に西ローマ帝国が崩壊以降、バレンシアにおいては、554 年にビザンティン帝
国の支配下に、更に 625 年には西ゴート王国の支配下へと、西ローマ帝国崩壊以降、バレ
ンシアを舞台に領土の奪い合いが繰り広げられた。西ゴート王国も権力抗争、内紛という
万国共通の悪弊に比較的早い時期に陥ってしまい、バレンシアにおいても暫くの間、低迷
期が続いた
＊55
。
【イスラム占領時代】
　711 年にムスリムらがイベリア半島に侵入し、たった 4 年で、北部の一部を残してほぼ
イベリア半島全部を征服した。
　バレンシアが具体的にいつごろムスリムらに征服されたかについては、未だに明らかに
されていないが、荒廃しきっていた都市全域を完全に再建させた年は、コルドバの初代将
軍アブド・アル・ラーマン1世の統治下であった778年から 779年の間であった
＊56
。アブド・
アル・ラーマン 1 世の息子アブド・アジャ・ハル・バランシがそれを引き継ぎ、イスラム
都市として発展していった。またバランシは囲壁都市外に壮大な宮殿と庭園の建設を命じ、
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その結果創られた宮殿をルサファと言い、後にルサファ集落、ルサファ地区として現在ま
でその名称は残っている
＊57
。
　1010 年にコルドバを首都としたカリフ政権が崩壊し、タイファ諸国がイベリア半島各地
で誕生していった。バレンシア王国も一タイファ諸国として誕生し、アブド・アル・アシ
ス王の政権下で、急成長していった。そして人口増加に伴い、新たな囲壁が 1061 年に建設
された（第 2囲壁）。
　11 世紀末、再び政権が不安的な状況に陥っていたバレンシアを、カスティーリャ王国の
貴族エル・シドが、1102 年までキリスト教支配下に置いた。だが、ムラービト朝によるバ
レンシア征服によって、再びイスラム教支配下へと戻った。
　その後、1238 年に征服王ジャウメ 1 世 ( 在位 1213-1276) がバレンシア王国征服に成功
した。バレンシアは、キリスト教のアラゴン連合王国に占領された。その後、バレンシア
王はアラゴン王、のちにスペイン国王が兼ねた。そして、バレンシア王国は自治権が与え
られた。ジャウメ 1 世のバレンシア征服と同時に、5 世紀にも渡って続いたイスラム占領
時代は終わりを告げた。
【封建時代】
　征服王ジャウメ 1 世によるバレンシア征服後、ムスリムらはキリスト教徒へ改教するこ
とでその地に残ったが（ムスリムからモリスコへ
＊ 58
）、改教を拒否したものは郊外へと追
放されていった。そしてジャウメ１世は征服時に活躍した人々に新たな土地を配分した。
王はバレンシア王国に新たな法律を定めるなど、新たな政府による王国の基礎作りが行わ
れ、今日我々が知っているバレンシアの基礎が築かれていった。
　14 世紀中葉頃、バレンシアでは、1348 年のペストと相次ぐ伝染病によって大勢の死者を
出した。また、過剰な君主制に対して市民による反乱も多発し、社会情勢は日に日に悪化
していった。そのような劣悪な状況下、カスティーリャ軍との戦争も勃発した。深刻な社
会情勢ではあったが、カスティーリャ軍の攻撃から都市を守るために、早急に新たな市壁
を建設することが強いられ、1370 年に新たな市壁が完成した（第 3囲壁）。
　15 世紀にバレンシア王国の経済は急成長し、文化・芸術においても最盛期を迎えた。特
に製糸業によって莫大な財を成した。そして、バレンシア王国はヨーロッパ中の商人を引
きつける国際的な商業都市としての地位を確立した。15 世紀末に絹の取引所ラ・ロンハが
建設され、ヨーロッパの中でも最も重要な商取引の中心地の 1 つとして機能していた。バ
レンシアは 1483 年の人口が 75,000 人を超えていた。当時バレンシアの人口を超える都市
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はグラナダだけであり、バルセロナですら 30,000 人程度であった
＊59
。
　ラ ･ ロンハ以外にも現在の都市の中で重要建築物と評価されている建物のいくつかはこ
の時期に建設されている。セランスの塔、サント ･ ドミンゴ修道院の礼拝堂などがそれに
該当する。
【副王統治時代】
　15 世紀末にコロンブスによりアメリカ大陸が発見されたことによって、16 世紀以降の貿
易の中心は完全に地中海から大西洋へと移った。それに伴い、バレンシア王国の世界的な
地位は失われてた。その結果、バレンシア王国は集権的なカスティリャ王国の副王領に成
り下がった。
　1519 年から 1522 年まで続いたヘルマニア反乱の間、多くのムスリムらが殺害され、生
存者は強制的に洗礼を施された。
　ヨーロッパ全土に影響を及ぼした人文主義の概念やルネサンスの美学がバレンシア王国
に達したのもこの時期であった。だが、それらは副王によって制限され、一般的に社会に
影響を及ぼすことはなかった。
【17 世紀】
　1609 年のモリスコ追放令は「家屋・製糖用具・稲収穫・水田・灌漑用水を維持し、新移
民に知識を伝達するため」６％の残留を規定したが、この追放令によりカスティリア地方
で 82,000 人、アラゴン王国で 204,000 人、バレンシア王国のウエルタでは 135,000 人のモ
リスコを失い、彼らの耕地の半分は 20 年後も荒廃したままであった
＊ 60
。モリスコの追放
は、中流階級者層のための安い労働力の損失へと繋がり、彼らに大きな損害を与えた。中
流階級者層の勢力の弱体化によって、17 世紀はフェリペ 4 世の長期に渡る独裁政権（在位
1621-1665）となった。彼は 1663 年に、都市において法外な税金の徴収を検討したことに
より、農民達の反乱を生んだ。農民達はバレンシアを包囲するまでに至った。
　このような不安な社会情勢の中、この時期のバレンシア王国は更なる相次ぐ不幸に見舞
われる。1647 年と 1652 年に特に流行したペストによって人口は 3 分の 1 にまで減少し、
更に 1651 年のトゥリア川の大洪水により多大な被害を被った。経済は唯一、17 世紀最後
の 20 年間に回復の兆しを表明された以外は、1世紀の間ずっと低迷し続けた。
　しかしながら、これらの災難にも関わらず、17 世紀のバレンシア王国はバロック様式の
到来、宗教的情熱に満ちた群集による行列など、決して経済的には豊かではなかったが、
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生活面では充実した世紀であった。諸宮殿は所有しているタペストリー、布、鏡、掛け鏡
などを一般公開した。また通りは外灯や蝋燭によって輝いていた。これらの結果、バレン
シア王国は魅惑的な都市として市民に評されていた。
【ブルボン王朝占領期】
　1700 年、スペイン・ハプスブルグ家の王カルロス 2 世が直系の後継を残さずに没したこ
とが契機となり、スペイン王位継承戦争（1701-1714）が開戦した。この戦争はバレンシ
ア王国も一つの舞台となっているが、ヨーロッパ規模で繰り広げられた戦争である。カル
ロス 2世は、フランス系ブルボン朝の候補を死ぬ前に後継に指名した。そして遺言通りフェ
リペ 5世 (在位 1700-1724,1724-1746) が、マドリッドにおいて王位を継承した。これは強
大なフランスが、スペイン帝国を併合することを意味しており、ヨーロッパ諸国にとって
も非常に脅威であったため、イギリスなど他の欧州諸国は脅威を感じ、オーストリア系ハ
プスブルグ朝の候補だったカルロス大公を担いで大連合軍を結成して、戦争を起こした。
　バレンシアはカルロス大公率いる軍隊が都市に到着する 1705 年まで、フェリペ 5世に忠
実で居続けたが、カルロス大公が 1706 年の 9月からバレンシア国王として権力を握って以
降、大連合側に属した。しかし、翌年の 4月 25 日のアルマンサの戦いによって、カルロス
大公の軍隊はブルボン王朝軍に敗北した
＊61
。
　スペイン王位継承戦争でバレンシアが敗退した後、フェリペ 5 世は、1237 年から続いて
いたバレンシア王国を終焉させた。カルロス大公の完全な敗退は、アラゴンやカタルーニャ
の自治とともに、バレンシア王国の法的・政治的な終焉を意味していた。新王となったフェ
リペ 5世は 1707 年に新国家基本法を成立させ、スペイン中央集権化を進めていった。この
法によって、バレンシアの政治は根本的に変更された。
　しかし、このブルボン朝の改革は、バレンシア人を政治の道を閉ざされたことから産業
に専念させることへと繋がった。またアメリカ貿易に直接参画することも認められた。そ
の結果、バレンシアは 18 世紀の間、絹や陶器といった地場産業の発展によって財政を立て
直して行った。
　また、18 世紀は啓蒙思想の世紀でもある。フランスで生まれたこの思想はバレンシアに
おいて熱烈な社会的反響を呼んだ。
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【19 世紀】
　ヨーロッパの多くの国々に当てはまることだが、バレンシアの歴史においても、18 世紀
末から19世紀初頭にかけてはフランス革命の影響を受けた。1789年のフランス革命によっ
て、ナポレオンが強権を獲得した。そして、フランス軍は支配の正統性を主張してイベリ
ア半島に侵入してきた。
　ナポレオンはスペイン王家を追放してスペイン王フェルナンド 7 世 ( 在位 1808,1814-
1833)を退位させた。そしてスペイン王位を自分の兄ジョゼフに与えた。彼の王位によって、
フランス人支配を嫌う人々の間で反乱が相次いだ。また、バレンシア市民によって結成さ
れた反乱軍もナポレオン軍との戦争を開戦した。1808 年から 1814 年までをスペイン独立
戦争と呼んでいる。
　バレンシアは、スチェット将軍によるに包囲攻撃によって、1812 年 1 月 9 日に敗戦した。
しかし敗戦したものの、スチェット将軍による政策は都市に恩恵をもたらした。彼は公衆
衛生や市民の健康を意識した政策を導入し、いくつかの公園を造った。だが、彼による統
治は長くは続かなく、1813 年 7 月にフランス軍が撤退することになり、バレンシアは見捨
てられた
＊62
。
　フランスが侵略していた間、フランスに抵抗すべく独立議会がカディスで 1812 年に行わ
れた。この議会の結果、スペインで初めての憲法となる 1812 年憲法が作成された。
　1814 年 5 月にフェルナンド 7 世がバレンシアを介してイベリア半島に戻ってきた。彼は
1812 年憲法を廃止し、独裁政権体制を創りだした。
　1833 年のフェルナンド 7 世死去後、スペイン王イサベル 2 世（在位 1833-1868）の統治
時代が始まった。この時代は、ある程度の安定性とバレンシアが成長した時代であった。
ホセ・カンポ侯爵の手によって、バレンシアの近代化は飛躍的に発展し、インフラや公共
サービスは改良され、長年要求されてきていた港再生計画も実行に移した。
　しかし次第に保守主義へと変わっていったイサベル王権に対する非難が全土に広がった
結果、1868 年に名誉革命が起こった。1868 年から 1874 年までの 6 年間は革命の 6 年間と
よばれている。プリム将軍の宣言によってイサベル 2 世は追放され、国王不在期を挟んで
サヴォイア家のアマデオを国王に据えたアマデオ王政を 1871 年から開始した。その後、ア
マデオの退位と 1873 年の第一共和政の成立と目まぐるしく政体が変わった時期であった。
　第一共和政は、1874 年 12 月 29 日のマルティネス・カンポス将軍のクーデタ宣言で倒れ、
イサベル 2世の息子アルフォンソ 12 世によるブルボン朝の王政復古が実現した。
　また、70 年代はバレンシアにおいて、大衆がロマン主義や郷愁に満ちた気分を抱いた時
-32-
期であり、バレンシア独自の言語と文化の回復を求め、政府に対する市民運動の力が高まっ
た時期であった。
　19世紀の最後の四半期にバレンシアは再び成長し始めた。1865 年に近代化の欲求の高ま
りに押されるような形で市壁の撤去が行われた。これを契機として、市街地は囲壁外へと
拡張していった。
【20 世紀】
　20 世紀初頭において、バレンシアの都市は急速に産業化が進んでいった。それに伴い、
製糸業の重要性は低下していった。だが、なめし皮の製造は存続され、新たに、木材・製錬・
ワインや柑橘類の輸出業が推進された。これらの活発な産業化の象徴として、1909 年にポ
プラ並木道の近くで大規模なバレンシア州博覧会が開催された
＊63
。
　1901 年以降のブラスコ・イバニェスによる共和制は市民から高い評価を獲得していた。
しかし、第一次世界大戦の勃発によりバレンシア経済は急激に悪化してしまった。柑橘類
の輸出業は完全に麻痺してしまい、その結果、1917 年に市民が大規模なストライキを起こ
した。これは 1919 年と 1920 年にも繰り返され、爆破事件が起きたり、市民が殺害されたり、
と悲惨な状況が続いた。
　1923 年にプリモ・デ ･ リベーラの独裁制の成立によって、数年間に渡る社会紛争を抑止
しようと試みたが、それは失敗に終わった。それどころか、労働者は紛争組織を強化させ
ていった。
　プリモ・デ ･ リベーラ独裁崩壊後、共和制革命が高揚し、1931 年 4 月 12 日に開かれた
統一地方選挙において都市部で反王政派が圧勝した。その結果、アルフォンソ 13 世は亡命
し、4 月 14 日に第二共和政が誕生した。カタルーニャへの自治権付与、農地改革などに取
り組んだものの、大恐慌の影響下、労働者・農民運動が激化し右翼が巻き返すなど、政情
不安が続いた。
　停滞していた革命を推進しようと労働者諸党派と共和主義左派の選挙連合に基づいて、
1936 年 2 月に人民戦線内閣が誕生した。人民戦線内閣に反対する軍の一部は、右翼勢力と
連携して反革命クーデターを行った。バレンシアでは、武装した労働者と政府側にとどまっ
た部隊によって反乱を抑えた。紛争の悪化に伴い、1936 年 11 月に第二共和政国は首都を
バレンシアに移した。その結果、バレンシアは上空と海から激しい砲撃を受けるなどして、
最終的には、1939 年 3 月 30 日にフランコ将軍が率いる軍隊に征服された。1936 年 7 月か
ら 1939 年 4 月 1 日のフランコ将軍による勝利宣言までをスペイン内戦と呼んでいる
＊64
。
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　フランコによる独裁制の到来は、徹底的な変更を生んだ。緒政党は解散させられ、思想
家の厳しい弾圧が始まり、政府の権限が回復していった。
　1957 年 10 月 14 日に未曾有の大洪水に見舞われ、甚大な被害を被ったが、60 年代初頭
には既に経済は回復し、また移民の流入によって人口が増加していった。それにともない、
市街地の拡張、インフラ整備の拡張が実施されていった。また、1957 年の大洪水のような
甚大な被害を二度と起こさないように、トゥリア川を南へ迂回させる計画（トゥリア川南
遷計画）が実行された。以降、旧トゥリア川の河床の利用をめぐる様々な計画・議論が繰
り広げられた。
　1975 年にフランコ将軍が没したことで、民主主義への移行が始まった。1978 年の民主的
な憲法が承認されたことによって、バレンシアは 1982 年にスペインを構成する自治州の一
つとなった。民主政治によってバレンシアの言語と文化の回復が推進され、バレンシア語
はスペイン語とともにを公用語となった。
　20 世紀最後の 20 年間で、バレンシアは大きく変化した。今日のバレンシアの観光名所
となっている、トゥリア庭園・現代芸術美術館・パラウ音楽堂・芸術科学都市などが次々
と建設されていった。
0-5-3.　バレンシアの水路について
　研究の背景と目的（序章第 1節）でも述べたように、本研究において、「水路」とは、「河
川、灌漑水路、上水道、下水道の総称であり、人に利用されてきた水の路」と定義する。
　以下にバレンシアにおける水路の構成要素であるトゥリア川、灌漑水路、上水道、下水
道についての概要を記す。
【トゥリア川】
　本研究においては、20 世紀後半のトゥリア川南遷計画以前はトゥリア川と記し、トゥリ
ア川南遷計画以降は混乱をさけるために、迂回させ新たに建設されたトゥリア川を「新トゥ
リア川」、残った河床を「旧トゥリア川」もしくは「トゥリア庭園」と記す。
　トゥリア川は全長約 9km であり、川幅は平均で約 160m にも達する。昔からトゥリア川と
その沿岸は工業資源の生産場、舟運、エネルギーの生産場、娯楽空間等、様々な用途とし
て利用されてきた（第 2章第 2節で詳述）。
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【灌漑水路】
　バレンシア市域にはロベリャ用水路、ファバラ用水路、メスターリャ用水路、ラスカン
ヤ用水路、ミスラータ用水路、トルモス用水路、クアルト用水路の合計 7 本の灌漑水路本
流が流れている。その中で、バレンシア都市部を流れ、現在でも都市部内で灌漑水路とし
て機能しているのが、ロベリャ用水路、ファバラ用水路、メスターリャ用水路、ラスカン
ヤ用水路の 4つの用水路である。それらの用水路について市当局が 2012 年に作成した資料
＊65
と筆者が作成した図版（図 0-13 参照
＊66
）を参考に要約すると以下のようになる。
■ロベリャ用水路
　イスラム占領時代に開削された用水路の中で最も古く、また最も囲壁都市に近い場所に
位置していたロベリャ水門から取水され、囲壁都市へと河水が給水されていた。また、給
水と同時に都市から排出される下水のための下水道としても利用され、囲壁内の下水はロ
ベリャ用水路支流を伝って濠へと流れ、その後、囲壁外下流域のウエルタ、河川下流、ア
ルブフェラ湖へと流れていった。
　1958 年から実施されたトゥリア川南遷計画によって水門の位置がより上流へと移動され
たり、新市街地の建設にともない部分的に流路変更されたりしたものの、現在でも本流、
数本の支流は保全されており、ロベリャ用水路による灌漑面積は近代化にともない年々減
少傾向にあるが、現在でもトゥリア川右岸下流域のウエルタを灌漑している。
■ファバラ用水路
　ロベリャ用水路同様、旧トゥリア川右岸を流れる用水路であり、昔はロベリャ水門から
数 km上流へ昇ったところに位置していたファバラ水門から主にパトライクス集落周辺部の
ウエルタ、さらにその下流に位置するウエルタへと流れ、最終的にはアルブフェラ湖まで
達していた。集落周辺部への灌漑と共に、必要に応じて旧市街地への給水の役割も担って
いた。
　トゥリア川南遷計画により水門がより上流へと移動されたり、新トゥリア川の建設によ
り用水路が分断されるなど大きな変化を経て、現在ではバレンシア都市部では限られたエ
リアでのみ灌漑水路として利用されている
＊67
。
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■メスターリャ用水路
　旧トゥリア川左岸を流れ、旧トゥリア川沿岸に近いエリアのウエルタを広域に渡って昔
から灌漑してきた。メスターリャ用水路支流の多くは、20 世紀後半までの何世紀にも渡り、
近隣集落、後の新市街地のための下水道として利用されていた。
　現在では市街化にともない、利用されなくなった支流も多いのだが、特に北東部の都市
部周縁に広がるウエルタを中心に灌漑が行なわれている
＊68
。
■ラスカンヤ用水路
　旧トゥリア川上流に位置する水門から取水されたラスカンヤ用水路は、カンパナル集落
のウエルタを灌漑し、更にマルクセレナ集落とその周辺のウエルタへと通じていた。そこ
から北東へ進路を変え、バレンシア都市部のうちの北部のウエルタを灌漑していた。
　現在では、バレンシア都市部においてはほとんど利用されていないが、都市部外北東部
に広がる広大なウエルタを灌漑している。
　これらの灌漑水路における灌漑面積の推移を整理すると表 0-2
＊ 69
のようになる。この表
から推察される事実は以下の通りである。
　ロベリャ用水路が、2005 年の時点で 7 本の灌漑水路の中で最も小さな灌漑面積となって
いる（表 0-2 参照）。また、ファバラ用水路が、7 本の灌漑水路の中で、1880 年から 2005
年までの灌漑面積の減少率が高い。
　1860 年から 1944 年まで、市街地は拡張し、都市部のウエルタは減少していったのだが、
一方で農業技術の発展から、都市部の外周部（バレンシア市域）における新たなウエルタ
クアルト用水路
1860 1944 2005
ミスラータ用水路
メスターリャ用水路
ファバラ用水路
ラスカンヤ用水路
ロベリャ用水路
トルモス用水路
1,540 1,637 865
913 1,000 600
487 857 158
1,159 1,020 116
1,552 3,248 1,057
784 784 840
515 665 75
市域を流れる灌漑水路
合計 6,950 9,211 3,711
表 0-2　市域の各灌漑水路の灌漑面積推移（筆者作成）　単位：ha
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バレンシア都市部
バレンシア都市部
トルモス用水路 ミスラータ用水路
上：18 世紀の灌漑水路と灌漑領域　　下：現在の灌漑水路と灌漑領域
ロベリャ用水路 ファバラ用水路 メスターリャ用水路
ラスカンヤ用水路
トルモス灌漑領域 ミスラータ灌漑領域
ロベリャ灌漑領域 ファバラ灌漑領域 メスターリャ灌漑領域
ラスカンヤ灌漑領域
図 0-13　18 世紀からの灌漑水路と灌漑領域の変遷（筆者作成）
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は増加していった。そして 1944 年から 2005 年までの間にほぼすべての灌漑水路における
灌漑面積が激減していることは、いよいよバレンシア市域全域を対象としても、市街地が
広がり新たなウエルタを開拓できるエリアが存在しなくなったことを意味している。
【上水道】
　ローマ時代、イスラム占領時代には、ロベリャ用水路、ファバラ用水路によって囲壁都
市内に供給された水は飲料水としても利用されていた。レコンキスタ以降、灌漑水路から
の水を飲料水として利用することはなくなり、井戸を掘ることで飲料水を確保していた。
18 世紀中頃には約 20,000 箇所の井戸が、バレンシア都市部にはあったと言われている
＊70
。
バレンシア市街地において近代的な上水道が整備され始めるのは 19 世紀後半からである
（第 2章第 4節で詳述）。
【下水道】
　19 世紀中葉頃までバレンシア都心部におていは、灌漑水路が下水道の機能も果たしてい
た。19 世紀後半以降、徐々に近代的な下水道の整備が始まったのだが、新たに整備した下
水道の端部を灌漑水路へ直接接続させるずさんな整備が、新市街地、特にトゥリア川左岸
を中心に 20世紀の三四半世紀まで続いていた。近代的な下水処理システムをバレンシア都
市部全域に敷設させるには 20 世紀の三四半世紀頃まで待たなければならなかった
＊71
。
0-5-4.　バレンシアの市街地拡張について
　19 世紀中葉まで、バレンシアは囲壁都市における囲壁の拡張は 2 度行なわれたものの、
囲壁都市と囲壁都市外に広がるウエルタと散在する農村集落という都市構成はイスラム占
領時代から維持されてきた（第 2章で詳述）。
　しかし、19 世紀後半に入り、1865 年に市壁が撤去されたのを切欠に、市街地が旧市街地
外へ広がっていった。旧市街地外への無秩序な市街地拡張を避けるために市街地拡張計画
が作成され、1858 年計画、1884 年計画をもとに、まず旧市街地外周のうち、トゥリア川右
岸に新市街地が建設されていった（第 3章で詳述）。
　トゥリア川左岸に新市街地が計画されたのは 1898 年計画、1907 年計画であるが、本格
的に建設され始めたのは1950年代以降からであった（図0-14参照
＊72
）。1946年計画ではゾー
ニング計画、1966 年計画では道路ネットワーク計画が主題となり、フランコ政権下で無秩
序な建設が相次いだ。1975 年以降、民主政に変わり、質を重視した都市計画が 1988 年に
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作成され、その計画を基に現在のバレンシアの骨組みが完成された（第 5章で詳述）。
Cuerpo de Estado Mayor del Ejército 現状図 Sevicio Geográfico del Ejército
本研究で利用した計画図・地図
タイトル年代
Antonio Manceli 現状図
作成者 地図の種類 所収場所
Tomás Vicente Tosca 現状図
Tomás Vicente Tosca 現状図
Francisco cortés , Chacón 独立戦争対策 Servicio Geográfico del Ejército
独立戦争対策 Archivo Gráfico José Huguet
Francisco Ferrer , Guillén 現状図 Historical maps of the town of Valencia
計画図
Sebastián Monleón Estellés , Antonino 
Sancho Arango , Timoteo Calvo Ibarra
現状図 Sevicio Geográfico del Ejército
Comisión Hidrográfica al mando del capitán 
de Fragata D. Rafael Pardo de Figueroa 現状図
José Calvo , Luis Ferreres , Joaquín 
María Arnau 現状・計画図
José Manuel Cortina Pérez 計画図
計画図Francisco Mora Berenguer
Dirección General de Arquitectura ,
Dirección General de Valentía Gamazo 計画図 Atlas histórico de ciudades europea
Dirección General de Arquitectura ,
Dirección General de Valentía Gamazo 計画図 Atlas histórico de ciudades europea
Dirección General de Arquitectura ,
Dirección General de Valentía Gamazo 計画図 Atlas histórico de ciudades europea
Vicente Montero 現状図 Archivo Histórico Municipal de Valencia
Dumoulin
Archivo Histórico Municipal de Valencia
Archivo Histórico Municipal de Valencia
Archivo Histórico Municipal de Valencia
Archivo Histórico Municipal de Valencia
Cuerpo de Ingenieros del Ejército
Sevicio Geográfico del Ejército
Cuerpo de Estado Mayor del Ejército 現状図 Sevicio Geográfico del Ejército
Archivo Histórico Municipal de Valencia
Archivo Histórico Municipal de Valencia
Archivo Histórico Municipal de Valencia
不詳 現況図 Archivo Gráfico José Huguet
Francisco Mora Berenguer 計画図 Archivo Histórico del Colegio Territorial de Arquitectos de Valencia-Lcaro
1704
1738
1811
1828
1858
1869
1812
1877
1899
1907
1608
1946
1966
1988
1884
1853
1883
1925
1883
Nobilis AC Regia Civitas Valentie
 in Hispania
Valencia Edettanorum
Valencia Edetanorum
Plano Geométrico de la Plaza de
Valencia y sus Contornos
Plano de Valencia
Plano Geométrico de la Ciudad de  
Valencia Famada del Cid.
Proyecto General de Ensanche de la 
Ciudaad de  Valencia
Plano de Valencia
Plano General de Valencia y 
Proyecto de Ensanche
不詳
Mar Mediterraneo. Costa Oriental 
de España. Carta desde Cabo Cullera 
hasta el Grao de Valencia 
Comprendiendo la Albufera
Plan General de Ordenación Urbana
de Valencia y su Cintura
Plan General de Ordenacion Urbana 
de Valencia y su Cintura
Plan General de Ordenacion Urbana 
de Valencia y su Cintura
Proyecto de Ensanche de Valencia y 
Ampliacion del Actual
Plano Geométrico y Topografico de la 
Ciudad de Valencia del Cid. 
Plano de Valencia y sus Alrededores
Plano Topografico de la Ciudad de 
Valencia
Plano General de Valencia
1924
Plano del Ensanche de la Ciudad de 
Valencia
計画図 Archivo Histórico Municipal de Valencia不詳1894 Plano General de Valencia y sus Ensanches
表 0-3　入手したバレンシアの地図一覧（筆者作成）
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旧市街地
新トゥリア川
旧トゥリア川
（トゥリア庭園） 凡例
-1910
1910-1925
1925-1960
1960-1990
地中海
図 0-14　市街地拡張の変遷（筆者作成）
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第１章　バレンシアの位置づけ
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第 1節　欧州全域におけるスペインの位置づけ
　「スペインは、欧州南西部の先端にあるイベリア半島に位置し、西欧の中でもフランスに
次いで２番目に大きな国である。ジブラルタル海峡によってアフリカ大陸と海で隔てられ
たこの半島は、戦略的にも重要な意味を持ち、さまざまな文明、民族がこの半島に流入し、
独自の文化を形成してきた。また、いくつもの山脈と河川によって分断された 58 万㎢にも
及ぶ広大な面積をもつこの半島は「ヨーロッパの縮図」と称される地勢の多様性を誇る
＊1
。」
　本節ではこのような地理的、文化的条件からヨーロッパの縮図と称されるスペインを都
市構造の変容と水路という 2 つの観点から、欧州全域におけるスペインの位置づけを明ら
かにする。
1-1-1.　都市構造の変容におけるスペインの位置づけ
　都市構造の変容という観点から欧州諸都市を俯瞰すると、スペインを含む多くの欧州諸
都市はローマ時代に起源をもつ。特に、バレンシア、バルセロナ、モンペリエ、アテネ、ラヴェ
ンナ、ローマ等の地中海沿岸部にローマ植民都市は多く建設された。
　それらの都市をローマ人が建設する際の立地場所の選定条件にはいくつかの共通点が存
在していた。それらを列挙すると以下のようになる
＊2
。
・主要な河川の河岸に位置であること
・比較的海岸に近い
・農業に適した土地であること
・海岸までのアクセスが容易であること
・淡水の供給が可能なこと
・周囲と比べ標高が高い位置であること
・ 不便な湿地帯から離れていること
　ローマ時代を起源とする多くの欧州諸都市は市壁に囲まれて、19 世紀頃までは小規模な
市壁の拡張はあっても都市構造は基本的には都市の建設当初から大きな変化はなかった。
しかし、近代化・産業化に伴い、囲壁都市内の人口は急増していき、囲壁内の衛生環境は徐々
に劣悪さを増していった。その結果、市壁を撤去し、市街地を囲壁外部へと拡張していく
プロセスは、多くの欧州諸都市に共通している。
　近代的／衛生的な新市街地を計画するにあたって、欧州諸都市に強い影響を与えたのが、
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ジョルジュ・オースマン（Georges Eugène Haussmann 1809-1891）によるパリ大改造計画、ルー
トヴィッヒ・フェルスター（Ludwig Christian Friedrich (von) Förster 1797-1863）によるウィー
ンのリングシュトラーセ、イルデフォンソ・セルダ（Ildefonso Cerdá 1815-1876）によるバ
ルセロナの改善および拡張計画（Proyecto de reforma y ensanche de Barcelona）（以下、セル
ダ計画）であった。
　パリの大改造計画、ウィーンのリングシュトラッセの都市デザインは当時の欧州諸都市
の近代都市計画に広く影響を与えた（図 1-1 参照
＊ 3
）。一方で、セルダ計画は 19 世紀後半
から 20 世紀初頭にかけて主にスペイン諸都市を中心に、欧州諸都市へも広まっていった。
また 1968 年にセルダ畢生の書である「都市計画の一般理論」が 3巻組みで再販されたこと
を契機に、セルダ計画は近代都市計画の計画理論として再評価され始め、いくつかの段階
を経て、20 世紀後半にも再度欧州諸都市へ広く影響を与えていった
＊4
。
1-1-2.　水路におけるスペインの位置づけ
　一方、水路の観点から欧州全域を俯瞰すると、ローマ時代を起源に持つ欧州諸都市の大
半は、河川の近くに都市を構えた。そのため、洪水による被害は多くの都市に共通する悩
みであった。洪水は都市構造とも関係し、洪水が最も発生しやすいエリアは市街化が遅れ
る傾向にあった。
　7世紀から始まったアラブ・イスラム軍の大征服による地域拡大に伴い、711 年に北アフ
リカのムスリムらがイベリア半島に上陸し、イスラム王朝による支配が始まった。当時の
ムスリムらの先進性について陣内氏は著書において以下にように述べている
＊5
。
　「中世のある段階まで、ビサンツやアラブの東方地域の方が、西欧よりずっと高い文化
を誇った。とくにアラブ世界は、古代ギリシアを受け継ぎ、発展させ、高度な科学・技術、
思想や文化を誇っていた。12 世紀に、アラビア語で書かれたこうした文献が数多くラテン
語に翻訳され、知的刺激が西欧にもたらされた。「12 世紀ルネサンス」という言い方もな
される。こうしてイスラーム圏と西欧圏が交わり、文化交流の最大の窓口になったのが、
後ウマイヤ朝の高度な文化を受け継ぐアンダルシアの諸都市、およびもうひとつの首都ト
レドだったのだ。」
　具体的にイスラーム文化圏の都市において水路と都市構造がどのような関係にあった
か、三浦氏の著書
＊ 6
によって、いくつかのイスラームの代表的な都市における水路と都市
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計画に影響を与え、計画自体も類似している
バルセロナ (1859)マドリッド (1859)
パリ (1867) 
ローマ (1870)
ブリュッセル (1866)
アムステルダム (1866) ベルリン (1862)
ウィーン (1858)
コペンハーゲン (1857)
ストックホルム (1866)
ヘルシンキ (1875)
ブダペスト
計画に影響を与えているが、計画自体は類似
していない
パリ (1867) ウィーン (1858)
バレンシア (1884)
バルセロナ (1859)
図 1-1　欧州主要都市への 3つの計画案の影響（筆者作成）
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構造の関係を把握し、次に陣内氏の著書
＊ 7
で、より詳細に都市と水路の関係をダマスクス
を対象に把握する。
　「都市住民の生活に不可欠な設備は、水道と住宅である。乾燥地帯に属する中東では、都
市は、河川の流域や地下に帯水層をもつオアシスに立地し、井戸を掘ったり、水道を敷設
したりすることによって、水を供給した。
　ダマスクスは、アンティ・レバノン山脈から流れるバラダー川が、市の西郊で７本の支
流に分岐し、このうちバーナース川とカナワートが市内に水を供給する。両川は、市内に
はいると暗渠となり、地下に網の目のように張り巡らされた水路を通って、城砦やウマイ
ヤ・モスクなどの公共施設や住宅に給水した。サイフォンの原理を用いた分水器によって
水を分け、取水口の幅によって、水の権利が定められていた。さらに、下水は、飲料用の
水路の下に設けられた水路をとおって排水され、市外へ流出したのちは、農地に灌漑する。
このような地下水道の起源は明らかではないが、すでに 14 世紀の地誌にはこうしたしくみ
が述べられている。イランやマグリブ地方では、カナートとかフォガラと呼ばれる地下水
道が用いられていた。
　カイロでは、ナイル川が水源となり、ラクダなどによって市内に水が運ばれ、ラクダの
はいれない小路には、真鍮のカップや水瓶をかついだ水売りが歩き回った。ファーティマ
朝時代には、5 万頭ものラクダが水運びに従事していたという。またフスタートの発掘調
査では、下水溝と排水穴を組み合わせた下水施設が発見されている。排水穴は煉瓦を円柱
状に積み上げたもので、ごみを沈殿させて濾過する役割をはたしていた。」
　「ダマスクスは、半乾燥地帯に位置するオアシス都市である。西側に聳えるレバノン山
脈に源を発するバラダー川によって都市は育まれてきた。バラダー川は都市に近づくにつ
れて、数本の支流に枝分かれし、その中の２本が城壁に囲まれた旧市街地に流れ込んでい
る。この市内に流れ込む二本の水路は、古代ローマ時代に市内への給水システムとして整
備された。水路は地形を利用し、主要な幹線道路に沿ってさらに枝分かれしている。その後、
７世紀以降のアラブ支配の時代にも、そのシステムは受け継がれた。１４世紀にはすでに、
水は分水器によって都市施設や住宅に供給されていたことがわかるが、当時の水道建設に
ついて明確にされていない。
　ハンマームは、衛生的にも、宗教的にも重要な施設で、大量の水を必要とするため主要
な水路上に配されているものが多い。
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図 1-2　ローマ帝国とイスラム帝国の最大領域（筆者作成）
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　給水ばかりでなく、排水システムも整備されている。中世にはすでに水洗式のトイレ施
設がつくられており、日本よりはるか以前に排水システムは発展していたのである。ハマ
ムやモスク、各住宅や公共のトイレなどから出た排水は、いくつかの下水道に集められ、
バラダー川の下流の農地や砂漠に流れ着く。その後は砂漠の地中への自然浸透や乾燥にま
かされている。現在でも、浄化施設はつくられていない。」
　このように、ムスリムらは優れた給排水システムを都市に導入していた。また、高い灌
漑技術も備えていたムスリムらは、当時西ゴート族の支配によって荒廃しきっていたスペ
インの土地を肥沃な農地へと変えていった。
　バレンシアにおいても共通している、ムスリムらによる都市内の排水システムと都市周
辺部の農地への灌漑システムの関連性については、三浦氏が上記の引用文内で「さらに、
下水は、飲料用の水路の下に設けられた水路をとおって排水され、市外へ流出したのちは、
農地に灌漑する。このような地下水道の起源は明らかではないが、すでに 14 世紀の地誌に
はこうしたしくみが述べられている。」と記述していたり、陣内氏が上記の引用文内で「ハ
マムやモスク、各住宅や公共のトイレなどから出た排水は、いくつかの下水道に集められ、
バラダー川の下流の農地や砂漠に流れ着く。」と書いていたように、古くからイスラーム文
化圏の都市では広く普及していたと考えられる。
　都市内の排水システムと都市周辺部の農地への灌漑システムの融合は、その効果が明ら
かになるにつれて、特に 19 世紀後半に欧州諸都市へ伝播していった。当時のパリの現状と
下水を肥料として利用することの有用性についてユーゴーの著書を参考に記し
＊ 8
、また石
氏は著書のから、19 世紀中葉頃のヨーロッパの下水インフラと灌漑の関係についての記述
を抜粋し
＊9
、欧州諸都市におけるこのシステムの広がり方を考察する。
　「科学は長い研究の後、およそ肥料中最も豊かな最も有効なのは人間から出る肥料である
ことを、今日認めている。恥ずかしいことであるが、われわれヨーロッパ人よりも先に支
那人はそれを知っていた。（中略）人間から出る肥料のお陰で、支那の土地は今日まおア
ブラハム時代のように若々しい。（中略）大都市は排泄物を作るのに最も偉大なものである。
都市を用いて平野を肥すならば、確かに成功をもたらすだろう。もしわれわれの黄金が肥
料であるとするならば、逆に、われわれの出す肥料は黄金である。」
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　「当時のヨーロッパで下水の整備が進むのにつれて、集めた汚水をどう処理するべきか
で、２つの流れがあった。いわば、イギリス流とフランス流である。イギリス流は「灌漑法」
と呼ばれ、汚水を灌漑用水や肥料として畑や放牧地に流し込むものだ。工業排水がほとん
どなかった時代では、汚染の問題はなかった。
　一方、フランス流は、し尿をそのまま川や海に流した。ただ、それだけでは下水の流れ
が詰まるので、便所に一種の濾過装置を設置して、固形物は取り除いた液体部分だけを下
水道に流す方式をとった。ユーゴーはこのうちイギリス流を支持していた。最終的には、
フランスもイギリス流を踏襲することになった。」
　
　ここで記されている「イギリス流」とはムスリムによる灌漑技術と一致しており、本研
究の対象都市であるバレンシアにおいてもイスラム占領時代にこの灌漑技術が導入され、
肥沃な農地が形成されていった（2章詳述）。従って、ムスリムたちによる高い灌漑技術が「12
世紀のルネサンス」以降、何らかの経緯を経てイギリスへと伝わり、その後「イギリス流」
として欧州全域へと広がっていた可能性は大いにある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊
　スペインは他の多くの欧州諸国と同様にローマ帝国時代に起源を持つが、欧州の中でも
最も長期間に渡ってイスラム帝国に占領されてきた国の一つである（図 1-2 参照
＊ 10
）。そ
の結果、河川、上水道、下水道、灌漑水路と密接に係った都市構造が他の欧州諸国に先立っ
て形成されていった。さらにセルダによる市街地拡張計画が 19 世紀後半だけでなく、20
世紀後半においても近代都市計画の計画理論として欧州諸都市に影響を与えていることな
どから、スペインを都市構造、水路の観点から研究対象地とすることは、欧州全域におけ
る普遍的な水路と都市構造の変容の関係を把握することに繋がり得る。
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第 2節　スペイン全土におけるバレンシアの位置づけ
　本節においては、スペイン全土の中でバレンシアをどのように位置づけることが可能か
について、都市構造の変容と水路の観点から明らかにする。都市構造の変容については、
スペインにおいて近代化の象徴でもある 19 世紀後半にセルダ計画を契機に広まり、あらゆ
る都市で作成・実施された市街地拡張計画を対象とする。また市街地拡張計画による都市
部の広がり方の違いについても分析を加える。一方、水路については、水路と非常に関係
性が強いウエルタを対象とすることで、バレンシアの位置づけを明らかにする。
1-2-1.　市街地拡張計画
【初期】
　スペイン国内では、1840 年代から市街地拡張計画に関する動きが見られ始めたが、市街
地拡張計画として最初に承認されたのはセルダ計画であり、1859 年のことであった。セル
ダ計画以降、首都マドリッド拡張計画 (1860)、サン・ セバスティアン拡張計画 (1864) が
承認された。バレンシア（1858 年作成）、ビルバオ（1861 年作成）は市街地拡張計画を中
央政府に提出したが承認されなかった
＊11
。
【中期（法案作成期）】
　セルダ計画の理論は、1861 年に当時の内務省の大臣だったポサダ・エレーラ（José 
Posada Herrera 1814-1885）による「市街地の改善・拡張・衛生法」 （Proyecto de Ley 
General para la Reforma, Saneamiento, Ensanche y otras Mejoras de las Poblaciones）に影響を与
えた。この法案は上院にて却下されたものの、その後、勧業省の雑誌に掲載される等の経
緯を経て、最終的に 1864 年の「市街地拡張法」（Ley de ensanche de poblaciones）として全
国に公布された。これは新市街地における街路などの公共用地の確保を目的とした、市街
地拡張計画を実施する際に強制土地収用権の適用を中心とした法案であった
＊12
。
　1860 年後半から 1870 年初頭にかけては、スペイン経済の衰退により、市街地拡張計画
はスペイン全土でほとんど作成されなかった。
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【末期】
　1874 年にスペイン政権が共和制に移行したのを期に、再び市街地拡張計画が作成され始
めた。この時期にバレンシア、アリカンテ、サバデイ等の主にカタルーニャ州とバレンシ
ア州の地方中小都市で多く計画案が作成された。
　スペインでは工業化が一足先に進んだ大都市バルセロナと首都マドリードで市街地拡張
計画が実施に移された 1850 年代末に、バレンシアの 1858 年計画は作成されていた
＊ 13
( 図
1-3 参照
＊14
)。この時期は、バルセロナ、マドリッドに限らず欧州全域の主要都市において、
以前と異なる近代的な都市デザインに挑戦し始めた都市計画史上の転換期である（前節で
詳述済み）。
　また、中小都市の市街地拡張計画ラッシュの末期、国レベルの市街地拡張に関する方針
もはっきりした時期にバレンシアの 1884 年計画が作成された (図 1-3 参照 )。
　初期と末期の市街地拡張計画の大きな違いはその新市街地の規模に如実に現れている。
初期の計画案では大都市、もしくは人口が急増していた工業都市を対象に、旧市街地に対
し何倍もの規模で新市街が構想されていた。一方で、末期の拡張計画においては、大都市
に比べ比較的人口増加が緩慢であった地方中小都市が対象であったため、旧市街地よりも
小さい規模の市街地拡張計画が目立つ。
　その中で、バレンシアは大規模拡張計画が盛んに造られていた初期と地方中都市を対象
とした小規模な市街地拡張が多く造られていた末期に、ほぼ同規模の新市街地を創る市街
地拡張計画を作成している（表 1-1 参照
＊15
）。
　また、バレンシアは、スペイン国内において工業化で先鞭を切ったバルセロナや鉄鉱の
産地として急成長したビルバオに比べれば当時の人口増加は緩慢で、また新しい時代の都
市をいち早く建設する使命を担った首都マドリッドとも異なり、時間をかけて緩やかに都
市計画の近代化を導入していったと考えられる（表 1-2、表 1-3 参照
＊16
）。
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図 1-3　スペイン諸都市の市街地拡張計画（筆者作成）
市街地拡張計画 旧市街地に対する新市街地の規模
バルセロナ
ビルバオ
サバデル
サン・セバスティアン
マドリッド
バレンシア
1859 9.2
(1861) 8.6
1865 7.5
1862 3.4
1860 3.0
(1858)
アルコイ 1875 2.9
マタロ 1878 2.4
アリカンテ
サンタンデール
バレンシア
トルトーサ
ラ・コルーニャ
ガンディア
1888
1877
1887
1873
1880
1880
1.8
1.7
1.6
0.8
0.3
0.3
承認された年
 初期
末期
表 1-1　スペイン諸都市の市街地拡張計画の規模一覧（筆者作成）
1860 1870 1880 1890
バルセロナ
アリカンテ
バレンシア
ラレド
ガンディア
アルコイ
マタロー
ビルバオ
サン・セバスティアン
マドリッド
サバデイ
ア・コルーニャ
トルトッサ
サンタンデール
計画が承認された年 提出したが否認された年
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1857 1900 1950
アルバセテ 11.860 21.512 71.822
アリカンテ 20.342 50.142 104.222
アルメリア 23.018 47.326 76.497
アビラ 6.419 11.885 22.577
バダホス 22.195 30.899 79.291
バルセロナ 178.625 533.000 1.280.179
ビルバオ 17.649 83.306 229.334
ブルゴス 24.237 30.167 74.063
カセレス 14.795 16.933 45.429
カディス 63.513 69.382 100.249
カステリョン・デ・ラ・レアル 19.297 29.904 53.331
シウダッド・レアル 8.951 15.255 34.244
コルドバ 36.501 58.275 165.403
ラ・コルーニャ 27.354 43.971 133.844
クエンカ 7.284 10.756 24.836
ヘロナ 13.959 15.787 28.915
グラナダ 63.113 75.900 154.378
グアダラハラ 6.533 11.144 19.131
ウエルバ 8.428 21.359 63.648
ウエスカ 3.874 12.626 21.332
ハエン 19.138 26.434 61.610
レオン 9.663 15.580 59.549
レリダ 19.581 21.432 52.849
ログローニャ 10.446 19.237 51.975
ルゴ 8.246 26.959 53.743
マドリッド 281.170 539.835 1.618.435
マラガ 92.611 130.109 276.222
ムルシア 26.888 111.539 218.375
オレンセ 6.872 15.194 55.574
オビエド 14.156 48.103 106.002
パレンシア 12.811 15.940 41.769
パルマ・デ・マヨルカ 42.910 63.937 136.814
ラス・パルマス 14.308 44.517 153.262
パンプローナ 22.702 28.886 72.394
ポンテベドラ 6.625 22.330 43.221
サラマンカ 15.203 25.690 80.239
サン・セバスティアン 9.484 37.812 113.776
サンタ・クルス・デ・テネリーフェ 10.334 38.419 103.446
サンタンデール 24.702 54.694 102.462
セゴビア 10.339 14.547 29.568
セビーリャ 122.139 148.315 376.627
ソリア 5.194 7.151 16.878
タラゴナ 18.023 23.423 28.841
テルエル 8.830 10.797 18.745
トレド 15.797 23.317 40.243
バレンシア 106.435 213.550 509.075
バリャドリッド 41.913 68.789 124.212
ビトリア 15.569 30.701 52.206
サモラ 12.811 16.287 38.320
サラゴサ 58.978 99.118 264.256
県都
表 1-2　スペイン諸都市における 19 世紀中葉から 20 世紀中葉までの人口増減表（筆者作成）
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ビトリア
サモラ
県都 旧市街地の面積 (㎢ ) 人口 (人 ) 人口密度 (人／㎢ )
アルバセテ 82 21.512 262
アリカンテ 136 50.142 368
アルメリア 95 47.326 556
アビラ 89 11.885 133
バダホス 76 30.899 411
バルセロナ 1.332 533.000 400
ビルバオ 90 83.306 924
ブルゴス 81 30.167 372
カセレス 60 16.933 282
カディス 117 69.382 593
カステリョン 88 29.904 339
シウダッド・レアル 133 15.255 114
コルドバ 272 58.275 214
ラ・コルーニャ 53 43.971 825
クエンカ 49 10.756 218
ヘロナ 44 15.787 358
グラナダ 288 75.900 263
グアダラハラ 61 10.944 172
ウエルバ 56 21.359 381
ウエスカ 54 12.626 233
ハエン 87 26.434 303
レオン 70 17.022 244
レリダ 44 21.432 487
ログローニャ 38 19.237 501
ルゴ 41 26.939 657
マドリッド 1.666 539.835 324
マラガ 168 130.109 774
ムルシア 153 111.539 727
オレンセ 35 15.194 434
オビエド 55 48.103 673
パレンシア 74 15.940 215
パルマ・デ・マヨルカ 117 63.937 546
パンプローナ 48 28.886 601
ポンテベドラ 101 22.330 221
サラマンカ 140 25.690 183
サンタ・クルス・デ・
テネリーフェ 147 38.419 261
サン・セバスティアン 80 37.812 473
サンタンデール 50 54.634 1.083
セゴビア 106 14.547 137
セビーリャ 506 148.315 293
ソリア 104 7.151 68
タラゴナ 80 23.423 292
テルエル 28 10.797 385
トレド 39 23.317 597
バレンシア 296 213.550 720
バリャドリッド 295 68.789 253
56 30.701 548
93 16.287 175
表 1-3　スペイン諸都市における 1900 年の旧市街地内人口密度一覧（筆者作成）
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1-2-2.　市街地拡張の変遷
　スペイン諸都市の旧市街地周辺への市街地拡張の仕方は、市街地拡張計画との関連の仕
方によって 4つの型に分類することができる。
　まずは大都市マドリッド、バルセロナ、ビルバオにように、市街地拡張計画によって一
気に旧市街地の何倍もの範囲に新市街地を計画・実施することで市街地を拡張させてきた
都市（短期市街地拡張計画型）（図 1-4 参照）。
　次に地方中都市バレンシア、アリカンテのように複数回に分けて市街地拡張計画が作成・
実施され、徐々に新市街地が形成されていった都市（長期市街地拡張計画型）。
　3 つ目はサラゴサのように部分的に市街地拡張計画が導入され、それ以外の市街地に関
しては必要に応じて徐々に市街地を拡張させていった都市（部分市街地拡張計画型）（図
1-4 参照）。
　最後はセビーリャのようにアンダルシア地方に特に多いのだが、市街地拡張計画が導入
されずに、昔から必要に応じて徐々に市街地を拡張させていった都市である（非市街地拡
張計画型）。
　長期市街地拡張計画型は、比較的緩やかな市街地拡張であったため、既存市街地を尊重
する傾向が強い。しかしその一方で大都市で先駆的に計画されていた近代的・画一的な近
代都市計画の影響も強く受け、両者の葛藤が最も顕著であった都市型だと推察される。
図 1-4　サラゴサの部分拡張計画とマドリッドの市街地拡張計画
出典：サラゴサ市立古文書館所蔵（左）、AA.VV.(1968:261)（右）
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1-2-3.　ウエルタ
　ムスリムたちによる約 800 年に及ぶイベリア半島の支配時代に彼らの手によって地中海
沿岸のカステヨン県、バレンシア県、ムルシア県にかけて大規模な灌漑用水の施設が敷か
れ、内陸部の粗放的農業とは異なるウエルタと呼ばれる肥沃な灌漑農地が形成されていっ
た。地中海沿岸の各地を占領下に収めたムスリムらはエブロ川、トゥリア川、フカル川等
の水を平野部に引き、高い水利技術を駆使して、独自の農業を営んでいった。いずれの地
域においても共通する点として、冬期の平均気温が 10.5 度前後と比較的温暖であり、年間
洪水量も 650mm 前後ということが挙げられる。この降水量はイベリア半島内では決して少
ない方ではない。しかし雨期が１２月～１月に集中しており、その他の期間特に春から夏
にかけての降雨量が極めて少ないことが、農業の発展を阻害していた
＊ 17
。従ってこれらの
地域では、灌漑用水路なしでの農業は非常に困難であった背景をもつ。
　その結果、イベリア半島の中でも、カステヨン県、バレンシア県、ムルシア県に位置す
る諸都市は都市周辺部に灌漑水路による肥沃な農地がイスラム占領時代には既に形成され
ていた。
　いずれの県に形成されたウエルタの、近代以降年々減少傾向にあるのだが、その中でも
バレンシアとムルシアにおけるウエルタは、減少しつつも現在においても機能し続けてい
る。その象徴として、イスラム占領時代に灌漑水路からの水をすべての農地に出来る限り
平等に配分することを目的として創られた水の裁判所「水法廷」が、現在でも機能し続け
ており、2009 年にユネスコ財団の無形文化遺産に「スペイン地中海岸の灌漑耕作者の法
廷群：ムルシア平原の賢人会とバレンシア平原の水法廷（Irrigators' tribunals of the Spanish 
Mediterranean coast: the Council of Wise Men of the plain of Murcia and the Water Tribunal of the 
plain of Valencia）」の名で登録されている。
【バレンシア平原の水法廷】
　バレンシア平原の水法廷は、世界中に現存している司法機関の中で最も古いものの１つ
である。そのため、第一回の灌漑用水についての国際会議が、バレンシア平原の水法廷が
世界中で現存する中で最も古い水法廷であることに敬意を評し、バレンシアにおいて開催
された
＊18
。
　ローマ時代からバレンシア平原における水に関する諸問題を解決する何らかの機関は存
在していたと言われているが、歴史家らによると、アブデラマン 3 世によって統治されて
いた 960 年に現在と同じスタイルの水法廷が形成されたという見解で一致している。しか
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し、水法的が存在していたことを証明する決定的な証拠は 1238 年の征服王ジャウメ 1世に
よって作成された法典の中に初めて出てくる
＊19
。
　水法廷は、毎週木曜日（特別な祝日を除く）に正午にミケレットの鐘がなると同時にカ
テドラルの正門前で開催されている。
　裁判が毎週木曜日に開催されているのは、金曜日はムスリムの集団礼拝の日であるため、
それを配慮してのことである。またカテドラルの軒先で開催されることにも重要な背景が
存在している。カテドラルはイスラム占領時代にはメスキータであり、当時の都市の中心
部に位置していた。レコンキスタ以降、多くのムスリムらは農業を継続したが彼らはキリ
スト教徒の信仰拠点となったカテドラルに入ることはできなかった。そのため、軒先で裁
判を開くことが決められた
＊20
。
　バレンシア平原の農民らが選んだ８人の裁判官役の総代によって裁判は行なわれる。執
行役が集まった人々に向かい、平原の上流から下流の順に灌漑水路の名を一つひとつ挙げ、
訴訟の有無を尋ねる。訴えの申し出があると、水路ごとに決められた規則に照らし合わせ
て総代が公開で審理する。この法廷は、司法への市民参加の一形態として憲法で認められ
ている「慣習的裁判所」とされ、判決は一般の裁判所のものと同等の効力を持つとみなさ
れている。
　法廷の会員 1 万 1691 世帯の多くは、オレンジやトマトなどをつくる小規模農家であり、
係争の内容も「順番の日に水が来ない」「隣家の水があふれてうちの畑が水浸し」など、日
常の農作業に密着したものが大半である
＊21
。
　「「水資源問題が最近話題になりますが、我々バレンシア人は千年も前から、貴重な水を
配分するすべを知っていたのです」とナチェル裁判長は胸を張る。
　法廷は、水路や水門などの施設、水利技術や管理法といった知恵と、密接に結びついて
いる。地元にとっての将来に伝えられるべき遺産は、これら有形無形の伝統を合わせた総
体だ
＊21
。」
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写真 1-1　バレンシア平原の水法廷　出典：GUINOT (2007: 99)
図 1-5　バレンシア平原の灌漑水路　出典：バレンシア平原の水法廷公式 HP
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第 3節　小結
　スペインはジブラルタル海峡によってアフリカ大陸と海で隔てられ、戦略的にも重要な
国だけに、昔からさまざまな文明、民族の洗礼を受け、歴史の潮流の十字路となっていた。
また、いくつもの山脈と河川によって分断された 58㎢にも及ぶ広大な面積をもつこの国は、
「ヨーロッパの縮図」と称される地勢の多様性を誇っている。また市街地拡張計画と水路の
2つの観点において、スペインは他の欧州諸都市にあらゆる影響を及ぼしてきた。
　従って、市街地拡張計画と水路という 2 の要素を対象とした研究をスペインで行なうこ
とは、スペイン国内に留まらずに、欧州諸都市へも何らかの影響を与え得ると考えられる。
　スペイン諸都市のなかで、地方中都市バレンシアは、市街地拡張計画において、大都市
からの影響を受ける以前と以後に市街地拡張計画（1858 年計画、1884 年計画）を作成して
いることから、都市構造の変容を研究するための対象都市として適している。また、都市
の拡張が大都市に比べ緩やかであり、既存市街地を尊重した市街地拡張計画を作成・実施
させる一方で、大都市からの影響も強く受け、近代的な都市デザインを早期から導入して
いた。このような既存市街地と新市街地をどのように融合させるかは、バレンシアにかぎ
らず多くの欧州諸都市における共通の課題であったと考えられる。
　また水路に関しては、バレンシアはスペイン全土の中でも数少ない灌漑水路による肥沃
なウエルタにイスラム占領時代から囲まれてきた都市であり、さらにバレンシア平野の水
法廷がユネスコの無形文化遺産に登録されるなど、1000 年以上も前の時代に開削された水
路が現在へ脈々と受け継がれてきた都市である。
　欧州諸都市だけでなく、日本においても肥沃な農地に囲まれた都市は数多く存在してお
り、バレンシアにおける水路と都市構造の変容を研究することは、その普遍性においても
重要な意義を持つと考えられる。
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第 2章　19 世紀中葉以前の都市構造と水路
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第 1節　都市の誕生と水路の関係（ローマ時代）
2-1-1.　囲壁都市と水路
　バレンシアの起源に関する文献は数多
く存在している
＊ 1
。いずれの文献もおお
よその内容は一致しているものの、例え
ば海岸線から都市の立地場所までの距離
が 3km と書いている文献と 4km と書いて
いる文献が存在しているなど、詳述に関
する差異が生じている。本研究において
は、バレンシア大学の先史学・考古学科
教授のホセ・ルイス氏と、バレンシア市
当局考古学局に所属しているアルベル
ト・リベラ氏によって書かれた文献を、
ローマ帝国時代の都市と水の関係に焦点
を絞っている点において、著者の関心と
近いため、本研究では参考にした
＊ 2
。以
下にその文献の内容を要約する。
　「バレンシアは紀元前 138 年に、バレンティアという名称のローマ植民都市として誕生し
た。その立地は地中海海岸線から約 3km 離れた沖積平野の中央付近でトゥリア川のすぐ側
に位置していた。その位置はちょうど河川によって形成された中州のような地形になって
いた。」
　トゥリア川は都市誕生の起源から何度となく氾濫し、都市に襲いかかってきた。バレン
シアに限らず、多くの欧州諸都市が市壁によって都市を囲むのは、外敵から都市を守るた
めであると共に、河川の氾濫から都市を守るためでもあった
＊ 3
。バレンシアの場合は、都
市が誕生した紀元前 138 年頃に、市壁が造られた（図 2-1 参照
＊4
）。
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図 2-1　囲壁都市と水路　（筆者作成）
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2-1-2.　囲壁都市周辺部と水路　
　バレンシアにおいて都市の誕生と発展の歴史は洪水史と密接に繋がっている。それはバ
レンシアに限らず、河川沿いに形成された他の多くの都市に一致している。バレンシアの
洪水史に関する文献のうち、ピラール・カルモナ氏とフアン・オルモス氏の共著では洪水
史だけでなく、洪水と都市構造の関係についても研究されている
＊ 5
。以下に主にその文献
を参考に囲壁都市周辺部と水路の関係について論じる。
　1321 年から 1957 年の間に合計 22 回トゥリア川による洪水が記録され、その内の 15 回
の洪水は記録として残っている。バレンシア平野は一見すると平坦な地であるため見逃さ
れがちなのだが、歴史的に被害に多くあったエリアは特定することができる。その中でも
最も頻繁に被害をうけていたのがカンパナル集落付近、マルクセレナ集落付近であった（図
2-2 参照
＊ 6
）。それらのエリアだけでなく、全体的にトゥリア川左岸は右岸よりも僅かに標
高が低かったため、トゥリア川左岸は長い間洪水の被害に遭い易い土地であり、都市誕生
の起源から何世紀にも渡って、ほとんど市街地は形成されなかった。しかし、カンパナル
集落、マルクセレナ集落、ベニマクレット集落など、トゥリア川左岸にもいくつかの農村
集落はローマ植民都市の誕生とほぼ同時期から存在していた。これらの集落は、洪水の被
害に遭い易いトゥリア川左岸の中でも、極力洪水の被害に遭わないよう周囲よりも僅かに
標高の高い場所を選び、また近くに地下水が湧き出ているポイントが近くに存在していた
場所を選定していた
＊7
。
　度重なるトゥリア川の氾濫は都市に甚大な被害を与える一方で、囲壁都市の外部に広が
トゥリア川
氾濫の境界線
氾濫の方向
カンパナル集落
ベニマクレット集落
地中海
ミスラータ集落
クアルト集落
クシリベリャ集落
パテルナ集落
マルクセレナ集落
図 2-2　トゥリア川の氾濫エリアと方向　（筆者作成）
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るバレンシア平野に、上流から運ばれてきた栄養分の高い河水を供給した。その結果とし
て、バレンシア平野は、肥沃な農地を形成するのに適した土壌を長い年月をかけて形成し
ていったと考えられる。
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第 2節　囲壁都市と水路の関係（イスラム占領時代以降）
2-2-1.　囲壁都市とトゥリア川
　バレンシアの都市を描いた絵画は古いものでは、1563 年にヴァン・デン・ウィンゲルド
（Anton Van Den Wyngaerde 1525 - 1571）によって描かれた複数の作品が知られているが (図
2-3 参照 )、それ以外にも 19 世紀のバレンシアを描いたアルフレッド・ゲスドン（Alfred 
Guesdon 1808-1876）（図 2-4 参照）等、多くの画家が描いた作品が現在では当時の様子を
把握するための重要な資料として残っている。そして、それらの作品の多くが、トゥリア
川左岸からトゥリア川を含めたバレンシアの美しい都市像を描いている。そのことからも
トゥリア川が古くからバレンシアにとって非常に重要なシンボルとなっていたことが伺え
る。また、ウィンゲルドの絵画から、16 世紀中葉の時点では、バレンシア都市部を流れる
トゥリア川の水位は浅く、護岸整備もされていなく、洪水の度に流路が変更するような原
始的な河川であったことが見て取れる（図 2-3 参照）。
　第 1 節で述べた通り、ローマ時代にはトゥリア川は枝分かれしており、イスラム占領時
代に建設された第 2囲壁は、トゥリア川支流に沿って計画された（図 2-1 参照）。
　トゥリア川は都市のシンボルとしての役割だけでなく、あらゆる役割を担い、都市構造
に様々な影響を与えていた。以下に、ポルトゥゲス・モラ氏の文献を参考に 19 世紀中葉以
前のトゥリア川が担っていた役割を列記し、その中で、特に囲壁都市内の都市構造に大き
図 2-3　1563 年のバレンシア（出典：Amadeo 2002:111）
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な影響を及ぼした水運と囲壁都市との関係について詳述する
＊8
。
■農地への給水
　イスラム占領時代以降、トゥリア川に水門を設け、そこからウエルタへ灌漑用水路を伝っ
て河水を供給するのは、トゥリア川にとっての重要な役割であった。河川の水量の大半を
灌漑用水として利用していた。
　また河川の沿岸では家畜が放牧され、河水は家畜の飲料水として利用された。そして河
川沿いに屠殺場が建設され、屠殺後に発生した汚物は河川へと直接捨てられた。
■工業のための資源
　トゥリア川沿岸部には広大な桑畑が広がっていた。16 世紀頃には桑はカイコの餌として
重宝されており、当時の絹産業の発展に大変役立った。
　また、当時は家具や船の製造業も盛んであったため、トゥリア川上流域に広がる密林か
ら木材を伐採し、トゥリア川の流れを利用して下流へと運んだ。
■囲壁都市の給排水
　トゥリア川に設けられたロベリャ水門からロベリャ用水路を伝って囲壁市街地へ河水が
供給されていた。また、囲壁都市から生じた下水は、再度ロベリャ用水路へと流れ、ウエ
ルタを経由してトゥリア川下流へ放流された。
■エネルギー生産
　トゥリア川のあらゆる場所に水車を建設し、トゥリア川の水流を水車の動力として利用
して、揚水、製粉などに使用されていた。
■娯楽の場
　トゥリア川沿岸はポプラ並木道が 17 世紀後半に造られたり、桑畑が広がっていたことか
ら、当時のブルジョア階級の娯楽の場として愛されていた。また 1909 年にはトゥリア川沿
岸で地域博覧会会場が建設されたことからも、長きに渡りトゥリア川沿岸は娯楽の場とし
て市民に認知されていたことが分かる。
　しかし一方で、旧市街地内で生活が営めなくなった貧困者らがトゥリア川沿岸部へ集ま
り、スラムのようなエリアを形成していた時期もあった。
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【囲壁都市と水運】
　トゥリア川は、常時は水深の浅い河川であったため、港に着いた物品は小舟に移され、
小舟によって海からトゥリア川を遡り囲壁都市付近まで運搬していた。14 世紀頃には、こ
の水運は盛んに行なわれていたとの記録は残っているものの、いつ頃からいつ頃まで水運
が行なわれていたのかは、明らかになっていない。
　囲壁都市付近のどこに荷物を降ろしていたかについての具体的な記述は残っていない
が、トマス・リャバドール氏とビセンツ・サロルト氏によると、14 世紀頃には船が行き来
することが出来る程度の水位があり、水運が盛んに行なわれていたことは事実なようであ
る
＊ 9
。また、1377 年にバイリアという人物が、船乗りらがグラオ港での徴収を避けるため
にトゥリア川の囲壁都市付近の沿岸に直接荷物を降ろすことを禁じることを命じた記録が
残っていることを証拠として、トゥリア川の囲壁都市付近で実際に荷物が降ろされていた
ことを主張している
＊10
。
　図 2-4、2-5 から分析するに、囲壁都市の中でも特に囲壁都市下流域の都市構造ととトゥ
リア川による水運が密接に繋がっていたと考えられる。その下流域は、レメディオ並木道、
マル市門とその周辺のサン・ドミンゴ修道院や要塞など、立派な建築物・美しい緑地空間
がデザインされており、地中海からの玄関口として機能していたことが推察される。また、
図 2-4 は 1855 年の絵画であり、囲壁都市下流域をメインエントランスとして描かれている
ことから、バレンシアにおいて水運は、14 世紀頃がピークであったものの、19 世紀中葉頃
まで続いていたと考えられる。
2-2-2.　囲壁都市と用水路
【ローマ帝国時代】
　バレンシアは、都市の誕生とほぼ同時期に用水路が開削された。近年の発掘調査によっ
て、その用水路はブラシリ通り 、クアルト通り 、カバリェロス通りを通って大聖堂まで
繋がっていたことが徐々に明確になってきている。また、当時から簡素な下水道は存在し
ていた（経路は不明）
＊11
。用水路によって供給された水は生活用水、温泉の水、下水道網、
庭園や小さなウエルタの灌漑等を目的に利用された
＊12
。
【イスラム占領時代】
　ローマ帝国が崩壊して以降、数世紀の間に、ローマ帝国時代に建設されたバレンシアの
囲壁都市は廃墟と化した。10世紀に入り、ムスリムたちがバレンシアを征服したことによっ
-72-
⑨
①
②
③
④
⑤
⑥
⑧
①トゥリア川
② 囲壁
③ 要塞
④ サント・ドミンゴ修道院
⑤ グロリエタ庭園
⑥ ポプラ並木道
⑦ レメディオ通り
N
⑦
⑩
⑧ 闘牛場
⑩ クアルテ市門
サン・ビセンテ市門⑨
図 2-4　1855 年のバレンシア　　（出典：Amando 2010:15）
図 2-5　1853 年のバレンシア囲壁都市（筆者加筆）　　（出典：Amando 2010:80）
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て、バレンシアは再度発展していった。
　この時代の都市構造と用水路の関係を語る上で最も重要になるのがロベリャ用水路の存
在である。この時代の都市構造とロベリャ用水路の関係についてはバレンシア市当局、カ
ヴァニーリェス氏等、多数の研究者らによって書かれており、それらを整理すると以下の
ようになる。
　ロベリャ用水路は”都市の母なる用水路（Acequia Madre de la Ciudad）”とムスリムらに
呼ばれており、都市が誕生した当初から密接な関係を築いてきた。
　ロベリャ用水路は、ロベリャ水門から囲壁都市とその周辺へと給水していった。ロベリャ
水門は、他の灌漑水路本流の水門に比べ、最も囲壁都市に近い位置に建設されていた。ロ
ベリャ用水路は水門、水路網共に、比較的トゥリア川の氾濫によって比較的浸水し易いエ
リアに配置されていた。そのため、18 世紀にロベリャ水門は度重なる洪水によって決壊し、
用水路を伝って囲壁市街地に洪水被害を及ぼすことも多々あり、19 世紀初頭にロベリャ用
水路がファバラ用水路と同じ水量に対応できるように改修された
＊13
。
　ロベリャ用水路の流路は、ロベリャ水門から植物園と修道院を通過し、囲壁都市外の北
西部から囲壁都市内に入っていった。そして囲壁都市内では、主に下水道として機能して
いた。またそれ以外に、メスキータ（ローマ時代の大聖堂）までの間の果樹園、庭園、公
衆浴場等への給水という機能も果たしていた。ロベリャ用水路は囲壁都市内に用水路を張
り巡らせ、その後第 2 囲壁の南東部からルサファ集落へと流れるか、もしくはトゥリア川
へ放流していた。またロベリャ用水路は囲壁都市に入る際に枝分かれし、第 2 囲壁外周を
囲む濠（ムスリムらは、Vall Vell と呼んでいた）へも流れ込んだ。都市内の下水は、標高
差を利用して自然とこの濠に集まるようになっていた。この濠は北回りと南回りの 2 つの
経路によって構成され、北回りはトゥリア川沿いを流れ、南回りは現在のメルカード広場、
バルカス通り、ピントール・ソローリャ通りへと流れ、パルテレ通りで双方は合流した。
そこからバリャダル用水路と呼ばれる 1 本の用水路になり、囲壁都市内の下水をトゥリア
川の河口部まで運んだ（図 2-6 参照
＊14
）
＊ 15
。
【中世】
　1370 年に新たな市壁（第 3囲壁）が建設され、その市壁に沿って新たな濠も建設された。
ロベリャ用水路の支流は、第３囲壁内の下水道網として機能し、その後、その濠で合流し
た。当時の下水道網整備の記録として残っている事実としては、ジャウメ一世がバレンシ
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アの第 2囲壁都市内において下水道網の整備を 1258 年に命じられたことが挙げられる。そ
の際に、ローマ帝国時代に使用されていた用水路を改修し再利用することも命じ、その下
水道の建設・管理をバレンシア市当局へ言い渡した。また、ペドロ 2 世は自身でバレンシ
アの囲壁都市内の下水路計画図を作成し、その建設と維持管理は囲壁・濠協議会（Junta de 
Murs i Valls）に委ねられた
＊16
。
　ロベリャ用水路だけでなく、ファバラ用水路も第 3 囲壁都市内の都市構造とは強い関係
性がある。ファバラ用水路は、 最初はパトライクス集落周辺とそれ以南のウエルタを灌漑
図 2-6　19 世紀中葉以前の囲壁都市内の都市構造と用水路の関係（筆者作成）
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することを目的に開削された。ところが、第 2 囲壁外へと市街地が拡張するにつれ、必要
に応じてファバラ用水路支流を開削することで、それらの市街地へと給水していた
＊ 17
。そ
のため、囲壁都市と密接に繋がり始めたのは市街地が第 2 囲壁外へ広がり始めた中世後期
からであったと考えられる。
【第 2囲壁外上流域（第 2囲壁と第 3囲壁の間）】
　また近年の発掘調査により、更にミクロな用水路と囲壁都市内の都市構造の関係性が明
らかになり始めている。第 3 囲壁市街地内において最も用水路の影響力の強いエリアは第
2 囲壁外上流域（第 2 囲壁と第 3 囲壁の間）であった。このエリアに関する近年の発掘調
査に基づいた研究は、マルティ氏が長年に渡り研究を行なっている。本研究では、マルティ
氏の研究の中から、特に都市構造と用水路の関係について書かれている部分を整理する
＊
18
。
　第 2 囲壁市街地外上流域には、イスラム占領時代末期に近づくにつれ、市街地が広がっ
ていった。このエリアは、囲壁都市内に達する前の綺麗な水を利用できた。そのためロベ
リャ用水路本流によって運ばれてきた水はまずは植物園と修道院（修道院内の果樹園の灌
漑用）に利用された。また多くのロベリャ用水路支流、ファバラ用水路支流に関しても、
まず修道院に利用され、その後に囲壁都市へ流れていった。そのため上流域には下流域に
比べ多くの修道院が配置されていた。
　ロベリャ用水路本流は植物園と修道院を通った後、ウエルタ（灌漑用水）、染色業者街（染
色用水）に対応し、幾本もの支流が開削され、用水路との関係性の高い都市構造が形成さ
れていった。
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第 3節　囲壁都市周辺部と水路の関係
2-3-1.　トゥリア川と左岸沿いの都市構造
　トゥリア川左岸はバレンシアが誕生して以来、頻繁に洪水の被害に逢っていたことは前
述の通りであり、トゥリア川左岸の河川沿いを利用するためには、トゥリア川の護岸整備
を行なうことが必要不可欠であった。バレンシアにおけるトゥリア川の護岸整備はピラー
ル・カルモナ氏によると、1589 年の大洪水が契機となり、護岸整備団体（Fàbrica Nova del 
Riu）によって 1591 年から始まった
＊19
。
　1589 年の大洪水が発生するまで、バレンシアを通るトゥリア川の水位は浅く、護岸整備
もされていなく、洪水の度に流路が変更するような原始的な河川であった。その河川の様
子は 1563 年に描かれたウィンゲルドの絵画によく描かれている（図 2-3 参照）。トゥリア
川の護岸整備は 1591 年から 1833 年までの間、橋の間のエリアごとに、浸水し易く、囲壁
都市に近いエリアから優先的に護岸整備が行なわれていった（図 2-7 参照
＊ 20
）。ここで言
う護岸整備とは、具体的には河川の流路を確定し、両岸を補強し、更に河床を浚渫すると
いう３つの事業の総称である。
　1591 年から 1610 年までにサン・ホセ橋（現在のポン・ノウ橋）からマル橋までの間の
護岸整備が行なわれた。そして 1606 年から 1789 年までの間にミスラータ、カンパナル、
サン・ホセ橋までとマル橋からモントリベット礼拝堂までの護岸整備が行なわれた（図
2-7 参照）。
　19 世紀中葉以前のトゥリア川左岸の河川沿いには、ウィンゲルドの絵画とペルディゴン
1591 年から 1610 年まで
1606 年から 1789 年まで
第 2囲壁
サン・ホセ橋 セラーノス橋
トリニタット橋
レアル橋
マル橋
カバニャル
グラウ
ナサレット
地中海
カンパニャル
ミスラータ
第 3囲壁
モントリベット礼拝堂
図 2-7　トゥリア川の護岸整備（筆者作成）
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氏らによって書かれた文献から、1563 年の時点では、大部分において、未だに市街化して
いなかったことが分かる。しかし、北方からの玄関口としての役割を担っていたセラーノ
ス門・セラーノス橋へ直接繋がっているモルヴェドレ通りに沿って約 280 人の市民が住ん
でいたり、トゥリア川に沿った形で、一部では市街地が形成されていた。また対岸には、
修道院や僧院が多く存在しており、１５世紀初期には約 1200 人が住んでいた
＊ 21
。しかし、
1858 年の絵画（図 2-4 参照）と比較して分かるように、それらの集落が発展することは長
い間なかった。
　トゥリア川左岸、特に沿岸は護岸整備によって洪水の被害に遭い難くなるにつれ、市民
の憩いの場として徐々に利用されるようになっていった。その代表的な空間として、ポプ
ラ並木道が挙げられる（図 2-8 参照）。
【ポプラ並木道】
　16 世紀以前は、このエリア一帯は、湿地帯であったが、16 世紀末の護岸整備により、
市民が立ち入り易い場所へと変わっていった。そして、1643 年から 1645 年までにかけて、
ポプラを長距離に渡って２列植える計画が行われ、1677 年に完成した。これが後にポプラ
図 2-8　1808 年のトゥリア川対岸のポプラ並木道　出典 : GAVARA 1994:155
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並木道 (El Paceo de la Alameda) と呼ばれるようになった。18 世紀初頭に、ポプラ並木道は
西側は王宮広場
＊22
まで、東側はグラオ通りの先端まで延長された。これによって王宮から
ポプラ並木道を通って、そのままグラオ通りに繋がり海まで行くという 1 本の通りが完成
した
＊23
。
　　ポプラ並木道は市民ための公共空間として創られた。市民はこの並木道を徒歩や馬車
を使用して散歩した。また、市場、野外音楽、闘牛、格闘のイベントも頻繁に行われていた。
完成から 2 世紀に渡り、市民に愛されていた。特にこの並木道が栄えたのは、18-19 世紀
にかけて、貴族や中産階級の娯楽空間としてであった（図 2-8 参照）。
　
2-3-2.　囲壁都市周辺部の農村集落と用水路
【灌漑水路の起源】
　バレンシア市域を流れる 7 本の灌漑水路がいつ頃開削されたのかについての正確な年代
については、未だに専門家らによる議論が繰り広げられている。以下に、異なる分野の専
門家らの主張をいくつかの著書より引用する。そして、それらの主張とイボール氏へのヒ
アリング調査を基に 7本の灌漑水路が開削されたおおよそ時代を考察する。
　地理学者ロベス・ゴメス氏は著書の中でローマ時代とイスラム占領時代に育てられてい
た農作物と共に、灌漑水路の起源についても触れている
＊24
。
　「ローマ時代から灌漑水路を利用した農業がバレンシア周辺では行なわれていた。そこで
は主に小麦、オリーブ、ブドウが栽培されていた。しかし、ウエルタが広域に展開し始め
たのは、イスラム占領時代に入ってからである。その時代にオレンジ、米、絹、サトウキビ、
杏等の栽培が始まった。」
　地理学者ボックス・アモロス氏は灌漑水路の起源はローマ時代にあると主張し、ローマ
時代とイスラム占領時代に開削された灌漑水路の特徴の差異について述べている
＊25
。
　「イスラム文明はスペインの農業システムの発展の面で大きくスペインの成長に貢献し
た。しかし、ローマ人たちも多くのエリアで灌漑水路を実践していた。したがって、イス
ラム教徒の貢献とは、人口と経済が成長したことによるローマ帝国のシステムの活性化の
意味合いが強かった。
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　バレンシアにおいて灌漑用水路はローマ時代から存在していた。そしてイスラム時代に
おいてもローマ時代の伝統的な農業システムは基本的な構成要素として維持された。ロー
マ時代は都市の中心に灌漑水路網を計画し発展させていったが、イスラム時代は都市の周
辺部に灌漑水路網を敷設させていった。」
　歴史家ギノット・ロドリゲス氏はウエルタの拡大と共に、ムスリムたちが、ロベリャ用
水路、ファバラ用水路を開削したと主張している
＊26
。
　
　「ムスリムたちが、おそらくはロベリャ用水路、 ファバラ用水路を開削し、最初の農村集
落を形成した。
　9 世紀から 13 世紀のレコンキスタまでに集落の成長、経済、社会構成の理論は新たな水
力システムと集落の立地と共に、初期のウエルタの拡大をもたらした。
　ウエルタは８世紀から始まり、大きくイスラム占領時代、封建制時代と近代、現代のブ
ルジョア社会によって特徴が異なる。」
　これらの主張とイボール氏へのヒアリング調査から 7 本の灌漑水路の起源はおおよそ以
下のように考えられる。
　ローマ時代から、第 1 囲壁都市周辺部には幾つかの農村集落が存在していた。それらの
農村集落は、周囲よりも僅かに標高が高く、また近くに地下水が湧き出ている場所に誕生
した。そして、わき水を利用して小規模な農業を細々と営んでいた
＊ 27
。この時代に既に灌
漑水路は存在していたと考えられるが、それは極限られたエリアのみであり、基本的には
湧き水を利用した小規模な農業スタイルであったと推察される。
　ロベリャ用水路に関してはローマ時代から類似の用水路は存在していたと考えられる
が、歴史的背景からもローマ時代からイスラム占領時代までの間に一度、バレンシアの都
市は衰退していることから、基本的に灌漑水路はイスラム占領時代に開削されたと考えら
れる。ただし、ムスリムらが荒廃していたローマ時代の水路を再利用した可能性は多いに
ある。
【灌漑水路とウエルタの発展】
　イスラム占領時代以降、徐々に囲壁都市周辺部に散在していた集落の近くに、地形を配
慮して灌漑水路が開削されていった。その結果として、バレンシアの市域には７本の灌漑
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水路本流が開削され、本流から徐々に支流も開削されていった。それに伴い、農村集落の
数も急増していった。基本的に１つの集落につき、最低１本の灌漑水路本流もしくは支流
が流れるように、農村集落は配置されていった
＊ 28
。それらの農村集落に住む農民が、灌漑
水路を利用して肥沃なウエルタを形成していった。農村集落は小規模なものは農家 10件程
度から成り、大規模なものは農家 100 件程度で構成されていた。農村集落の数はイスラム
占領時代に一気に増え、中世初期には 300 カ所を超える農村集落が第 3 囲壁周辺部には存
在しており、バレンシアのウエルタには、スペイン全土で最も多くの農民が住んでいた（図
2-9 参照
＊ 29
）
＊ 30
。とは言うものの、イスラム占領時代における農業は末期においても灌漑
水路とわき水を利用して各々の農村集落が独自に行なう小規模なものであった。  
 キリスト教徒による 1238 年のレコンキスタ以降、農村集落の構造が大きく変化した。本
研究ではギノット・ロドリゲス氏による文献の一部を引用し、レコンキスタ以降の農村集
落の構造の変容と水路の関係を把握する
＊31
。
　「イスラム教徒の農民は追放され、彼らの農地をキリスト教徒の再入植者らに再分配し
メスターリャ用水路
ロベリャ用水路
ラスカンヤ用水路
トルモス用水路
ミスラータ用水路
ファバラ用水路
クアルト用水路
図 2-9　1695 年の灌漑用水路本流と集落の配置　（筆者作成）
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た。また囲壁都市内の権力者が周辺部の農地を所有し大規模な農業が行なわれるように
なった。それに伴い小規模な集落は消滅していき、イスラム占領時代から比較的大規模で
あった農村集落に日雇い労働者が集中して住み、その集落周辺のウエルタの規模を拡大す
る大規模農業へとシフトしていった。
　消滅した集落の大半は用水路の支流周辺に位置する集落であり、一方で本流に近い集落
は比較的大規模な場合が多く、いくつかの集落は、レコンキスタ後に更に拡大していった。」
【レコンキスタと灌漑システム】
　レコンキスタ
＊32
以降、それまでムスリムらによって形成されてきた灌漑システムがどの
ように継承されていったかについて、いくつかの異なる論旨で書かれた文献の一部を引用
し、考察を行なう。
　「レコンキスタ以降、バレンシアの場合は、多くのムスリムらが、その地に留まったため
（ムスリムからムデハルへ）、農業は著しく衰退することはなかったが、土地の所有形態が
代わり、新しい入植者に土地を細分化して与えられ、特に内陸部においては、領主が広大
に所有するようになった。しかし、1609 年のモリスコ追放の結果、バレンシアの農業は深
刻なダメージを受けた
＊33
。」（カッコ内は筆者加筆）
　「一般的にウエルタの大部分ではムスリムの集落は撤去され、ムスリムたちは最も貧しい
内陸の山岳地帯へと追いやられた
＊34
。」
　「レコンキスタ以降、アラゴン王国においては、重要な灌漑システムはほぼすべて残され
たが、アンダルシアの場合は現在の歴史家達によると大部分は破壊されてしまった
＊35
。」
　「13 世紀のレコンキスタによる領土の分配と封建制の設立によってバレンシアのウエル
タの風景は大きく変化することとなった。
　まず、ウエルタから、以前から住んでいたムスリムらを追放した。だが、1336 年までは、
クアルト・デ・ポブレット地区やアルダイア地区など、今まで通りにムスリムらがムデハ
ルとして生活することができていた。しかしそれらの地区でも 1336 年以降はムデハルが追
放され、それ以降はモレリアと呼ばれる特定のエリアに計画されたゲットーに集まってム
スリムらは生活していた。それらのエリアではムデハルの職人や日雇い労働者が住み、独
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自の文化が形成されていった
＊36
。」
　「アラゴン、カタルーニャ、バレンシアの各地方からなるアラゴン王国でも、1520 年代
にムデハルはモリスコとなったが、カスティーリャよりも全体の人口がはるかに少ないた
め、モリスコの比重は非常に大きかった。とくにバレンシア地方とアラゴン地方に集中し
ていたモリスコの大半は、農奴として大土地所有の大貴族に臣従していた。これらの地方
では、大土地所有を基盤とする貴族と、都市部に生まれつつあったブルジョアが鋭く対立
しており、モリスコは貴族側に庇護されるかたちでこの対立に巻き込まれた。（中略）モリ
スコ追放（1609 年）は、多くの人口を擁するカスティーリャ王国にはそれほど影響を与え
なかったが、20 万人程度と推計されるモリスコが全人口の約 20% を占めていたアラゴン王
国には、少なからぬダメージを与えた。とりわけ多くのモリスコが住んでいたバレンシア
の経済・農業が受けた打撃は大きく、以降の停滞の原因となった
＊37
。」（カッコ内は筆者加筆）
　これらの記述を整理すると、以下のようなレコンキスタと灌漑システムの関係が見えて
くる。
　バレンシアは、レコンキスタによって 1238 年にキリスト教徒に占領されてからも、ムデ
ハルはモリスコになることで、囲壁都市周辺部のウエルタに存続した。しかし改教を拒ん
だムデハルたちは、内陸の山岳地帯へと追いやられた。
　モリスコたちの生活エリアは徐々に限定されていったものの、1609 年のモリスコ追放ま
までバレンシアに多く残っていたため、その間に灌漑技術がキリスト教徒へと継承された
と考えられる。
　16 世紀から 17 世紀に描かれた複数の地図
から、農村集落が点在している当時の様子を
把握することができる（図 2-9 参照）。1510
年の国勢調査の時点で、囲壁外に散在してい
た集落の大部分は囲壁から約 5km 以内に集
中していた。囲壁都市外周部に広がるウエル
タにはルサファ集落以外に大規模な集落はな
く、約 700 人が定住していた。一般的に周辺
農地の所有者は市街地に住み、現場での指導
写真 2-1　19 世紀後半の集落の風景　
出典：AA.VV. 2003:117
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者や労働者、奴隷が囲壁外の小集落に住んでいた
＊ 38
。レコンキスタ以降、囲壁都市内に市
民が集まり、囲壁都市外の農村部における農民は徐々に減少していった。
2-3-3.　第 2・第 3囲壁都市外下流域に広がるウエルタと用水路
　都市周辺部のウエルタの中でも第 2・
第 3 囲壁外下流域に広がるウエルタは
他とは異なる背景／特徴を持っている。
　19 世紀中葉以前のこのエリアについ
ては、あらゆる分野の研究者らの文献
の中で、触れられている。以下に代表
的な研究者とそのエリアに関する記述
を引用する。
【地理学者イボール氏】
　「囲壁都市内の下水がロベリャ用水路
に流れ、それがルサファ集落とトゥリ
ア川の間に位置する農地の灌漑用水路として機能し、結果的に肥沃なウエルタを形成して
いた。この仕組みは他の集落へも導入されていった
＊39
。」
【植物学者カヴァニリェス氏】
　「汚物を含んだ水が囲壁都市からロベリャ用水路支流を伝って堀へと流れ、バリャダル用
水路へと続いていくのだが、最も汚い物質は用水路や濠の底へ溜まり、適度な栄養分を含
んだ下水だけがバリャダル用水路へと流れ、囲壁都市外下流域の農地を灌漑するように計
画されていた。用水路や濠の底に貯まった汚物は年に一度、市民、農民らによって掬い取
られ、藁などと混ぜて肥料として利用されていた
＊40
。」
【地理学者イボール氏と農業技士ディエス氏】
　「19 世紀後半までバレンシアにおいて都市と農村集落（農地）は共存していた。ロベリャ
用水路本流とその支流、都市の下水道網は囲壁内で生じる下水を再利用し、ルサファ集落
とトゥリア川の間のウエルタを灌漑した。他の散在している集落でも同様の手法で農地が
肥沃になっていった。栄養分を多く含んだ都市で生じる下水は、工業化以前の農業ではと
図 2-10　1811 年の囲壁都市外下流域　
Servicio Geográfico de Ejército 所蔵
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ても重要な肥料であった。
　囲壁都市内からの下水に加え、そのウエルタに住む農民らは毎朝、囲壁都市内の市場に
収穫した農作物を売りにいき、その帰りに都市内の下水道に沈殿している排泄物を持ち帰
り肥料としていた。昔から都市衛生と灌漑システムの相互扶助の関係は、都市と農地の関
係における基本的な要素のひとつであった。
　14 世紀以降もその灌漑システムは保存されていた。その維持保存を担当したのは囲壁・
濠協議会（Junta de Murs i Valls）という公共機関であった。その機関は更に新たな用水路を
開削し、また用水路には蓋をする事業も推進した。その結果、欧州他都市に比べて優れた
都市衛生システムを確立していた
＊41
。」
【建築家ジョルダ・スッチ氏】
　「バレンシアの旧市街地には、第 2・第 3 囲壁に沿って形成されていた濠が下水道本管と
して利用された。（中略）各濠に北回り、南回りが存在し、4本すべての下水道本管がバジャ
ダル用水路で合流し、その後、多くの農地の灌漑水路として利用された。( 中略 ) また、4
本の下水道本管内を清掃するために、ロベリャ用水路の一部の支流が利用された。そして、
それらの支流以外にも、第 3 囲壁都市内を巡った一部のロベリャ用水路はバリャダル用水
路で統合された
＊42
。」
【水力工学者マルコ・セグラ氏】
　「下水道網と灌漑水路網はどちらもトゥリア川からの水を引いており、囲壁都市内の衛生
環境の改善、保護、庭園、農地の散水の目的で利用されていた。産業革命以前まで、都市排水、
下水、汚物は都市近隣の農地の栄養分として利用されていた
＊43
。」
　上記のように、様々な分野の研究者が囲壁都市内で下水道として機能していた用水路が
濠を伝って、囲壁都市外下流域に広がるウエルタの灌漑水路として利用されていたことを
記している。各々の専門分野によって強調する点は異なってくるが、すべての研究者に共
通して言えることは、当時の下水、灌漑用水を峻別させるのではなく、「一連の水の流れ」
として捉え、都市と農地の双方にとって豊かな関係を築けていた、この灌漑システムを肯
定的に捉えていることである。
　
　バレンシアの囲壁都市外下流域はイスラム占領時代から中世にかけて、長期に渡って肥
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沃なウエルタが広がり、囲壁都市とも密接な関係を築いていたため、他の囲壁都市外に広
がるウエルタ以上に重要なウエルタであったと考えられる。そのために、19 世紀中葉まで、
囲壁都市周辺部に徐々に市街地が広がって行く中で、このエリアだけは点在する農家以外
に市街地が拡張されなかったと推察される。
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第 4節　19 世紀中葉のバレンシアにおける上水道整備
　バレンシアはスペイン全土の中でも最も早く近代的な上水道整備が行なわれた都市であ
る。そのキーマンとなったのは当時の市長ホセ・カンポ (José Campo Pérez 1814-1889) と後
にバルセロナにおいて市街地拡張計画を作成することになる土木技師イルデフォンソ・セ
ルダであった。
　1843 年にホセ・カンポがバレンシア市長に就任した。彼はバルセロナ、マドリッドより
も先駆けて、上水道システムだけでなく、バレシンアの囲壁都市内と近郊部の環境衛生に
関する条例を作成し承認された（バレンシア：1844 年、マドリード：1847 年、バルセロナ：
1857 年）
＊44
。
　またホセ・カンポは 1846 年にスペインで最も早期に設立された金融機関の１つとなるバ
レンシア勧業信用組合（Sociedad Valenciana de Fomento）を立ち上げ、多くの公共事業を推
進させた。そして、上水道整備事業もそれらの公共事業の中には含まれていた。
　イルデフォンソ・セルダはバルセロナの市街地拡張計画に着手する前に、バレンシアで
土木エンジニアとして都市内の上水道整備に取り組んでいた。1847 年にセルダはバレンシ
アの上水道管理官に就任した。彼は技術者カイクスト・サンタ・クルスによって計画され
ていた初期案を修正し、レオデガリオ・マルチェスと共に計画案を実施し、1850 年に完成
した
＊45
。
　このセルダによる上水道整備案は、以下のスペイン全土において 2 つの点で先駆的な事
業であった
＊46
。
1.　囲壁都市内の大部分を網羅した上水道網であり、都市への上水の供給量は他のスペイ
ン諸都市のそれを遥かに上回っていた。1850 年代、一日あたりの一住戸への給水量は、バ
ルセロナでは僅か 17 ℓ / 住居・日であり、エディンブルグやロンドンで 70 ℓ / 住居・日、
グラスゴウやニューヨークで 91 ℓ / 住居・日であった。バレンシアはセルダによる上水道
網計画を実施することで 100 ℓ / 住居・日の給水量を可能にしていた。
2.　セルダによるバレンシアの新しい上水道システムは、当時のマドリード、バルセロナ、
その他のいかなるスペイン諸都市よりも先駆的なものであった。当時多くの都市では徐々
に上水道網が整備されつつあったものの、それらの大半は都市内の貯水池、井戸、噴水へ
給水するのみで、各住戸に直接給水するシステムは導入されていなかった。セルダはその
システムをいち早くバレンシアに導入した。
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　19 世紀中葉頃のバレンシアには、ホセ・カンポ、イルデフォンソ・セルダをはじめ、先
進的な思想を持つ人々が集まり、互いを高め合っていた。その中には後に 1858 年計画の作
成の中心人物となる建築家アントニーノ・サンチョ（Antonino Sancho）も居た。彼は 1836
年に既に、博士論文の中で、州都における 8000 人の市民が住むべき敷地の選定について研
究を進めていた
＊47
。
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Barcelona, MOPT i Ajuntament de Barcelona, 1992, pp. 30-75
＊ 45　JORDÁ (1989: 360-362)
＊ 46　SORIA (1992)　
＊ 47　SORIA (1992)　
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第 3章　19 世紀後半の都市構造
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第 1節　欧州諸都市の近代化と近代都市計画
　本章と次章で、本論文において最も重要となる近代化の転換期（19 世紀後半）を対象に
して、都市構造と水路の関係が近代化以前・以降でどのように変化したのかを明らかにす
る。
　本章では水路の話は一旦置き、近代都市計画がどのような背景で作成・実施され、また
どのような都市デザインであったのかについて、まずは欧州主要都市を対象に、次にバレ
ンシアを対象にして論じる。本章を踏まえ、次章では近代都市計画と水路との関係を明ら
かにしていく。
【近代化以前の都市の発展】
　「都市生活は人類の過去の狩猟生活、戦争生活から進化した１つの新しい生活様式であ
る。その意味において、都市の発達成長は、人類の生活欲求の向上を意味するもので、人
類が増加する限り、また、その生活欲求が向上する限り、都市の発展というものは、制御
不可能なものである
＊1
。」
　古代の都市は非常に発展した都市も存在していたのだが（ローマは最大で 120 万人の人
口を抱えていた）、ローマ帝国が滅亡した 5 世紀頃以降、18 世紀のフランス革命前後まで、
欧州諸都市は、戦渦に巻き込まれていたため、ほとんど発展しなかった。いずれの都市も
防御のために市壁を外周に張り巡らせ、囲壁都市内では、極度な密集生活が行なわれてい
ながらも、市街地が囲壁外部へと発展することは、著しく阻止されていた。特にフランス
の諸都市においては、1548 年、1638 年、1872 年の法令によって市街地の囲壁外部への拡
張を禁止してきたので、18 世紀末頃までは、ほとんど市壁の外部には市街地は拡張してこ
なかった。また、通商貿易の途を断っていたことも、その発展が阻止された大きな要因の
一つであった
＊2
。
【近代化以前の都市計画】
　産業革命以前、都市の発展はあらゆる要因によって決定づけられていた。そのため、都
市構造は、設計者と同程度に市民からも影響を強く受けていた。市民が都市に住んできた
長い歴史の蓄積が都市空間を決定づけてきたと言うこともできよう。一方で、各時代の権
力者（聖職者、封建君主、商業ギルド）の権力の象徴として、都市構造は変容してきた一
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面もある。
　バロック時代に入り、それまで都市構造の影響を与えていたあらゆる要因よりも、美的
満足を追求したデザインによる都市が計画されていった。だが、その幾何学的な都市デザ
インの中にも、既存の市街地との関係性を配慮した都市デザインがさりげなく取り込まれ
ていた
＊3
。
【近代化以降の都市の発展】
　1819 年にドイツで関税同盟が結ばれた前後から、欧州は機械工業の発展によって産業革
命を導いた。産業革命による農業から工業への主要産業のシフトは直接都市構造にも影響
を与えた。都市人口は農村から都市への農民の移住によって急増していった。
　ロンドンにおける人口は 1800 年から 1840 年までの 40 年間に約 100 万人から約 200 万人
に倍増し、1840 年から 1900 年の 60 年間で約 200 万人から約 650 万人と更に 3 倍以上も増
加した。パリにおいては、1800年に約50万人であった人口が、1850年に約100万人へと倍増、
1880 年に約 220 万人へと 30 年間で更に倍増した。ベルリンにおいては、19 世紀初頭に約
15 万人であったが、1890 年には約 130 万人にまで急増した（図 3-1 参照
＊4
）。
　都市の発展の一般的な過程として、囲壁都市内に人口が集中してくると、2 つの形でそ
の膨張は表出する。１つは立体的発展であり、もう１つは平面的発展である。時系列にみ
ていくと、まず立体的発展が表出していく。囲壁都市内で人口密度が高まると、部屋数を
増やすことを目的として、住戸は増築を重ね 3 層から 4 層、5 層へと階を重ねていく。そ
の結果、囲壁都市内の人口密度は益々高まっていく。そして、囲壁都市内の人口密度があ
る程度の飽和状態まで達すると、次に平面的発展へとシフトしていき、囲壁外へ向かって
新しい市街地が建設され膨張していく
＊ 5
。バレンシアを含む多くのスペイン諸都市におい
ても、同様のプロセスで都市は発展していった。
　産業革命以降、新たな交通機関が発明され、進歩してきたことも起因し、都市が市壁の
中に留まっていることが事実上不可能になってきた。その結果、19 世紀後半に欧州諸都市
において、競うように市壁を撤去し囲壁外へ都市を拡張させていった
＊6
。
【近代都市計画の萌芽】
　産業革命による都市構造の変化は、囲壁都市を飽和人口へと導き、囲壁外への市街地の
拡張へと繋がった。産業革命がもたらした社会構造における最も大きな変化は、産業の中
心が農業から工業へとシフトしていったことと、生産と消費が二分化されたことにあると
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図 3-1　欧州主要都市における近代化に伴う人口増加　筆者作成
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考えられる。
　その結果、囲壁都市外部で農業を営んでいた農民達は新たな仕事を求め都市部・都市周
縁部の工業地帯へと集まっていった。また、都市部には商業地帯も集中し、徐々に都市部
と周辺部の農村エリアの都市構造にはっきりとした格差が生じていった。そうして、都市
構造は主に資本主義、工業生産に左右されるようになり、それまでのあらゆる要因によっ
て決定されていた都市構造から、シンプルな要因によって決定される都市構造へと変容し
ていった
＊7
。
【代表的な近代都市計画の概要】
　多くの欧州諸都市は、19 世紀後半に近代化にともない、囲壁都市内への人口集中、市壁
の撤去という都市構造における大きな転換期を迎えた。そうした中で、あらゆる都市で新
たな市街地を構想した近代都市計画が作成された。その中で、特にパリ、ウィーン、バル
セロナの近代都市計画が最も重要であることは第 1 章第 1 節で既に論じた。以下ではそれ
らの 3都市の近代都市計画について、背景を含めもう少し詳細について論じる。
■パリ
　18 世紀末におけるブルボン王朝の終焉により、フランスでは貴族中心の政治から市民中
心の政治へとシフトしていった。この影響は、すぐに都市計画にも反映され、従来の城壁
や軍事的施設を基礎に置いた計画を排して、新たに商工業や交通システムを基礎とする計
画へと変容していった。以来、都市計画は著しく民主的傾向を帯びるようになっていった。
この傾向を帯びた都市計画の象徴がナポレオン 3 世治下におけるセーヌ県知事オースマン
によって試みられたパリの大改造計画
であった。
　ルイ 14 世以降のパリは、オテル・
ドゥ・ヴィレ、ノートル・ダム大聖堂
付近を市の中心として発展し、市街地
は不整然な街区構成、狭い道路幅員、
石畳に面して危険な木造建築の家屋が
不整列に立ち並び、パリ市内の至る所
に存在していたスラム街は、採光と通
風が著しく不足しており、そのエリア 図 3-2　パリ大改造計画　出典： HALL 1997:68
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の衛生状態は特に深刻な状態であった。
　この劣悪な衛生環境を改善させることを目的とした事業を一任されたオースマンは、人
口増加、商工業の発展、交通機関の進歩に直面しているパリにおいて、交通中心の都市へ
とシフトさせることが、結果的に衛生環境の改善にも繋がると考え、パリの大改造計画を
作成し、1869 年に完成した
＊8
。
　計画の骨子となっていたのは、シテ島と西沿岸の市街を繋ぐ橋の建設、市内を横断する
主幹道路（ブールバール）、市外への放射線・環状道路、公園広場の配置などであった。
■ウィーン
　ウィーンにおいては、パリよりも遥かに
広大な面積を自由空地として、芝生、森林、
公園の緑地帯と、市壁を改造して設計した
リングストラーセを有する近代都市計画を
断行した。ウィーンはダニユーブ川から少
し離れた多角形の市壁に囲まれた小都市で
あったが、1857 年にパリ、ブリュッセル
が都市計画を着手したのに前後して、市壁
を撤去し、新市街地が計画された。パリが
ナポレオン 3 世の統治の下にオースマンの
英断をもって事業が完成されたのと相似し
て、ウィーンにおいてもフランツ・ヨゼフ
皇帝の下にカール・リュゲル市長の周到なる用意によって、市壁を撤去すると共に付近の
建築物等を収用し、囲壁外縁部に広大な自由空地を収め、広幅員のブールバールを計画し、
それに面する残りの面積の 4/5 を公共建築敷地に充て、残りの 1/5 を私有地とすることで、
リングストラーセを設計した
＊9
。
■バルセロナ
　19 世紀中葉頃のバルセロナは、3㎢程の囲壁都市内に 15 万人以上が暮らし、その外周を
2 〜 3km の帯状の農地が囲み、更にその外に 5、6 箇所の集落が散在していた。バルセロナ
は囲壁都市の周縁開発がスペイン政府によって禁止されていたため、工業化の勢いが限ら
れた空間に押し込められることになり、その結果、囲壁都市内の劣悪な衛生環境がつくら
図 3-3　リングシュトラーセ　
出典： HALL 1997:175 
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れていった
＊10
。
　このような背景のもと、スペイン中央政府の依頼を受けたイルデフォンソ・セルダによっ
て作成されたセルダ計画が 1859 年承認された
＊11
。
　セルダの計画は、複雑に入り組んだ街区構成であり、劣悪な衛生環境でもあった旧市街
地の外部に、画一的・均一的かつ平等主義的なグリッドを反復させる計画であった。当時
のサンツ集落、レス・コルツ集落、サント・ガルバシ集落などの旧市街地の近郊に位置す
る集落を包含する広域に渡る計画であり、全体で 1000 ほどの街区によって構成された。セ
ルダ計画の総面積は 2,580ha にまで達しており、その面積は 19 世紀前に建設された城壁に
囲まれたバルセロナ旧市街地と比較すると 10 倍以上の広さであった
＊12
。
　街区構成は、具体的には、400m を三分割して得られる 133.3m × 133.3m のグリッドによっ
て構成され、一つの街区内面積は 12,500 ㎡であった。そして 25 街区（5× 5）をひとつの
区として、1区あたり1街区を占める教会と小学校を計画した。また100街区（10× 10、4区）
をひとつの町として、1町あたり 1街区分を市場に当てた。更に 400 街区（20 × 20、16 区、
4 町）には病院や都市公園などの都市施設を配置したた
＊ 13
。各区画間には幅員 20m の街路
が計画され、街区の四隅には斜め 45°の隅切りを短辺 10m で計画することで、公共交通の
循環が向上されるよう計画されていた。また、良好な採光・通風を確保するために、街区
の二側面のみの建設を計画していた。また建物の高さは原則として 5 階建て、16m を上限
とした
＊14
。
図 3-4　セルダ計画　出典： HALL 1997:136 
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　この均質な都市構造に、ディアゴナル通り、メリディアナ通り、グランビアの 3 つの大
通りを計画することで、いくばくかのリズムが与えられた。これらの大通りの幅員は、50
〜 60m に定められた。
　セルダ計画は、画一的・均一的な街区構成である一方で、市民の生活・コミュニティー
形成にも配慮した、平等社会の実現を目指した結果として創り出された計画案であった。
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第 2節　バレンシアにおける市街地拡張計画以前の囲壁拡張計画
　バレンシアは、囲壁都市内の人口増加に応じて、漸進的に囲壁拡張を実施することで市
街地を拡張してきた。ムスリムらによる支配下であった 11世紀中葉にローマ時代から続い
ていた第 1 囲壁の拡張を行い、第 2 囲壁（1061 年に完成）を建設し、都市の規模を約 3 倍
大きくした (47ha)。更に 14 世紀後半には第 3 囲壁（1370 年に完成）を建設し、158ha ま
で規模を拡大した（前章図 2-4 参照）。しかし第 3囲壁内の人口密度も徐々に増加していき、
17 世紀初頭頃から囲壁内の衛生環境の悪化が問題視され始め、囲壁内を拡張して更に一回
り大きい囲壁を造ることが検討されていた
＊15
　古くは 16 世紀中頃からその必要性は指摘されている。この時代において既に商人と職
人が混在し窮屈になっている都市内の衛生環境を嘆いているクアス司祭の記録が残ってい
る。また、歴史家エスコラーノ氏は 17 世紀初頭に、既に囲壁都市内の衛生環境の悪化を危
惧し、囲壁市街地周辺部を含む新たな囲壁都市を建設する必要性を主張していた
＊16
。
　最も最近の計画案としては、1777 年 12 月 22 日にマルティス・ペレリョ、ビセンテ・ホセ・
カロス、ロカ・デ・ソルナ、マルケス・デル・イラソルらが市当局へ囲壁拡張計画を提案した。
その計画案で想定されていた市街地拡張エリアは、1858 年計画とほぼ同じエリアであった。
この計画案は、1779 年に市当局に受け入れられ、その後バレンシア王国の監督官のもとへ
送られた。しかし、当時、アメリカ独立独立戦争の真っただ中であり、またフランス革命
の気運も高まりつつあった不安定な社会情勢であったため、結果的にこの計画案は否認さ
れた。この計画案では、7553 戸の住宅に 12000 人の住民が住める規模の新市街地を計画し、
更にその新市街地の計画エリアの 1/6 は、宗教施設が占める計画であった
＊17
。　
　1777 年に作成した囲壁拡張計画は否認されてしまったため、市当局は囲壁都市内におけ
る衛生環境の改善対策は、囲壁都市内の改修事業へと移行していった。
　囲壁都市内の衛生環境の改善のために最初に行なった対策は、1804 年に囲壁内の教区教
会やその他の宗教施設に隣接していた墓地を囲壁外へ移転することであった
＊ 18
。そして、
その結果生じた空き地を利用し、街路・広場の拡張が小規模ではあるが、至る所で実施さ
れた。その後、19世紀前半には1835年から1837年にかけて制定されたメンディサバル法（永
代所有財産解放令）の影響も受け、囲壁内の修道院の移転も多く実施された。その他にも
街路整備等、囲壁内の住環境改善のための対策は継続されていたが、いずれの対策も一時
的な改善策であり、根本的な衛生環境の改善には繋がらなく、徐々にではあるが着実に囲
壁内の衛生環境は悪化していった。
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　市街地拡張計画が始まる直前の 1857 年のバレンシア市全域の人口は約 11 万人であり、
その内の約 9 万人が囲壁内に暮らしていた。第 3 囲壁内（158ha）の人口密度は、1857 年
の時点で約 570 人 /ha であった
19
。
　このような囲壁都市内の人口の急増、環境衛生の悪化という状況下、その打開策として
1858 年計画が作成された。
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第 3節　1858 年計画
3-3-1.　概要
　バレンシア市当局は、囲壁撤去の 7年前の 1858 年に最初の市街地拡張計画（以下、1858
年計画）を作成した。1858 年計画は正式名称を『1858 年のバレンシアにおける市街地拡
張計画 (Proyecto General del Ensanche de la Ciudad de Valencia Año 1858)』と言い、建築家ア
ントニーノ・サンチョ、セバスチャン・モンレオン、ティモテオ・カルボを筆頭に歴史家
ビセンテ・ボイクシー、衛生医師マヌエル・エンシナスも加えられた多分野の専門家によっ
て構成されたグループによって作成された（図 3-5 参照）。
　1858 年計画は、トゥリア川右岸を対象にし、旧市街地を囲むように新市街地が計画され
た。また新市街地の外縁には、新たな囲壁が計画された。従って、1858 年計画は囲壁拡張
計画と見なすこともできるのだが、それ以前の第 2、第 3 囲壁拡張とは大きく異なり、既
存の囲壁都市の都市構造とは異なる幾何学的・近代的な街区構成で新市街地が計画されて
た。このような幾何学的な街区構成で計画されているのは、ロンドン・パリをはじめ、他
の欧州諸都市で同時多発的に誕生し始めていた近代都市計画に強く影響を受けていたため
と考えられる。
　計画文書を精読すると、新市街地は西部、南部、東部の 3 つのエリアに峻別され、エリ
アごとに用途が異なっていたことを把握できる ( 図 3-5 参照 )。西部には主に公共施設が
計画され、南部は海からも川からも離れているため、風が弱く、湿気も少なく、作業に適
しているとの理由から町工場や工場労働者のための街区が計画された。また、東部は港に
最も近く、当時工場が建っていた囲壁内西部から最も離れていたため、商業施設と中流階
級層のための街区として計画された
＊20
。
　1858 年計画におけるそれらのエリアごとの用途と街区・街路構成には、強い関係性があ
る。例えば、南部は労働者階級を対象としていたため、小規模な街区、比較的狭い街路によっ
て構成されている。一方東部は、中流階級層を対象としていたため、大規模な街区、比較
的広幅員な街路によって構成されている（次項で詳述）。
　また、タベルネルが著書で「この計画はサン・ビセンテ旧市門、ルサファ旧市門、マル
旧市門を後世に残すべき遺産として、都市のシンボルとして構成されていた」と述べてい
るように、旧市門が新市街地の都市デザインに多大な影響を与えていた
＊21
。
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図 3-5　1858 年計画（上）出典：Amando 2010:82　（下）筆者作成
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3-3-2. 都市デザイン
　本節では、主に 1858 年の計画図面に分析線を加えた分析図（筆者作成）、1858 年計画の
計画文書をもとに、また幾つかの参考文献で補足することで、この計画案が何を拠りどこ
ろに計画されたのかを明らかにする（図 3-6 参照）。
【街路構成】
　東部においては、カテドラルとマル旧市門を結んだ線を延長すると、拡張に先立って建
設されたレメディオ通りにつながる（街路①）。サン・フランシスコ広場を通って東西に線
を引くと、レメディオ通り（＝街路①）の原点を通る（街路②）。また結果的に街路①と②
の成す角度は 30 度である。レメディオ通りの原点を通り、街路②と 30 度の角度を成す線
が街路③と一致する。マル旧市門を通って南北に線を引くと、街路④につながる。街路③
と④の交点が円形広場の中心となっている。サン・フランシスコ広場とルサファ旧市門を
結んだ線を延長すると街路⑤につながる。街路④と⑤に平行な街路が多数計画されている。
　南部、西部においては、東部ほど明快な街路構成の分析は出来ない。東部と南部の境界
である街路⑥はサン・ビセンテ旧市門から延びる既存の街路を維持・整備し、街路①の延
長線と直交になるように計画されている。街路⑦もクアルテ旧市門から延びる既存の街路
を維持・整備し、囲壁内の街路から真っすぐに延びる街路として計画されている。それ以
外にも、囲壁内の街路をそのまま延長させた街路が多く計画されている。
　東部は計画の際に既存市街地が少なかったため、幾何学的な街路計画が可能であった。
しかし、南部と西部には計画以前から既存市街地が存在していたため、幾何学的な新市街
地を形成するには不向きであった。その結果、既存市街地を極力維持した街路構成となっ
ている。
【街路タイプ】
　主要街路は特に東部に多く計画されてはいるものの、東部、南部、西部を繋いでいる街
路 (以下、環状街路 )の存在によって、街路タイプ
＊22
はエリアによる偏りの少ない計画に
なっている。特に東部において顕著だが、この環状街路を中心に左右対称に街路網が構成
されている。また、環状街路上に半円形広場、円形広場、正方形広場、菱形広場、八角形
広場が配置されており、バロック特有の幾何学的な都市デザインが随所に用いられている。
-106-
サン・フランシスコ広場
（現在の市庁舎広場）
?
???
???
旧市街地と関係のある分析線
?
?
?
?
?
?
?
新囲壁
?
?
?
?
?
主要街路
第２級街路
第 3級街路
環状街路
?
?
マル旧市門
サン・ビセンテ旧市門
ルサファ旧市門
?
?
?
? クアルテ旧市門
? カテドラル
街路構成
街路タイプ
図 3-6　1858 年計画分析図　（筆者作成）
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第 4節　1858 年計画から 1884 年計画まで
　1858 年計画は 1862 年に中央政府により却下された。市街地を囲壁外部へ拡張させるこ
とが不可能となったバレンシア政府は、囲壁都市内の街区整備を進めることで囲壁都市内
の衛生環境の改善を図った。また、囲壁都市内の街区整備と並行して、囲壁撤去のための
手続きを進めた。
【囲壁撤去】
　1858 年計画は却下されたものの、囲壁撤去への市民の気運を高める契機となり、そして
1865 年についに 1370 年から約 500 年間都市を囲んでいた市壁の撤去が始まった。1865 年
に市壁の撤去が承認され、撤去作業が 1865 年 2 月 20 日に始まり、1868 年にその工事は着
工した
＊23
。
　バレンシアにおける市壁の撤去には、前述した第 3 囲壁都市内の衛生環境の改善以外の
も、当時の絹産業の低迷がもたらした経済危機により急増した失業者への仕事の提供とい
う目的もあった
＊24
。
　囲壁撤去によって生じた跡地は、第一環状道路
＊ 25
へと転用され、旧市街地
＊ 26
と新市街
地を繋げる重要な役割を担った。
　市壁の撤去によって、囲壁都市内に留まっていた市街地は、急速に囲壁都市外周部へと
広がっていった。
【部分拡張計画】
　囲壁撤去後の本格的な市街地拡張計画は 1884 年まで作成されなかったが、1874 年にス
ペインが共和制に移行したのを機に、1858 年計画を参考にした 5つの部分拡張計画が作成・
実施され、新市街地が旧市街地外周部に形成されていった（図 3-7 参照
＊27
）
＊ 28
。
　具体的な 5 つの部分拡張計画について、最も詳しく記載されているアライス氏の文献を
基に整理する
＊29
。
■コロン地区
　ルサファ通りとトゥリア川の間の地区であり、1874 年にルサファ通り沿いの街区整備が
承認され、1875年にコロン通り沿い街区整備が承認された。そして1878年からコロン通り、
ルサファ通り、シリロ・アモロス通りの間の地区整備が行なわれた。
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　計画内容は、1858 年計画の主要な通りであったシリロ・アモロス通り、ソルニ通りとプ
エルト橋の根元に位置する半円形広場のをそのまま取り込んだ。一方で、1858 年計画では
重要なシンボルであった円形広場とその広場からの放射状街路がなくなり、画一的な街路
のサイズが全体的に修正された。街区は鉄格子に囲まれた１～２階建ての別荘、裕福層の
ための住戸（階によって身分を分けている伝統的な住戸モデル）、賃貸住棟によって構成さ
れた。
■サン・ビセンテ地区
　線路とサン・ビセンテ通りの間の地区であり、1875 年に計画案が市当局に承認された。
　計画内容は、基本的には 1858 年計画に基づいている。しかし中央に位置する広場はなく
なり、いくつかの街区面積は増え、環状道路の整備が追加された。街区は 4 階建ての質素
な低賃貸住棟が大半をしめており、例外として第一環状道路沿いとサン・ビセンテ通り沿
いに 1877 年に建設された労働者住棟が他と比べて立派な造りであった。
■セルベロ地区
　サン・ビセンテ通りとヘスス通りの間の地区であり、1876 年に承認されたにも関わらず、
隣りのサン・ビセンテ地区との関連は全くなく、1858 年計画とも異なった計画であった。
　計画内容は、4つの街区で構成され、3〜 4階建ての質素な賃貸住棟が建設された。
■モレット地区
　ビエホ・デ・トレント通りとレパント通りの間の地区でモレット菜園という名の大きな
菜園があった場所に 1874 年に計画され 1875 年に承認された。この地区の計画は、5 つの
計画の中で最も古い。
　1858 年計画はほとんど参考にしてなく、2階建ての連続した労働者住棟が計画された。
■サン・フェリペ＆ケマデロ地区
　既存のサン・フェリペ地区とケマデロ地区があったエリアに計画され、2 つの計画案に
よって構成された。これらの計画案は 1878 年に作成され、1879 年に市当局に承認された。
　一つ目はレパンテ通りとクアルテ通りの間に位置し、1870 年から 1877 年の間に少なく
とも 2つの街区でモレット街区と似た建物が建設された。
　二つ目はクアルテ通りとペチナ通りの間であり、ボタニカ庭園、サン・フアン・バウティ
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スタ福祉施設、コルプス・クリスタ修道院を含んでいた。1877 年にそれらの施設以外の敷
地において、街区を区切り、建物を建設していった。
　これらの部分拡張計画は、地区ごとに異なる性格を持っており、旧市街地周辺部には様々
な規模・用途の街区が混在していた。図 3-7（下）の 1883 年の時点における既存市街地か
らの様子から、南部・西部に既に多くの部分計画が実施されていたことが分かる
＊30
。
　これら 5 つの部分拡張計画は具体的なインフラ整備の計画も不十分なまま実施されて
いったため、実際には不衛生な地区が多く建設されていった。これらの地区の不衛生問題
が深刻になるにつれ、市民の抗議が強まって行き、その結果 1884 年計画の作成に至った。
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図 3-7　1858 年から 1883 年までの既存市街地の拡張変遷と部分拡張計画　（筆者作成）
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第 5節　1884 年計画
3-5-1.　概要
　1884 年に本格的な最初の市街地拡張計画として位置づけられている市街地拡張計画（以
下、1884 年計画）が作成された。1884 年計画は正式名称を『1884 年のバレンシアにおけ
る現状図と市街地拡張計画 (Plano General de Valencia y Proyecto de Ensanche Año 1884)』と
言い、建築家ホセ・カルボ、ルイス・フェレレス・ソレル、ホアキン・アルナウ・ミラモ
ンらによって作成され、1887 年に承認された（図 3-8 参照）。
　この計画案における新市街地の計画面積は、約 120ha であった。しかし、その計画エリ
アに既に建設されていた市街地を考慮すると、新しく街区を計画できる面積は、約 5.5ha
まで制限された。その内の 1/4 は公共空間として残さなければならず、残りの約 4.1ha を
200 の街区へ分割し 2,069 件の建物を計画した。計画エリア全体では、41,380 人が住むこ
とのできる新市街地を想定しており、それは当時の旧市街地内の人口 120,056 人の約 1/3
にも達していた
＊31
。
　　新市街地の計画エリアは、旧第 3 囲壁跡に造られた第 1 環状道路とグランビア
＊ 32
に
挟まれた帯状の範囲であり、旧市街地から少し東部に離れた場所に位置する隣接集落であ
るルサファ集落も計画に含まれた。1858 年計画が旧市街地を中心に同心円状に新市街地を
計画していたのに対し、1884 年計画では明らかに東部に新市街地エリアが偏っている。ま
た 1858 年計画では、東部・南部・西部で用途を峻別していたのに対し、1884 年計画では、
5 つの地区に区分されているものの、各地区の用途に関する記述はない。それらの区分は、
部分拡張計画からの影響を強く受け、トゥリア川沿岸からルサファ通りまで、ルサファ通
りからサン・ビセンテ通りまで、サン・ビセンテ通りからクアルト通りまで、クアルト通
りからトゥリア川沿岸まで、ルサファ集落周辺の計 5 つの地区であり、各々の地区につい
ての街路構成について、計画文書では丁寧に記述されている
＊33
。
　1884 年計画は、イルデフォンソ・セルダによるセルダ計画の影響を強く受けており、新
市街地の境界線として計画された直交する 2本のグランビア 、東部に計画された近代的な
碁盤目状の街区グリッド、各街区に施された角切りはバルセロナの計画とよく類似してい
る。しかし一方で、1884 年計画はセルダ計画のような全領域に渡ってほぼ均一が街区をデ
ザインするような都市計画ではなく、バレンシアにおける 1884 年計画の場合は、1858 年
計画から 1884年計画に至るまでに多くの部分拡張計画が作成・実施されてきた背景もあり、
新市街地計画エリアに位置している既存の市街地を極力維持する計画となっている
＊34
。
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図 3-8　1884 年計画（上）出典：Amando 2010:96　（下）筆者作成
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　また、直交する 2 本のグランビアの外縁には、多数の街路がグランビアを超えて描き込
まれており、今後の更なる拡張を予見した計画となっている（図 3-8 参照）。
3-5-2.　都市デザイン
　本項では、主に 1884 年の計画図面に分析線を加えた分析図（筆者作成）、1884 年計画の
計画文書
＊35
をもとに、幾つかの参考文献で補足することで、この計画案が何を拠りどころ
に計画されていたのかを明らかにする（図 3-9 参照）。
【街路構成】
　東部においては、多くの街路が、新たに計画されたグランビアと、それと平行・垂直の
関係のある街路網によるグリッドパターンで構成されている。グランビアは、新市街地と
ルサファの境界となる位置に計画され、グランビアに沿った街区は、ほぼ正方形で構成さ
れている。また、街区の四隅は隅切りが施されており、セルダ計画と類似した街路構成に
なっている。セルダ計画では、交差点の機能についての詳細な検討に基づいて計画された
のに対して、1884 年計画においては、具体的な検討は見られず、セルダ計画の形状のみを
模倣したデザインとなっている。
　南部・西部においても東部のグランビアと直交するようにグランビアが計画されおり、
新市街地の境界線となっている。
　南部においてもグリッド構成と隅切りは一部で計画されている。しかし、街区規模は東
部に比べると大分小さな計画となっている。
　南部・西部には多くの旧市街地内の街路がそのまま延長され、新市街地の街路として構
成されている。
【街路タイプ】
　東部は広幅員の主要街路と第 2 級街路によって構成されている一方、南部と西部は狭い
幅員の第 2 級街路、第 3 級街路から構成されている
＊ 36
。その違いは既存市街地を尊重しな
がら計画が考案された結果として生じている。
　また、グランビアの外周に描かれた街路はすべて第 2級街路によって構成されている。
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図 3-9　1884 年計画分析図　（筆者作成）
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第 6節　1858 年計画と 1884 年計画の比較と考察
　1858 年計画と 1884 年計画は拡張範囲がほぼ同じであり、どちらも幾何学的な街路パター
ンが使われている点で類似している。また、1858 年計画は、新囲壁を計画に含んでいる囲
壁拡張による都市整備であり、旧市街地をよりどころに街路パターンをデザインしている。
他方 1884 年計画は、旧市街地をよりどころとした都市デザインではなく、新たに導入する
直交する 2 本のグランビアを基準線としたエンドレスな新市街地を計画しており、どこの
都市でも適用可能な普遍的な都市デザイン思想が導入されている。
　このように一見類似した計画案であるものの、両計画案は全く異なる都市デザイン思想
に依拠している。
　しかしながら、1884 年計画は、新市街地の新しい秩序を強引に押し付ける計画とはなら
ずに、かなり既存市街地を尊重した計画になっている。それは、都市の成長のスピードが
大都市に比べて遅かったことと、1884 年計画を待ちきれずに、1858 年計画を参考にした 5
つの部分拡張計画により、すでに新市街地の形成が進んでいたためであった。そのため、
両計画案で多くの街路がほぼ一致する結果になった。
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【第 3章　註釈】
＊ 1　橋本清之助：『最近欧米都市の発達』、新政社、1925、p.4
＊ 2　橋本、前褐書、1925 : 5、83
＊ 3　CHOAY, Fransoise, L'Ordre Crític, In Treballs sobre Cerdà i el seu Eixample a Barcelona, Ajuntament 
de Barcelona, 2007, pp.76-79
＊ 4　橋本、前褐書、1925 : 6-8 の表を参考に筆者が作成した。
＊ 5　橋本、前褐書、1925 : 83
＊ 6　橋本、前褐書、1925 : 83
＊ 7　CHOAY (2007: 76-79)
＊ 8　橋本、前褐書、1925 : 53-56
＊ 9　橋本、前褐書、1925 : 65-67
＊ 10　岡部明子：『バルセロナ：地中海都市の歴史と文化』、中央公論新社、2010、p.38
＊ 11　1859 年にバルセロナは将来の都市のかたちを主体的に決めようと、市街地拡張計画のコンペ
を行なった。そして応募 13 案のうちから、地元建築家アントニ・ロヴィラ・イ・トリアス（Antoni 
Rovira i Trias 1816-1889）の案が選ばれた。彼の案は、囲壁都市から数 km 離れたいくつかの集落を
結ぶ軸線を引き、軸線と関係づけながら小規模な幾何学的パターンの市街地を繋ぎ合わせていく、
いかにも当時の建築家らしい美しい造形として都市をつくる発想に貫かれていた。しかし、当時、
バルセロナは政治的にはスペイン中央政府の強い監視下にあったため、結果的には中央政府からの
依頼で作成したセルダの計画案が選ばれた（岡部、前褐書、2010：40-42）。
＊ 12　阿部大輔：『スペインの歴史的市街地における保全再生戦略に関する研究：バルセロナ旧市
街地における再開発過程の分析を中心に』、東京大学博士論文、2006（未公刊）、pp.47-48
＊ 13　岡部、前褐書、2010：48-49
＊ 14　SEN TATO, Jose Maria, Reflexion sobe el Ensanche de Cerda: Una Propuesta para el Siglo XXI, 
Barcelona, Viena Ediciones, 2010
＊ 15　TABERNER PASTOR, Francisco, El Crecimiento Pautado: Notas sobre los Proyectos de Ensanche, In 
Historia de la Ciudad II: Territorio, Sociedad y Patrimonio, Valencia, Colegio Territorial de Valencia, 2002, 
p206
＊ 16　AA.VV., Memoria para el Ensanche de Valencia, Valencia, Ayuntamiento de Valencia, 1859, pp.7-8
＊ 17　AA.VV. (1859: 7-8)
＊ 18　JORDÁ SUCH, Carmen, Higiene Urbana y las Infraestructuras de la Ciudad de Valenciaen el Siglo 
XIX, Tomo I, Valencia, Universidad Poritécnica de Valencia, 1989, pp.119-120
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＊ 19　この数値は他都市と比べて決して高い数値ではなかったが、これを１人当たりに換算する
と約 18 ㎡／人となり、当時、囲壁内の衛生環境を良好に保つために推奨されていた基準値 40 ㎡／
人を大きく下回っていた（ARRAIZ, Miguel; BERNAL, Víctor, et.al., El Ensanche de Valencia entre 1858 
y 1883. Permanencia de las Ideas del Arquitecto Antonino Sancho en el Diseño de la Nueva Ciudad, In El 
Ensanche de la Cidad de Valencia de 1884, Valencia, El Colegio Oficial de Arquitectos de Valencia, 1984, p19
）。
＊ 20　囲壁内西部に工場が存在していたことは、アルフレッド・ゲスドンによって描かれた 1855
年のバレンシアの鳥瞰図（第 2章　図 2-4）で把握することができる（AA.VV (1984: 20-22)）。
＊ 21　TABERNER PASTOR (2002: 209)
＊ 22　1858 年計画は 8m、10m、12m、14m、16m のいずれかの幅員をもつ街路で構成されている。従っ
て本節においては、主要街路を幅員 16m、第 2 級街路を幅員 12m、14m 、第 3 級街路を幅員 8m、10m
と定めた。
＊ 23　PORTUGUÉS MOLLÁ, Iván, Valencia y el Turia. La Gestión de un Río Urbano (1939 - 1982), 
Valencia, Universidad Politecnica de Valencia, 2010, p. 21
＊ 24　PORTUGUÉS (2010: 21)
＊ 25　本研究においては、第 3 囲壁が撤去されたことで創造された道路を第 1 環状道路と呼び、ま
た 1899 年計画で構想されたバレンシア都市部を囲む道路を第 2環状道路と呼ぶ。
＊ 26　本研究においては第 3囲壁に囲まれていたエリアを、1865 年の囲壁の撤去を境に、それ以前
は「囲壁都市」もしくは「第 3囲壁都市」と呼び、一方でそれ以降は「旧市街地」と呼ぶ。
＊ 27　下図は 1883 年の現況図（Servicio Geográfico del Ejército 所蔵）を参考にして筆者が作成した。
＊ 28　正確には、部分拡張計画の手続きは、1864 年に制定された市街地拡張法、1867 年に
制定された市街地拡張条例に従う必要があり困難を要することから、より容易に申請を行
なえる街区整備計画として市当局の承認を受けて実施されたのだが、実際には街区整備計
画ではなく新たな街区を建設する部分拡張計画に近い内容であった（ARRAIZ (1984: 28)）。
＊ 29　ARRAIZ (1984: 28-39)
＊ 30　特に 1879 年から 1883 年の間に最も多くの街区が部分拡張計画によって建設され、1884 年計
画における新市街地エリアの 30% 近くの街区が建設された（TABERNER PASTOR (2002: 210)）。
＊ 31　CALVO, José; FERRERES, Luis; ARNAU, Joaquín. M., Proyecto de Ensanche para la Ciudad de 
Valencia. Documento No.1 Memoria Descriptiva y Ordenanzas Año 1884, In El Ensanche de la Cidad de 
Valencia de 1884, Valencia, El Colegio Oficial de Arquitectos de Valencia, 1984, pp.183-184
＊ 32　グランビアは幅員が 50m あり、中央に市民のための広大な散歩道を含む交通・物流のため
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の幹線道路として計画された。東部のグランビアは 1858 年計画の新市街地に計画された囲壁とほ
ぼ同位置・同方位に真っすぐ計画され、南部・西部のグランビアは東部のグランビアに直交し、端
部は 1858 年計画の新市街地に計画された新囲壁の最もトゥリア川に近い端部とほぼ一致している
（TABERNER PASTOR, Francisco, El Ensanche de Valencia: Trazado y Realidad Urbana, In El Ensanche de 
la Cidad de Valencia de 1884, Valencia, El Colegio Oficial de Arquitectos de Valencia, 1984, pp.41-62）。
＊ 33　本研究においては、それらの 5 つの地区ではなく、1858 年計画と対応させ易くするために、
東部、南部、西部とルサファ集落を独自に設定した（図 3-8 参照）（CALVO (1984: 187-198)）。
＊ 34　JORDÁ SUCH (1989: 138)
＊ 35　CALVO (1984: 155-231)
＊ 36　1884 年計画も 1858 年計画と基本的には同様の設定で主要街路、第 2 級街路、第 3 級街路の
幅員を定めた。ただし、主要街路は幅員 16m 以上、またグランビアは幅員 50m と、他の主要街路と
比べ明らかに広いため、独立した凡例を設けた。
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第 4章　19 世紀後半の市街地拡張計画と水路
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第 1節　欧州諸都市の近代都市計画と水路の関係
　パリ大改造計画、ウィーンのリングシュトラッセ計画、バルセロナのセルダ計画をはじ
めとする 19 世紀後半に欧州諸都市で計画された近代都市計画は、各都市が当時直面して
いた課題に応じた形でデザインされた。欧州諸都市の近代都市計画は、効率化、大量生産、
複雑に入り組み衛生環境が悪化していた囲壁都市へのアンチテーゼ、交通の利便性の重視、
格差のない街区の創造など、都市により目的は異なっていたものの、新市街地計画エリア
に存在していた既存水路をないがしろにした計画であったことは、多くの都市に共通して
いた。
　既存水路に限らず、欧州諸都市の近代都市計画において、既存市街地、既存の地形など、
以前そのエリアに存在いていた一切のものよりも、幾何学性・画一性がデザインの上でプ
ライオリティーが高いことが一般的であった。それはパリやバルセロナのような大都市に
限らず、多くの欧州諸都市に共通した概念であった（図 4-1 参照）。
　近代都市計画は既存水路をないがしろにする一方で、新しい上下水道網を積極的に新市
街地に導入していった。その結果、既存水路は灌漑水路として、そして上水、下水は分離
され、役割ごとに分断された水路網へと代わっていった。
図 4-1　コペンハーゲンにおける市街地拡張計画（1857 年）　出典 :HALL 1997: 161
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　本章では、まず欧州諸都市における、近代化にともなう下水道網の整備がどのようなも
のであったかを明らかにする。本研究においては、近代以降、上水道網よりも下水道網が
都市構造の変容に与える影響力が強いとして次章以降で論旨を展開していくため（第 4 節
以降で詳述）、本章においても上水道網よりも下水道網に重きを置くこととする。
　そして、次にバレンシアの市街地拡張計画と水路の関係を明らかにしていく。
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第 2節　欧州諸都市の近代化にともなう下水道網の整備
4-2-1.　都市の発展にともなう都市問題
　バレンシアに限らず、欧州諸都市において、19 世紀に入り、近代化・産業革命の影響に
よって都市部に人口が集中していった。その結果生じる衛生環境の悪化は疫病を招く原因
となり、衛生環境の改善は特に大都市において重要な課題になっていった。
　19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、特に欧州大都市における死亡率は、都市部が密
集居住地でない住宅地域や郊外地域の死亡率より遥かに高かった。1921 年の人口 1000 人
あたりの死亡率を比較すると、ロンドンは 16.8、パリは 15.52、ベルリンは 13.48 であっ
たのに対し、イギリスの田園都市や郊外住宅地の死亡率はレッチワースで 8.4、ボルンヴィ
レで 7.8、アムスタッドで 8.3 であった
＊ 1
。その原因は、都市部の人口増加と密接に関連
していた。人口増加に対応するように、高層建築物が密集し一面積あたりの人口密度を高
め、特に日光と通風の採取を不十分にしたことが不衛生な都市環境を招く大きな要因に
なっていた。
　都市衛生を改善させるためには、科学技術の発展と、今までとは異なる近代化に即した
新たなイデオロギーへと移行していくことが重要であった。科学技術面に関しては、水利
学、材料学、エネルギー学の領域において技術が徐々に改良されていった。また微生物学
も特に 1875 年頃から下水の浄化に関して決定的な影響を与えた。また、19 世紀後半以降、
徐々に都市内で発生する汚水には、チフス菌、コレラ菌、インフルエンザ菌、肺結核菌な
どあらゆる伝染病の病原菌を含有されており、直接・間接的に都市生活者の健康に悪影響
を及ぼすことが徐々に明らかになってきた。そして、それに伴い、下水処理技術が急速に
発展していった。19 世紀後半に欧州諸都市で作成された近代都市計画においても、最も重
要な計画の一つとして下水道計画が構想された
＊2
。　
　本節では、欧州で最も早く近代化を迎えたイギリス・ロンドン、その後、多くの都市の
模範計画として参考にされることになるフランス・パリ、スペイン諸都市に多大な影響を
与えたスペイン・バルセロナの 3 都市を対象に近代化にともなう下水道計画の実態を明ら
かにする
＊3
。
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4-2-2.　欧州主要都市における近代化にともなう下水道計画
【ロンドン】
　急激な都市への人口増加に既存の原始的な上下水道網では対応することが不可能であっ
たため、都市では衛生環境の悪化という深刻な都市問題をもたらせた。その結果、コレラ
などの伝染病が猛威をふるい、多くの死者を出した。
　19 世紀の半ば、フリードリヒ・エンゲルス（Friedrich Engels 1820-95）は『イギリスにお
ける労働者階級の状態』で、ロンドンをはじめとするイギリス大都市の貧民の状態を、次
のように報告している
＊4
。
　「1843 年 11 月 16 日に、45 歳のアン・ギャルウェイの死体をめぐって検視を行ったスリー
の検死官カーター氏の調査に際し、新聞はこの死者について以下のような記述を伝えた。
住所はロンドンのバーモンジー通りホワイトライオンコート 5番、夫と十九歳の息子といっ
しょに小さな部屋に暮らしており、そこにはベッドもなければその他どんな家具もない。
ほとんど裸の体の上に散らされた羽の山の上に、息子の隣で死亡しているのが発見された
が、シーツも掛け布団もない。羽は全身にあまりに固着していて、この医師は死体を洗わ
ないと検屍できなかった。そして調べてみると、死者は飢えており害虫の噛み傷が全身に
見られた。部屋の床の一部が壊されており、その穴が一家の用足しに使用されていたのだっ
た。」
　そのような状況下で、1840 年に衛生技師エドウィン・チャドウィック (Edwin Chadwick 
1800-1890) が " 連続的な水循環システム " の使用を提案した。その計画案では、上水道網
と同様に下水道網についても計画されていた。その中で都市内で発生した下水を都市の外
の農地へ流し、肥料として利用することを提案していた。彼はこの循環システムを人体の
イメージと一致させて考えている。つまり酸素と栄養が入ってきて、二酸化炭素とアンモ
ニアが出て行くイメージであった
＊5
。
　チャドウィックの提案は様々な議論を生み、その影響はイギリス全域へと広がって行っ
た。その結果、1848 年の公衆衛生法が制定され、労働者の生活状況を大幅に改善すること
となった。公衆衛生に関する強い権限を有した保健委員会（General Board of Health）が設
置され、チャドウィックは委員会が解体される 1854 年まで委員として活躍した。その後、
1866 年の公衆衛生法改定では、自治体の衛生管理責任は権限であるだけでなく、義務とし
ても定められるようになった。こうした法整備の充実化によって、当時汚水処理の主流で
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あった汚物貯めは廃止され、各々の家の排水溝を排水管へと繋ぐことが義務づけられ、徐々
に普及していった
＊6
。
　その後、1876 年に発行された条例によって、下水はすべて沈殿濾過して更に消毒後にテ
ムズ川下流に放流することが義務づけられた。1911 年の時点では、下水道は北部、南部、
及び近郊幹線の 3 線から構成され、それらの下水道幹線の排水は、各大排水口に設けられ
た沈殿場で沈殿濾過されていた。そして沈殿した大量の汚泥物は、毎日 6 隻の専用貨物船
によってテムズ川を下って海上に投機されていた
＊7
。
【パリ】
　欧州諸都市において採用された下水施設の下水排出方法、下水道管の敷設方法等には、
基本的にはほとんど一定したものはなく、各都市によってそれぞれ研究と経験を重ねた結
果に基づいて施設されている。しかし、その中でも最も早く近代的な下水設備に着手し、
あらゆる都市の下水設備の模範となったものは、パリにおけるオースマンのパリ大改造計
画に包含された一部である、ベルグランド技師 (Eugène Belgrand 1810–1878) による下水道
計画であった。
図 4-2　19 世紀後半のパリの下水道網（一部加筆）　出典 :AA.VV. 1991:43
1856年まで
1857年から1878年まで
1879年から1885年まで
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　その計画以前、リボリ通りの下水道管によってコンコルド付近からセーヌ川に放流して
いただけであったが、下水を河川に放流することが衛生面において有害であったために、
オースマンによる都市計画に際して、新施設に着手した。ベルグランドの計画によって、
市の幹線下水道管をセーヌ川の両沿岸と市の東北山の手の三方向に分かれて敷設し、同河
川の下流に放流する下水システムへと変更された。パリ市内における下水道網の全長は
1850 年の時点で 136km であったが 1870 年には 1040km まで増加した
＊8
。
　ベルグランドはローマ帝国の下水施設を賞賛し、研究していた。そのため、パリの下水
道網はローマ帝国の下水道を参考に計画され、ローマ帝国と同様に、下水道を地下道の中
に通した。パリにおいては、地下道は市の主要なブールバールに対応するように計画され
た。そして大規模な地下道になると、幅 5.6m、高さ 4.4m にも達した。地下道の内部には、
中央に下水溝を、そして両側に歩行者用通路が設けられていた。また、下水溝だけでなく
電気や水の供給も考慮されて規模が計画されていた。更にトコッロもしくは、はしけ船が
設置され、都市部で生じるゴミの運搬も可能にした
＊9
。
　ベルグランドは、パリ都市部の下水道網計画だけでなく、都市部で生じた下水を周辺の
農地へと活かすことも計画していた。その計画とは都市部の一画に集められた下水を蒸気
機関車によってセーヌ川上流に位置するジェネビリエルス地区まで運び、下水を肥料とし
て、また大量の汚物を河川の埋め立てに用いることで、その地区に存在していた砂地を農
地へと転換することであった
＊10
。
　イギリスとは異なり、フランスではチャドウィックによる水の循環サイクルは、様々な
偏見からなかなか受け入れられなかった背景もあり、このベルグランドの計画も、当初は
多くの農民から批判された
＊ 11
。しかし、実際に農地を拡大させることに成功し、下水は農
地の肥料として再利用可能であることが、徐々に市民に認められていった。
【バルセロナ】
■ 19 世紀後半のスペイン国内における衛生環境
　ガリシア・ファリア技師 (Pere Garcia i Fària 1858-1927) は 1886 年にスペイン国内にお
ける都市内の環境影響に関して以下のような警告を発した
＊12
。
　「スペイン国内の 70の県都とそれに匹敵する比較的大きな都市を対象とした調査の結果、
70 都市のうち、わずか 10 都市の死亡率が 24-30/1000 であり、35 都市が 30-40/1000、22
都市が 40-50/1000、3 都市が 52-53/1000 であった。」
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　同時代のイギリス、アメリカ諸都市の死亡率はおおよそ 20/1000 であり、スペイン諸都
市において衛生環境の改善が重要なテーマになっていた。そして 1898 年のマドリードにお
ける公衆衛生会議 (El congreso de Higiene de Madrid de 1898) において、早急に環境衛生を
改善すべき都市の選定基準が議題に上がり、死亡率 29.1/1000 以上の都市が環境衛生を改
善すべき都市とし、19.7/1000 を基準値として定めた
＊13
。
■セルダ計画と下水道計画
　1860 年にバルセロナ市当局によって設計競技が開催され、土木技師イルデフォンソ・セ
ルダの市街地拡張計画案が採用された（第 3章で詳述済み）。この設計競技の要項では、都
市衛生に関してどのような考慮をしているか、が重要視されていた。例えば以下のような
都市衛生に関する要項が記載されていた
＊14
。
第 12 項
新市街地における地下工事の際には以下のことを考慮しなければならない。
1, 現在の不衛生なトイレ（汚物溜め）の改良
2, 上水道管とガス管の整備
　だが、下水道の計画に関しては、前例もなかったことから条件に含まれていなかった。
当時の欧州諸都市における公衆衛生に関する基本的な認識は、18 世紀から変化していな
かった。その認識とは、都市内の住戸は上水を得るための井戸と、し尿を一カ所に集める
ための汚物溜めを設置することで、都市内の衛生環境を維持することができるというもの
であった。一部では、下水道によって下水を移動させることは、都市に住む人々によって
不衛生であるとさえ考えられていた
＊15
。
　セルダ計画でも下水道網は計画されていた。それは雨水を集めるための下水道であり、
汚物溜めの撤去や都市内で生じる下水を都市の外へと排出する具体的な計画については検
討されていなかった
＊16
。
　その後、欧州諸都市の近代的な下水道計画が徐々に実施され始めた 19 世紀の三四半世紀
頃から、スペインにおいても下水道計画に関する法整備が行なわれ始めた。そして、1876
年の市街地拡張法と翌年の条例において、具体的な下水道網の計画図面の作成が義務づけ
られた。しかし、その法整備による効果はそれほどなく、本格的に下水道網が整備され始
めたのは、19 世紀末頃からであった。
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　バルセロナにおいては、19 世紀の三四半世紀以降、バブルを迎え、ゴールドラッシュの
時代として知られていた。工業化、耕地と不動産投機によってブルジョワ階級者層が繁栄
していった。しかし一方で都市内の衛生環境は悪化し続け、1865 年のコレラでは 6419 人
の死者、1885 年のコレラでは 3765 人の死者を出した
＊17
。
　バルセロナは当時、1888 年に万博を控えていたことも重なり、いよいよバルセロナにお
ける都市衛生問題は先送りできない状況になっていた。
■ガルシア・ファリアによる下水道計画
　1885 年に市当局は下水道網の強化に関する会議を開き、その際に当時 28 歳のペドロ・
ガルシア・ファリアが責任者に抜擢された。ガルシアは 14 ヶ月間の歳月を費やし「バルセ
ロナの地下の公衆衛生計画 (El Proyecto de Saneamiento del Subsuelo de Barcelona)」を作成し
た。計画作成において、ガルシアは欧州諸都市で実施された都市の衛生環境改善事業につ
いて広く深く調査した。とりわけ、地形、降水量、水利地質学、医療的根拠に基づいた優
先的に整備すべきエリアの選定等を研究しバルセロナの提案へと結びつけた。計画におけ
る下水道網の全長は 212km にも達しており、既に存在している 31km の下水道も再利用した
計画であった。この計画は 1891 年 6 月 30 日に市当局によって承認された
＊ 18
。そして、こ
の計画をもとに、実際にグラシア地区の下水道網整備が実施された。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊
　セルダは都市の衛生環境の改善のために、主に目に見える地上部分の都市構造の再編に
よって都市内の衛生環境の改善を目指した。一方で、ガルシアは地下に着目し、地下に下
水道網を綿密に計画した上で敷設し、各住戸と繋げることが、都市の衛生環境を改善には
最も重要だと考えていた。
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第 3節　バレンシアにおける近代化にともなう衛生環境の悪化
　1858 年のバレンシアで最初となる市街地拡張計画を作成する直前の囲壁都市内の衛生環
境について、1858 年計画計画文書に詳述されているので以下に引用する
＊19
。
　「第 3囲壁市街地内には、囲壁内の住民の約 1/3 程度の裕福層と中間層の市民が、囲壁内
の居住エリアの 1/2 を占めていた。一方で、囲壁内の住民の 2/3 を占めている低所得者が
残りの 1/2 の居住エリアに押し込められていた。更に、その 1/2 のエリアの低所得者人口
は増加していき、地価の上昇等により、そのエリアにも住むことができない市民までもが
増加していった。低所得者用住戸の所有者らは、部屋の個数を増やしたり、階層を増やす
ことで、市民の増加に対応していった。その結果、住戸間の隙間は新たな住戸で埋められ、
街区全体での通気性が悪化し、階層が増えたことから、各々の部屋と街路への自然採光も
得る事が困難になっていった。借家人である低所得者層は、より貧困な市民へと又貸しす
ることで、住環境は更に悪化していった。」
　大都市ほどではなかったものの、バレンシアにおいても囲壁都市内の衛生環境の悪化は
19 世紀中葉頃には既に深刻な問題になっていた。そのような背景のもと、1858 年計画が作
成された。
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第 4節　1858 年計画と水路の関係
　1858 年計画の計画文書によると、作成時には既に囲壁都市内の衛生環境は悪化しており、
衛生環境の改善はこの計画の重要なテーマとなっていた。それは前述の計画文書における
囲壁都市内の住環境の実態報告からも明らかである。しかし、既存水路、新たな上水道・
下水道と新市街地エリアの関係についての記述は、計画文書内には書かれていない。1858
年計画について書かれた文献には他にも多数存在しているものの、計画文書同様、これら
の関係について言及している文献は見当たらない。
　確かにこの計画案において、直接的に水路と新市街地の間に何ら関係性を見いだすこと
はできない。しかし、1858 年計画図面、2 章で述べた第 3 囲壁市街地内との関係を含む地
理的条件の相違という視点から分析することによって、間接的に、新市街地の街区構成と
水路が関係を持っていたことが明らかにできる。
　以下に、新市街地の全域、西部、南部、東部に関して、具体的に水路と都市構造の関係
についての分析を行なう（図 4-3 参照
＊20
）。
【全域】
　衛生環境の改善策として、計画文書によると、新市街地の中でも地理的条件の違い（地
形、気候など）を考慮して、中流階級、労働者階級、農業従事者に適した街区を計画して
いた。一方で、新市街地エリアの中央には環状街路と 4 つの広場とそこからの放射状街路
を計画することで、すべての街路に風が通り抜けるよう計画した。また、また海からの風（レ
バンテ）によってルサファ集落からの疫病が新市街地へも伝染することを恐れ、ルサファ
集落の手前までを新市街地エリアとし、新市街地エリアの外縁には新たな市壁を計画した
＊21
。
【西部】
　イスラム占領時代から囲壁都市外上流域には汚染されていない綺麗な水がロベリャ用水
路を伝って流れていた。ロベリャ用水路は植物園、修道院を通った後、囲壁都市内へ水を
供給していた。また第 2 囲壁と第 3 囲壁の間にも、修道院やウエルタが多く建設されてい
た（第 2章で詳述済み）。
　従って、このエリアはイスラム占領時代から 19 世紀中葉に至るまで、ロベリャ用水路に
よる綺麗な水の使用と強い関係性を持つ公共施設が多く存在していた。1858 年計画におい
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てもこのエリアを公共施設の拠点としているのは、昔からの文脈を受け継いでいた結果で
あったと考えられる。
【南部】
　南部は海からも川からも離れているため、風が弱く、湿気も少なく、作業に適している
との理由から町工場や工場労働者用街区が計画された。また当時、このエリアの気候は農
作業にも適すると考えれていた。そのため、新市街地の外には、ファバラ用水路を利用し
た広大なウエルタが形成されており、このエリアには農業従事者用の街区も計画された。
また、ファバラ用水路の支流を必要に応じて引いてくることで、このエリアの街区へと給
水されていた。
【東部】
　東部には中流階級者層用街区が計画された。中流階級者層は、当時商業を生業としてい
る市民が大半であり、農業従事者や工場労働者のように日常的に用水路の水を利用する機
会は少なかった。そのため、基本的に用水路は下水道として利用されていたと推察される。
中流階級者層を対象とすることで、囲壁都市内の下水を含んだ用水路が多く流れるこのエ
リアでも、新市街地を計画することができた。
　また、東部は地中海貿易が栄え、トゥリア川も舟運として利用されていた時代のメイン
エントランスであったマル市門に隣接していた。1855 年におけるバレンシアの囲壁都市を
対象とした絵画（第 2章　図 2-2 参照）からも、マル市門だけでなく、マル大橋、レメディ
オ並木道、要塞、サント・ドミンゴ修道院などから構成されるこのメインエントランスは
19 世紀後半においてもバレンシアの中でも特に重要なエリアであったと考えられる。従っ
てそのメインエントランスに隣接しているこのエリアは、中流階級者が好む高貴なイメー
ジを創出するにも適していたと考えられる。
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第 5節　部分拡張計画と水路の関係
【囲壁の撤去】
　水路の観点からみると、1865 年の囲壁撤去によって濠も不要となり、濠によって構成
されていた囲壁都市内の下水処理システムを新たなシステムへの再構築する必要に迫られ
た。囲壁撤去とインフラ整備については、ジョルダ氏が詳しく研究しているので、引用す
る
＊22
。
 「バルセロナで 1854 年に囲壁が撤去されたのを契機に、60 年代の多くの諸都市で囲壁が
撤去されていった。
 バレンシアは 1865 年 2 月 19 日に囲壁撤去の申請がスペイン中央政府に承認され、勅令が
おりたことで始まった。囲壁撤去の必要性は囲壁内の人口からも明らかであり、1858 年計
画の計画文書内にも市民からの強い要請があることは記されていた。
　囲壁の撤去は囲壁の外周に巡らされていた濠の中に新たな下水道管を敷設し、濠を埋め
る工事も伴い、これを期に近代的な下水道網に関する再編成が始まった。
　1858 年計画の作成にも携わった建築家アントニーノ・サンチョによる「イサベル２世ブー
ルバール・並木道計画 (1860)」は実施には至らなかったものの囲壁撤去への市民の意欲の
高揚に大きく貢献した。その計画内では、すべての濠を埋め、下水道管に変更することで、
囲壁都市内から流れる下水による悪臭を防ぐことができ、特にセラノス市門からサン・ホ
セ市門の区間にかけてなめし皮工場から生じた汚水の対策として大いに期待された。」
　アントニーノ・サンチョによる「ブールバール・並木道計画」からも、この時代には都
市衛生が重要な都市問題となっており、新たな下水インフラを導入する必要性が高まって
いたことが伺える。
【部分拡張計画】
　1884 年計画作成以前にピサロ通り、エルナン・コルテス通り、イサベル・デ・カトリカ通り、
シリロ・アモロス通りは既に部分拡張計画によって形成されていた（図 4-4 参照
＊23
）。
　第 2 章第 4 節で既に述べたように、バレンシアは当時、ホセ・カンポ市長やイルデフォ
ンソ・セルダの活躍により、既に旧市街地内の大部分には他のスペイン諸都市に先立ち上
水道網が整備されていたのに対し、部分拡張計画によって建設された新市街地には上水道
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網の整備が追いついていなく、新たに井戸を掘ることで上水を確保していた。下水道網に
関しては、旧市街地は昔から旧市街地内で生じた下水を地形に沿って旧囲壁に沿って建設
されていた濠に流すことで処理できていたのに対し、微地形を考慮せずに計画していた部
分拡張計画では下水道網の整備も不十分であり、汚物溜めを設けることで対応していた。
その結果、部分拡張計画に従って建設された新市街地は旧市街地よりも不衛生なエリアに
なっていった。
　1884 年計画が承認された同年に、コレラによりバレンシアは甚大な被害を受けた。特に
コロン通りとシリロ・アモロス通りの間の地区がもっとも甚大な被害に見舞われた。その
原因としてジョルダ氏は以下の２点を挙げている
＊24
。
1. この地区は、旧市街地内の下水が旧囲壁に沿って計画された濠からバリャダル用水路へ
と流れトゥリア川下流へ放流されるまでのバリャダル用水路付近に位置していた（図 4-3
参照）。当時すでに濠には下水道管が整備され暗渠化されていたのに対し、バリャダル用水
路は開渠のままであった。そのため、バリャダル用水路周辺には悪臭が漂い、また用水路
から土壌へと下水が浸透していったことがコレラを招く原因となった。
2. この地区では上水道網の代わりに井戸を掘り、下水道網の代わりに汚物溜めを掘ってい
たのだが、井戸と汚物溜めの距離が近く、汚物溜めの造りも原始的であったため、汚水が
土壌へ浸透し井戸内の飲料水を汚し、その飲料水を飲んだことがコレラの感染へと繋がっ
た。
　つまり、上水道網、下水道網の整備の欠如が双方揃い、更に旧市街地の下流域に位置し
ていた結果、この地区が他の新市街地と比べても最も深刻な被害を招いてしまった。
　ジョルダ氏は、コレラによってこの地区が甚大な被害を被ってしまったことに対し、市
当局が具体的なインフラ整備も計画されないまま新市街地を計画していったことを黙認し
ていたことを最大の原因だと指摘している。また、そもそも新市街地の建設エリアとして
この地区を選定したことに対しても疑問視している。本来ならば、トゥリア川左岸のカン
パナル集落付近、もしくは同じトゥリア川右岸でも、旧市街地外上流域を優先的に新市街
地にする計画が望ましかったと主張している。なぜならそこは他と比べ若干標高が高く、
排水が容易であり、また風通しも良かったからである。そして何よりも悪臭を放つバリャ
ダル用水路から離れた位置であることが重要であった
＊25
。
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図 4-4　部分拡張計画と用水路　（筆者作成）
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第 6節　1884 年計画と水路の関係
　1884 年計画は 5 つの部分拡張計画によって建設された新市街地の衛生環境を改善させる
ことを重要な目的の一つとしており、それらの新市街地を極力維持しつつも新たな街区、
上水道、下水道網を計画した。1858年計画では、具体的なインフラ整備の計画は存在しなく、
地区ごとの用途を限定することで新市街地の衛生環境の改善を図っていたが、1884 年計画
では、近代的な上下水道の敷設を具体的に構想していた。本節においては、1884 年計画に
おける下水道網と上水道網、更には既存用水路との関係について記す。
4-6-1.　1884 年計画における下水道網
　1884 年計画計画文書内で書かれている新市街地の近代的な下水道網整備について、以下
に要約する
＊26
。
　バレンシアにおける新市街地の計画エリアは、地形の高低差が少なく、平坦であったた
め、勾配を利用して下水を下流域へと流していく下水道網計画には、かなりの制限が課せ
られていた。実際の勾配は、計画エリアの距離 680m に対して僅か 0.35m であり、1m あた
り 0.000514m の勾配であった。
　新しい下水道網は様々な新市街地の街路、グランビア、環状街路に計画された。それら
の下水道網はロベリャ用水路本流・支流へと繋がっていた。下水道計画の中で、旧市街地
内の下水が集まるバリャダル用水路と、ロベリャ用水路本流が、計画街区に合わせて流路
変更された。これは新市街地の下水道網計画の一環としておこなわれた。
　1884 年計画の際に作成された
下水道網計画図面に関しては発
見することが出来なかったが、
1895 年に作成された新市街地の
各街路に計画された下水道計画
図面は入手することができた（写
真 4-1 参照）。この時期には新市
街地の各街路に対応するように高
精度の図面が作成されていた。
写真 4-1　1895 年の下水道計画　（筆者撮影）
Archivo Histórico Municipal de Valencia 所蔵
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　これらの現存している資料から、1884 年計画の時点で近代的な下水道計画の基本設計は
行なわれたものの、実施に移されたのは 19 世紀末から 20 世紀初頭頃であったと考えられ
る。
4-6-2.　1884 年計画における上水道網
　1884 年計画計画文書内で書かれている新市街地の近代的な上水道網整備について、以下
に要約する
＊27
。
　旧市街地への給水は旧市街地中心部から約 13 キロ離れたトゥリア川の中に建設された
切り石造りのダムから水路を引くことで行なわる。ダムから取水された水は都心部に達す
るまでくつかの段階を経て濾過されると共に、集落に給水し都市近郊に位置しているミス
ラータ集落の貯水槽に一度蓄えられる。そこから上水道管によってクアルテ通りから旧囲
壁都市内へ入って行く。そして枝分かれし、都市内で生活用水、噴水、路上の清掃、火災
の消火等あらゆる用途で利用される。現在の市街地とグラオ集落を含め、一日あたり 3000
㎥の給水を予定している。
　新市街地に計画された上水道網の管径は、幹線は直径 0.35m であり、支線は街路の幅員
によって異なり、0.15m、0.10m、0.05m の３つの型から成る。幹線上水道は 2 本計画し、1
本は計画予定のグランビア沿い、もう１本は旧第 3 囲壁跡の環状道路沿いに計画する。そ
れら 2本の幹線上水道から計画予定の新市街地の街路へと支線が何本も分かれいく。
　第 2章第 4節で詳述した通り、バレンシアの旧市街地内は 19 世紀中葉には、既に他のス
ペイン諸都市よりも先立って近代的な上水道網が整備されていた。従って 1884 年の上水道
網整備計画は、既存の上水道を利用し、さらに新市街地へも給水するための水量の確保が
重要であったと考えられる。
　新市街地への給水には環状道路沿いに計画された幹線上水道管が重要な役割を果たし、
旧市街地からの上水を新市街地へと繋いでいる。グランビアにも幹線上水道は計画予定で
あったが、図 4-5
＊ 28
には記載されておらず、計画案通りには工事が行なわれなかったと考
えられる。
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4-6-3.　1884 年計画と既存水路の関係
　1884 年計画において、最も画一的・均一的な街区が計画されたのは旧市街外下流域（東部）
であった。旧市街地外下流域（東部）は、バリャダル用水路とロベリャ用水路が街区に対
応するように流路変更・暗渠化されたり、下水道計画事業の着工から竣工の間に徐々に既
存用水路支流が埋め立てられていき、イスラム占領時代から続いていた伝統的な農村風景
から近代的な都市風景へと変貌していった。
　このエリアが伝統的な農村風景から近代的な都市風景へと変貌する過程と既存水路との
関係を再度整理すると以下のようになる。
図 4-5　19 世紀末頃の上水道網　（筆者作成）
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500m
19 世紀末頃の上水道網 1920 年の市街地
凡例
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1.　19 世紀中葉以前は高い生産性を誇るウエルタであったため、既存の建築物が囲壁都市
外上流域（南部・西部）に比べて少なかった。
2.　19 世紀後半に第 3 囲壁の撤去、部分拡張計画によって旧市街地外周辺部に新市街地が
徐々に計画・実施されていったが、東部に建設された建築物は、南部・西部よりも少なかっ
た（図 4-4 参照）。これは当時、東部には多数の用水路が張り巡らされ、生産性の高いウエ
ルタも多く存在していたため、新市街地の建設が困難であったためと考えられる。
3.　19 世紀後半に東部は、旧市街地からロベリャ用水路、濠、バリャダル用水路を伝って
流れてくる極度に汚染された下水と、部分拡張計画によって建設された新市街地内の上水
道・下水道網の未整備から、衛生環境の悪化を招き、1884 年にコレラによる甚大な被害を
受けた。この地区の衛生環境については、コレラ発生以前から問題になっており、1884 年
計画は、特にこのエリアの衛生環境を改善させることを目的に作成された。
4.　1884 年計画では、この地区の衛生環境を優先的に改善させることを目的に、既存の用
水路は使用せずに、近代的な下水道・上水道システムを導入した。
　このエリアは昔から建築物が少なかったため、セルダ計画の象徴でもある碁盤目状の街
区構成が配置された。この碁盤目状の街区構成は、近代的な都市デザインの象徴であると
共に、近代的な上水道・下水道網を敷設するのに最も適したデザインであった。
N
既存市街地
0 100m
500m
開渠用水路 暗渠用水路新市街地街区
図 4-6　1884 年計画と用水路　（筆者作成）
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　また、ロベリャ用水路本流と、悪臭の発生源であったバリャダル用水路は暗渠化すると
共に碁盤目状街区に対応するように流路変更された。
　一方で、旧市街地外上流域（西部・南部）においては、用水路は既に大部分は暗渠化さ
れているものの、既存市街地の街路と一致している用水路が多く存在している（図 4-6 参
照
＊29
）。
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第 7節　旧市街地外下流域、上流域における市街地拡張計画と用水路の関係
　本節では、具体的に既存の用水路がどのように減少、流路変更、暗渠化されて行ったの
かを旧市街地外下流域と上流域のエリアを絞り、1858 年から 1924 年までの変遷を追うこ
とで明らかにする。
4-7-1.　旧市街地外下流域
　地図の中で開渠用水路の流路を把握可能な 1858 年計画図面、1883 年現況図、1894 年現
況図、1924 年現況図の 4 つの地図と、暗渠用水路に関しては、15 世紀と、1920 年の用水
路図を用いて、各年代の開渠用水路、暗渠用水路のおおよその位置が把握できる図版を作
成した
＊30
。
　これらの図版を参考にし、旧市街地外下流域の市街地拡張計画と用水路が具体的にどの
ような関係にあったかを明らかにする。
【1858 年】
　新市街地の街区構成は、既存の用水路とは無関係に計画されていることが分かる。依然
として新市街地建設予定地には農家が点在しており、バリャダル用水路とロベリャ用水路
本流をはじめ、その他のロベリャ用水路支流など、多数の用水路が流れている（図 4-7参照）。
【1883 年】
　都市内で生じる下水が集まるバリャダル用水路が市街化の境界線となり、南方から部分
拡張計画による市街化が進んでいる様子が分かる。またロベリャ用水路に関しては、本流
の一部暗渠化され始めているものの、支流が新市街地を建設する際の境界になっていたり、
近代化による画一的な街区構成と既存の用水路が、複雑に入り交じっている状況を観察す
ることができる。この年前後から、徐々に既存用水路が消滅、もしくは暗渠化されていっ
た（図 4-7 参照）。
【1894 年】
　バリャダル用水路以南の新市街地はほぼ完成している。1884 年計画計画文書において、
バリャダル用水路を新市街地の街区に合わせて流路変更させることが決められていたが、
計画文書作成から 10 年が経過したこの時点でも、バリャダル用水路は以前と変わらぬ流路
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を保っている。一方で、ロベリャ用水路は既に流路変更され、暗渠化されていることが分
かる（図 4-8 参照）。
【1924 年】
　現在とほとんど変わらない街区構成が形成されている。用水路の大半は消滅し、ロベリャ
用水路本流とバリャダル用水路のみが流路変更、暗渠化されて残っている（図 4-8 参照）。
【1858 年から 1924 年まで】
　市街地拡張計画エリアにおいて、大半の用水路はこの三四半世紀の間に消滅してしまっ
た。しかし、ロベリャ用水路本流とバリャダル用水路は碁盤目状街区に対応させて流路変
更・暗渠化させることで維持させた。
　図 4-7 と図 4-8 を注視すると、それら 2 本の用水路の流路のうち、丸で囲んだポイント
だけは、1858 年から 1924 年までの間、全く変わっていないことが分かる。これらのポイ
ントは、ロベリャ用水路の場合は方向を大きく転換させる位置であり、バリャダル用水路
の場合は 2 本の用水路に別れる分岐点である。これらのポイントは 1858 年計画、1884 年
計画において計画街路上に位置したり、交差点部分に位置しており、市街地拡張計画の作
成の際にも意識されていたと考えられる。
4-7-2. 旧市街地上流域
　地図の中で開渠用水路の流路を把握可能な 1858 年計画図面、1884 年計画図面、1894 年
現況図、1924年現況図の4つの地図と、暗渠用水路に関しては、市当局が作成した15世紀と、
1920 年の用水路図を用いて、各年代の開渠用水路、暗渠用水路のおおよその位置が把握で
きる図版を作成した。
　これらの図版を参考にし、旧市街地外上流域の市街地拡張計画と用水路が具体的にどの
ような関係にあったかを明らかにする。
【1858 年】
　旧市街地外上流域は下流域と比べ、既にこの時代には、既存用水路の大部分が暗渠化さ
れていた。これは下流域と上流域における用水路の役割の違いによるところが大きいと考
えられる。下流域においては下水道、灌漑用水路として利用されていたのに対し、上流域
においては旧市街地内に上水を供給するための上水道としての役割も担っていたため、早
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期から暗渠化させることで水質の汚染を防いでいたと考えられる。
　またクアルト通り、ヒリェム・デ・カストロ通りをはじめ、いくつかの暗渠化された既
存用水路の流路は、新市街地エリアに存在している既存街路と一致している（図 4-9 参照）。
【1884 年】
　部分拡張計画によって新市街地が広域に建設されたが、既存用水路が部分拡張計画によ
る市街化の際の境界線となっていることが分かる（図 4-9 参照）。
【1894 年】
　新市街地計画エリアのほぼすべてにおいて、既存用水路は暗渠化されている（図 4-10 参
照）。
【1924 年】
　グランビアより外側の更なる市街化に伴い、既存用水路が更に数本消滅している過程が
分かる（図 4-10 参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊
　旧市街地外下流域、上流域に共通する 1858 年から 1924 年までにおける、市街化と既存
用水路の関係は以下のようになる。
・1858 年計画は既存の用水路とは無関係に計画された。
・19 世紀後半の三四半世紀以降、部分拡張計画、1884 年計画が実施される過程で、既存用
水路が市街化の境界線となっているエリアが多々あり、市街地の拡張過程と用水路の間に
密な関係性があったことが分かる。
・20 世紀に入ってからは、既存水路の本数も激減し、再び水路とは無関係な市街化が進め
られていった。
　旧市街地外下流域に関しては、例外的に 1858 年計画、1884 年計画と既存用水路との間
に関係性が存在していた可能性が考えられる。図 4-7、図 4-8 において丸で囲んだポイン
トは 1858 年から 1924 年までの間、変わっていなく、流路変更もこのポイントを基準に計
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画されたと考えられる。また、2 つの市街地拡張計画においてもこれらのポイントは重要
な位置にあり、計画当初から配慮されていたことが推察される。
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図 4-7　1858 年（上）と 1883 年（下）の旧市街地外下流域の街区と用水路　（筆者作成）
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図 4-8　1894 年（上）と 1924 年（下）の旧市街地外下流域の街区と用水路　（筆者作成）
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図 4-9　1858 年（上）と 1883 年（下）の旧市街地外上流域の街区と用水路　（筆者作成）
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図 4-10　1894 年（上）と 1924 年（下）の旧市街地外上流域の街区と用水路　（筆者作成）
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第 8節　水路に対する位置づけの変化（第 3章と第 4章の小結）
　1858 年計画、部分拡張計画、1884 年計画という一連の市街地拡張計画によって、旧市街
地外周部分に新市街地を形成していった。
　第 3 章では、これらの市街地拡張計画の都市デザインの変容過程を明らかにし、そして
それらの市街地拡張計画が何を拠り所として計画されたかを明らかにした。1858 年計画に
おいては、主に旧市街地の構成要素を拠り所に、部分拡張計画は 1858 年計画を拠り所に、
1884 年計画は新たに計画されたグランビアを拠り所に新市街地の街区構成が決められて
いった。
　第 4章では、それらの市街地拡張計画と水路の関係が、「地理的条件の相違」と「下水に
よる土壌汚染」という二つの視点から分析することで、「間接的」に影響を及ぼし合ってい
ることを明らかにした。1858 年計画と 1884 年計画における西部と南部は旧囲壁都市外上
流域であり、東部は下流域であること、そして下流域には旧市街地内の下水が集められて
いたことが、都市構造の変容に多大な影響を及ぼしていたことを本章では明らかにした。
　第 3 章だけでなく、第 4 章によって得られた都市構造と水路の関係から、旧市街地外下
流域について以下のことが導き出せた。
　旧市街地外下流域は旧市街地内の下水を利用することで肥沃なウエルタを形成してい
た。しかし近代化にともない、囲壁都市内の人口は急増していき、下水も汚染されていった。
その結果、このエリアは最も汚染されたエリアへと変貌していった。そして、この既存の
建築物が少なく、汚染されたエリアに、画一的・均一的な新市街地街区を配置することで、
汚染された水路網、ウエルタを覆い隠したと考えられる。また、このような碁盤目状街区
は新しい上下水道網の導入にも適していたことも、都市デザインに影響を与えていた。
　近代以降、近代都市計画は、水路による「一連の水の流れ」をないがしろにし、新しい
上下水道網を導入することで、「用途ごとに分離された水路網」へと変化していった。この
ような水路の位置づけの変化は一般的に広く知られている。しかし、実際には「地理的条
件の相違（地理学）」と「下水による土壌汚染（環境衛生学）」の視点から分析することで「間
接的」に水路が都市構造の変容に影響を与えていることを明らかにした。
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　20 世紀は図 4-8、図 4-10 からも推察されるように、市街化の速度が増し、より一層既存
の水路が軽視されていった時代である。だが、そのような時代であっても、地理的条件の
相違、下水による土壌汚染の視点から都市構造と水路との関係をみることで、水路が都市
構造に間接的に影響を及ぼし続けていることを、次章では明らかにする。
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第 5章　20 世紀の都市構造と水路
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第 1節　20 世紀の都市構造の変容
5-1-1. 1899 年計画
【概要】
　バレンシアは 1858 年計画から部分拡張計画、1884 年計画を経て、トゥリア川右岸の旧
市街地周辺部に徐々に新市街地を形成していった。19 世紀後半にバレンシアの人口は急増
し、1857 年の時点では 106,435 人だった人口が、1887 年に 170,763、1900 年には 213,550
人と 1857 年から約半世紀間で人口が倍増した
＊ 1
。この人口増加に対応するには 1884 年計
画よりも更に広域な市街地拡張計画を作成する必要があった。
　1899 年計画は建築家ホセ・マヌエル（José María Manuel Cortina Pérez  1868-1950) によっ
て作成され、1899年6月23日にバレンシア市当局に承認された計画案である（図5-1参照（正
式名称は不詳））。
　一般的にバレンシアの市街地拡張計画の変容について語る際には、1858 年計画、1884 年
計画、1907 年計画へとシフトしていく。その中で、1899 年計画は、1884 年計画が実施さ
れてから約 12年が経過した時点での新市街地の進行状況を把握する現況図として幾つかの
文献の載せられているものの、市街地拡張計画の変容について書かれた文献の中で全く触
れられないこともある
＊2
。
　しかし、この計画は、トゥリア川左岸への市街地拡張の契機となった点で重要な計画で
あると筆者は考える。この計画において、初めてトゥリア川左岸が市街地拡張エリアに含
まれた。更にトゥリア川左岸に大規模な大通りの計画も構想された。
　1899 年計画における重要事項は以下の 3つであった
＊3
。
・トゥリア川左岸も含めた市街地拡張の境界の設定
・トゥリア川左岸も含めた交通の要としての第 2環状道路
＊4
計画
・市街地から海への大通り計画
【都市デザイン】
　市街地拡張エリアの境界線は、トゥリア川右岸については、1884 年計画で計画・実施さ
れた 2 本のグランビアと並行に設定され、トゥリア川左岸については、カンパナル集落と
ベニマクレット集落が境界になっている。
　第 2 環状道路は市街地拡張エリアの境界線の少し内側を通る 6 角形の形で構成されてい
る。
-155-
市街地から海への大通り計画
第2環状道路計画
市街地拡張エリアの境界線
ベニマクレット集落
カンパナル集落
図 5-1　1899 年計画　（上）出典：Amando 2010:104  （下）筆者作成
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　市街地から海への大通り計画は、トゥ
リア川左岸における最初の大通り計画で
あった。3 車線から成る幅員 100m の大通
りであり、この大通り沿いに新たな建築
物を連ねていく計画であった（図 5-1 参
照）
＊ 5
。この大通りの建設許可は下りた
ものの、建設予定地の既存建築物への対
処や鉄道による大通りの遮断など、多く
の課題に直面した。その結果、1925 年に作成された現況図からも明らかなように、線路な
どの関係から、当初の計画の 3分の 1程度しか完成していない（図 5-2 参照）。その後、線
路の撤去等により、カバニャル集落まで続く通りが完成したが、当初の計画と比較すると
幅員は狭められて実施された。この通りは現在でもブラスコ・イバニェス通りとして機能
している。
5-1-2. 1907 年計画
【概要】
　1899年計画を補強する形で、新たな市街地拡張計画が建築家フランシスコ・モラ（Francisco 
Mora Berenguer　1875-1961）によって 1907 年に作成された（以下、1907 年計画）。1907
年計画は正式名称を『バレンシアにおける市街地拡張計画と現在の拡張範囲（Proyecto de 
Ensanche de Valencia y Ampliaciópn del Actual）』という。また 1907 年計画は第 2市街地拡張
計画とも言われており、バレンシアのおいて最初の市街地拡張計画として周知されている
1884 年計画に次ぐ計画と位置づけられ、市街地拡張計画エリアは、旧市街地の約 10 倍の
規模で計画された
＊6
。
　1907 計画の特徴は、市街地拡張の境界線としての 1898 年計画の第 2 環状道路を継承し、
旧市街地と第 2 環状道路の間の新市街地計画エリアに均一な街区グリッドが計画されてい
ることである。
【都市デザイン】
　トゥリア川右岸に関しては、基本的に 1884 年計画によって形成された街区を継承し、更
なる新市街地の拡張街区が計画された。南部・西部に関しては、既存の複雑な街区を極力
保存した計画を行なっている。トゥリア川左岸に関しては、北西部は南から北東へ向かっ
図 5-2　1925 年現況図　一部筆者加筆
Archivo VTiM arqtes 所蔵
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トゥリア川
ポプラ並木道　
バレンシア州博覧会場
①
②
③
市街地拡張計画街区
線路
第2環状道路
分析線
市街地から海への大通り計画
南部
西部
東部右岸
左岸
北西部
北東部
図 5-3　1907 年計画　（上）出典：Amando 2010:106  （下）筆者作成
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て碁盤目状に計画され、北東部に関しては市街地から海への大通り計画が軸となり、その
軸と垂直、平行に碁盤目状街区が構成されている。それらの間のエリアは既存の市街地を
吸収した街区構成になっており、既存の街区と環状道路に応じて碁盤目状街区の傾きを変
えている（図 5-3 参照）。
　計画ではトゥリア川左岸も新市街地として計画されていたのだが、実際にトゥリア川左
岸の市街地が始まるのは 20 世紀後半まで待たなければならなかった。その原因は、トゥリ
ア川左岸は右岸に比べ昔から頻繁に洪水の被害に遭い易く、また肥沃なウエルタが広域に
広がっているためであった。
5-1-3. 都市整備総合プラン（PGOU）
　20 世紀に入り、19 世紀から続いていた都市部への人口の集中と農村部の人口の減少が一
段と顕著になった。それに伴い、都市部と農村部の格差が明らかになっていった。
　バレンシアはトゥリア川右岸の限られたエリアにおいて、新市街地を漸進的に広げて行
く一方で、トゥリア川左岸における新市街地の建設は市民の反対もあり、なかなか進まな
かった。その結果、バレンシアは 20 世紀中頃まで、都市構造に大きな変化はなく、フラン
シスコ・モラによる 1907 年計画は 20% 程度しか実施に至っていなかった。そして市街地か
ら海への大通り計画も一向に見通しの立たない状況であった
＊7
。
　このように、既に市街地拡張計画による拡張モデルによる成長は限界にきていた。また、
市街地拡張計画による拡張モデルの限界は、当時の不安定で移り変わりの激しい時代背景
も大きく関係していた。第一次世界大戦、1917 年の経済危機、プリモ・デ・リベラの独裁
政権、1936 ～ 1939 年まで続いた内戦の中で、都市部と農村部の格差は広がっていき、市
街地拡張計画に対する逆風が強まっていった
＊8
。
　阿部氏は市街地拡張計画による拡張モデルの限界を都市周縁部に発生したバラック市街
地と関連づけて論じている
＊9
。
　「都市の発展が惹起する問題のすべてに対応するには、拡張地区という手段のみでは限界
があることはもはや明らかだった。わけても工業やサービス業の雇用を目当てに農村部か
ら大量に流入した国内移民のための住宅整備の問題は緊急に解決の図られるべき課題だっ
たものの、いまだ有効な方策を打てないでいた。（中略）市のコントロールの及ばない周縁
部にバラック市街地が出現したのである。」
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　バレンシアにおいても、スペイン国内の他都市と同様、この時期に都市周縁部に労働者
用住戸が建設され、周縁部の疲弊地区化が問題になってきていた。
　当時欧州では都市計画の主題はすでに地域的なものへと移行しており、スペインでもす
ぐさまその考えが導入された。たとえばマドリードにおいて田園都市国際連盟（Federación 
Internacional de Ciudades Jardines y Trazado de Poblaciones）が開催した会議録が出版されてい
る
＊ 10
。この段階にきて、ようやくスペインの都市計画も、「拡張」から「地域」ビジョン
をいかに作り上げていくかに論点が移っていった。
【1946 年計画】
　そうした背景の中、バレンシアにおいては、市街地拡張拡張計画に代わる計画案として
ペドロ・ビダゴル、バレンティン・ガマソ、マヌエル・ムニョス・モナステリオらが建築
局を介してバレンシアの都市と地域整備総合プラン（Plan General de Ordenación de Valencia 
y su Cintura　以下、1946 年計画）を作成し、1946 年に承認された。この計画はバレンシア
においては初めてとなる都市部だけでなく、地域というビジョンで都市計画が構想された。
　1946 年計画は、1858 年計画以降、変更・規模拡大等を続けてきた市街地拡張計画とは異
なるタイプの計画であり、日本で言うところの都市マスタープランに該当する計画であっ
た。
　1946 年計画は周囲の 29 町村も含め、総合 432 ｋ㎡の敷地を対象とし、都市空間を、工
業予定エリア、高密度居住エリア、居住予定エリア、工業エリア、インフラ ･公共エリア、
緑地エリアに分類した（図 5-5 参照）
＊11
。この計画の規模は、1990 年にバレンシア大都市
図 5-4　1930 年代に都市周縁部に建設された労働者用住戸　出典：AA.VV. 1994:173
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圏の人口が 150 万人に達し、そのうちバレンシア都市部には約 100 万人が住むとの想定に
よって構成された。それは 1940 年の人口の 2.5 倍の増加率であった。また新たに計画した
大都市圏域は、既存の都市の倍に近い規模であった
＊12
。
　この計画案は、既存の市街地の道路に加え、新たに 4 本の放射状道路と 2 本の環状道路
を計画した。また、ウエルタは極力保全する方向で計画は構想されており、具体的には、
市街化エリアは西部に広がる乾燥地帯に拡大させていき、バレンシア平原に広がるウエル
タは極力残す方針であった。
　しかし、計画案に具体的な法的拘束力はなく、また計画を具体的にどのように実施して
いくかについてのビジョンにも欠けていたため、結果的には計画とは無関係な市街化が進
んでいった。その象徴としては、トゥリア川の河川沿いには 2000 戸ものバラック住戸が建
設され、そこには何千人もの貧民が住んでいた
＊13
。
【1966 年計画】
　1966 年 6 月 30 日に新たな都市と地域整備総合プラン（Plan General de Ordenación Urbana 
de Valencia y su Comarca　以下、1966 年計画）が承認された。
　1946 年計画と計画の規模はほぼ同じであり、トゥリア川南遷計画に対応した計画案であ
あった。2050 年までに 190 万人まで人口が増加することを想定した計画案であり、そのた
めに 6200ha の新たな市街化エリアと 830ha の市街化予備エリアを新たに計画した。そして
535,000 戸以上もの新たな住戸建設を想定した計画案となっていた（図 5-5 参照）
＊14
。
　1966 年計画の最優先事項はトゥリア川南遷計画の具体化と南遷計画後に生じる旧トゥリ
ア川の河床を高速道路にする計画であった。その結果、必然的に 1966 計画の主題は、道路
ネットワーク計画へ偏っていった。具体的には、6 本の放射状道路と 3 本の環状道路が新
たに計画された。1946 年計画で構想されていた 4 本の放射状道路は高速道路としてそのま
まこの計画にも反映され、更に上記のトゥリア川河床を利用した高速道路と海岸沿いに新
たな放射状道路が計画された
＊15
。
　1946 年計画のゾーニングに関しては、緑地空間としてゾーニングされていたエリアの大
部分が、市街化エリアに変更された。また、2360ha の工業地域がウエルタを破壊して計画
された（図 5-5 参照）。
【1988 年計画】
　1982 年に社会党が選挙で勝利したのを契機に、バレンシア政府は総務会にて地域計画の
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図 5-5　1946 年計画と 1966 年計画
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作成を中断させることを決定し、各市町
村に都市計画の権限を戻すことにした。
当時、1966 年計画が想定していたよう
な都市の成長は不可能であることは明ら
かであったため、すぐにバレンシア市当
局は 1966 年計画の代案を作成すること
を決めた。そして専門家らの意見を聴く
などの段階を経て、1988 年 12 月 28 日
に 1988 年都市整備総合プラン（El Plan 
General de Ordenación Urbana de 1988　以
下、1988 年計画）がバレンシア州政府に
承認された（図 5-6 参照）。
　1988 年計画は市街地拡張を目的とはせずに、当時蔓延していたあらゆると都市問題を解
決させることを目的とした。具体的には、都市周辺部に散在していたバラック群の改善、
都市内の歴史的建造物の保全、市民のための公共空間の拡大と自動車ではなく人中心の社
会の構築が目標に掲げられた。
　そして、この計画において、初めてウエルタを保全する方向性が示された。1966 年計
画においては、6200ha の市街地エリアと 830ha の市街化調整区域を定めていたのに対し、
1988 年計画においては、3632ha の市街地エリアと 815ha の市街地化調整区域、更に新し
く 600ha を大学キャンパスエリアを計画した。結果的に約 2000ha のウエルタが 1988 年計
画に改正したことで守られたことになる
＊16
。
5-1-4.　市街地拡張と水路の関係
　20 世紀の間、バレンシアはトゥリア川右岸のみでなく左岸も対象として市街地を拡張さ
せてきた。特にフランコ政権下でバレンシアの市街地は急速に拡張していった。市街地の
拡張は都市整備総合プラン（1946 年計画、1966 年計画）を基に実施され、部分的な拡張か
ら地域全域を対象とした拡張へとシフトしていった。しかしそれらの都市を拡張させるこ
とを前提とした計画にも限界が見られ始め、1988 年計画では再びバレンシア都市部規模で
の計画案となり、既存市街地の改修、ウエルタの保全などが重要なテーマになっていった。
　20 世紀の市街地拡張においても、その拡張過程と既存水路との間には、何の関係性もな
いように見える。しかし、前章で論じたように、地理的条件の相違（地理学）と下水によ
図 5-6　1988 年計画
出典：Ayuntamento de Valencia (2008: 6)
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る土壌汚染（環境衛生学）の観点を導入することで、この時代の水路が都市構造へ及ぼし
た影響を明らかにすることを、次節以降で試みる。
　地理的条件（地理学）の観点からみて、20 世紀における都市構造に多大な影響を及ぼし
たのが、1957 年に発生したトゥリア川の大洪水とその翌年に作成されたトゥリア川南遷計
画である（第 2節で詳述）。
　また、下水による土壌汚染（環境衛生学）の観点からみるには、1985 年の下水道計画図
面を参考にすることで都市構造と水路との関係を把握できる（第 3節で詳述）。
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第 2節　1957 年の大洪水とトゥリア川南遷計画
5-2-1.　1957 年の大洪水
　バレンシアは誕生当初から度々トゥリア川の氾濫により洪水被害を受けてきており、そ
の度に治水事業や市壁を強化することで洪水の被害を極力抑え、トゥリア川と共存する道
を歩んできた（第 2章で詳述済み）。
　しかし、1957 年 10 月 14 日に観測史上最大級の大洪水がバレンシア都市部を襲ったこと
が契機となり、バレンシア市当局はトゥリア川と共存する道から決別する道へと大きく転
換することを決意した。
　本項においては、まずトゥリア川南遷計画を作成する契機となった 1957 年の大洪水の概
要を述べる。
【1957 年大洪水の概要】
　1957年 10月 12日から 10月 14日にかけてトゥリア川の洪水が、バレンシア都市部を襲っ
た。この大洪水は、観測史上最大級のものであり、最大流量 3,700 ㎥ /s を記録し、合計約
500,000,000 ㎥もの水が都市を覆った。バレンシア市域で 52 人の死者を出し、県全域では
更に 29 人の死者を出した。そして 7,300 人の市民が家を失った。そしてこの洪水が及ぼし
が被害総額は 40 億ペセタを超えていた
＊17
。
　以下に、洪水の 2 日前から生じていた大洪水の前兆も踏まえ、詳細をポルトゥゲス・モ
ラ氏の文献を参考に 3 日間に渡る洪水発生から甚大な被害を与えるまでの経緯を明らかに
する
＊18
。
■ 10 月 12 日
　この日、バレンシアでは絶え間なく雨が降り続き、多いときには一時間あたり 60mm 程度
の降水量に達した。まだこの段階では河川は氾濫していなかったものの、下水インフラへ
の河水の逆流等が原因でトゥリア川の流域で小規模な浸水被害が生じた。
■ 10 月 13 日
　バレンシア市域では既に、ほとんど雨は止んでいた。しかしトゥリア川の上流域では局
地的に一時間あたりの降水量が 500mm を超える非常に激しい雨が降っており、それらのエ
リアで降った雨が川へと流れ、最終的にトゥリア川へと流れ込み、徐々に水位が増していっ
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た。しかし、この頃はまだバレンシア市民
はそれほど心配していなかった。
■ 10 月 14 日
　バレンシア州知事ヘスス・ポサードは夜
中の 2 時まで特に集中的に雨が降っている
地区に対しても警戒警報を発しなかった。
　深夜 1 時を過ぎたころから急速にトゥリ
ア川への流量は増し始め、1 時半の時点で
は秒速 1,000 ㎥であったが、4 時には秒速
2,700 ㎥まで上昇した。まずカンパナル集落周辺のウエルタ付近が氾濫し 3m 程度浸水し、
サン・ホセ橋付近では 4m 近い浸水状況に達していた。その後、流量は徐々に下がっていっ
たものの、都心部のうちの北西部はすでに広範囲で洪水の被害を受けていた。
　この日、バレンシア市域では既に晴れていたものの、トゥリア川上流部に位置する地区
では依然として雨が降り続き、朝 8 時頃から昼過ぎにかけて再び流量が上昇し始めた。そ
して 14 時頃に最大の流量となる 3,700 ㎥ /s を記録した（図 5-7 参照
＊19
）。15 時半頃、トゥ
リア川の洪水被害はバレンシア都心部のほぼ全域に達していた。ある地域では急激な流量
の増加に伴い下水道管に急激に河水が逆流し、下水管のマンホールは地下から押し寄せて
くる下水の水圧によって 3m 近く吹き飛んだとの報告が記録されている。
5-2-2.　1957 年の大洪水と地形との関係
　佐川氏は著書「パリが沈んだ日−−セーヌ川の洪水史−」の中で市街地の拡張と洪水の関係
について以下のように述べている
＊20
。
　「パリが町として、都市として、拡大・発展していくのにあわせるように、パリの洪水
も激しさを増し、被害が拡大していく。人口が増加し、市域が拡大するにつれて被害を受
ける人や物が増え、そこで生活する人々の暮らしにとってプラスになるように新たに建設
され、数を増やし続けるインフラストラクチャーが、川の性質をより洪水をおこしやすい
ものへと変化させていく。川の中に建設された橋脚、川岸に建設された河岸、住民の命や
財産を守る城壁（市壁）、下水溝そして地下鉄。常にその時代において先駆的な都市であっ
たパリは、自らのもつインフラストラクチャーによってひきおこされる＜都市型洪水＞の
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1000
2000
3000
2700
3700
(時 )
10 月 14 日
（㎥／秒）
図 5-7　1957 年大洪水の流量推移
筆者作成
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先進地域でもあった。」
　パリほどではないにしても、バレンシアにおいても都市の拡大・発展に伴い、洪水を引
き起こし易い環境へと変わっていった。
　　バレンシアは近代化にともない、洪水から都市を守ってきた囲壁を撤去したり（1865
年）、歴史的に洪水の被害に逢い易いエリアであることとは無関係に、市街地拡張計画によ
る新市街地を形成していった。その結果、従来の洪水では生じることがなかった被害が生
じた。
【下水道内の逆流による浸水被害＜都市型洪水＞】
　1957 年の大洪水は 10 月 14 日に大洪水としてバレンシア市街地を襲ったのだが、その 2
日前にも小規模な浸水被害がバレンシアの一部の市街地では発生していた。その被害につ
いてポルトゥゲス・モラ氏の文献の一部を引用する。
　「この大洪水の切欠となったのは、10 月 12 日にバレンシア州の広範囲に渡って絶え間な
く降り続いた雨であった。まだこの段階では河川は氾濫していなかったものの、下水道へ
の河水の逆流が原因でトゥリア川流域の一部で軽度の浸水被害が生じた
＊21
。」
　また、同様に下水道を通って河水が逆流することによる浸水被害は 10 月 14 日にも発生
した。
　「10 月 14 日の深夜 1 時を過ぎたころから急速にトゥリア川へ流れる水量は増し始め、1
時半の時点では秒速 1,000 ㎥であったが、4 時には秒速 2,700 ㎥まで上昇した。まずカン
パナル集落周辺のウエルタ付近が氾濫し、サン・ホセ橋付近まで氾濫の範囲は広がって行っ
た。その後、一度水位は下がったものの、都市部のうちの北西部はすでに広範囲で洪水の
被害を受けていた。
　そして、1 度目よりも深刻な 2 度目の洪水のピークを同日の昼 12 時頃に迎えた。この洪
水によって都市部の大部分は洪水の被害に遭い、下水道のマンホールは地下から押し寄せ
てくる下水の水圧によって 3m 近くも吹き飛んだ
＊22
。」
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　上記の２つの引用文からも、佐川氏がパリについて論じたことと同様に、バレンシアに
おいても都市化が進行したことで、洪水の被害が広域化したことが分かる。
　また下水道網に河水が逆流するという現象は、下水道の勾配が低いことも大きな要因の
一つである。標高が低く、地形に勾配がほとんどないバレンシア平原に新市街地を形成す
ることは、必然的に下水道の勾配も緩やかにせざるを得なかった。
【洪水被害エリアと市街地の関係】
　洪水被害エリアはラスカンヤ水門から地中海までにかけて、約 2200ha に達した。次に、
洪水の被害に遭ったエリアを示した図を用いて、洪水と都市構造の関係について分析する
（図 5-8 参照
＊23
）。
　トゥリア川右岸に関しては、1 度目の流量ピーク時に 1884 年計画によって形成された旧
市街地外下流域に広がる碁盤目状の新市街地が既に浸水していることが分かる。
　第 3 章において、ジョルダ氏が、バリャダル用水路との関係から、このエリアに新市街
地を計画したことを否定し、トゥリア川左岸のカンパナル近辺、もしくはトゥリア川右岸
でも西部に新市街地を計画していくべきと指摘したことを記した（第 4章第 4節参照）。バ
リャダル用水路との関係だけでなく、このエリアはトゥリア川右岸の中でも最も洪水の被
害に遭い易いエリアでもあったため、新市街地としてこのエリアを選定するのにはもう少
し慎重に調査を行なうべきであったと推察される。
　また、市壁が撤去されたことにより、旧市街地内も甚大な被害を被った。しかし、旧市
街地内でもローマ帝国時代に建設されたエリア（旧第 1囲壁都市内（第 2章　図 2-6 参照））
だけは、浸水の被害を免れた。
　旧市街地周辺部を観察すると、一度目のピーク時では灌漑水路が境界線となり、灌漑水
路を境に標高が低くなるエリアは浸水被害を受け、それよりも標高が高いエリアは浸水被
害を免れていたことが分かる。イスラム占領時代から、都市部を流れる多くの灌漑水路が
氾濫することで、洪水の被害エリアは灌漑水路を境に標高の低いエリアへと拡大した。20
世紀以前は、その被害エリアの大部分がウエルタであったため、被害は目立たなかったが、
20 世紀以降の都市周辺部の市街化によって、灌漑水路による洪水の被害は深刻な問題に
なっていった。
　概観すると、都市化によって洪水の範囲は拡大したものの、1957 年の大洪水による被害
エリアも基本的には沖積層エリアと一致しており、また多くのイスラム占領時代に起源を
持つ農村集落は洪積層に位置しており、1957 年の大洪水でも被害を免れた集落が大半で
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図 5-8　1957 年大洪水の洪水被害エリアと都心部の地質分布　筆者作成　
（上）1度目の流量ピーク時の洪水被害エリア　（下）２度目の流量ピーク時の洪水被害エリア
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あった（図 5-8 参照）。
5-2-3.　トゥリア川南遷計画
　バレンシアは 1957 年の大洪水を経験するまで、度々洪水の被害を受けながらも都市と
トゥリア川は密接な関係を維持させてきた。しかし、1957 年の大洪水は結果的に、それま
で培ってきたバレンシアとトゥリア川の関係を大きく変えることとなった。
　災害後、すぐに専門家集団による委員会が結成され、今後二度と同じような災害に遭遇
しないように、トゥリア川南遷計画が作成され、大洪水発生の 9 ヶ月後にトゥリア川南遷
政策が中央政府によって承認された。
　トゥリア川南遷計画とは、既存のトゥリア川を市街地から数キロ離れた郊外エリアに移
動させる計画であり、過去に発生した大洪水の記録をもとに、今後も発生し得るいかなる
大洪水にも対応できるような川幅、深さをもった人工河川が計画された
＊ 24
。工事は 1964
年に着工し、1973 年に竣工した。
■トゥリア川南遷計画以前の迂回計画
　バレンシアは、トゥリア川南遷計画の作成に至るまでに、実は何度もトゥリア川を迂回
させることを計画してきた。それはバレンシアが沖積平野に位置し、上流から海までの勾
配が緩やかなため、頻繁に洪水の被害にあっていたためであった
＊25
。
　最も古い計画としては、1392 年 8 月 9 日にバレンシア市議会の会合が開かれ、その時に
既にトゥリア川を迂回させる議論は存在していた。当時発生した大雨とそれに伴うトゥリ
ア川の水位の上昇に危惧に、ゆくゆくはグラオ集落の建物に害を及ぼすのではないかと危
惧されていた。当時、グラオ集落は港町としてバレンシアにおいて非常に重要な役割を担っ
ていた。そしてその計画は実施する段階にまで移ったが、実際には技術的な問題によって
失敗に終わった
＊26
。
　1882 年には、トゥリア川を南へ迂回させ、その周辺に灌漑水路網を張り巡らすことで新
たな農業エリアを開拓する計画が作成されていた。主要な目的は農地の拡大であったが、
その結果、既存のトゥリア川からは河水がなくなり、洪水の被害に遭うこともなくなるた
め、トゥリア川左岸の都市拡張へと繋がると予測されていた。その計画は 1891 年に承認さ
れたのだが、実施されることはなかった
＊27
。
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図 5-10　1900 年以降のバレンシアの人口　筆者作成
図 5-11　トゥリア川南遷計画と灌漑水路　筆者作成
図 5-9　トゥリア川の迂回計画（左）維持計画　（中）北遷計画　（右）南遷計画
出典： SOLER SANZ, José, Las Obras Hidráulicas del Plan Sur,In 50 Año de la Riada que Transformó
 Valencia, Valencia, Ayuntamiento de Valencia, 2007
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■トゥリア川南遷計画に至るまで
　災害直後の計画案段階では、トゥリア川南遷計画以外にもトゥリア川維持計画、トゥリ
ア川北遷計画の計 3 つの計画案が構想され、検討された。以下のそれら 3 つの計画案の特
徴をポルトゥゲス・モラ氏の文献を参考に明らかとし、またそれらの計画案が採用されな
かった理由についての考察を行なう（図 5-9 参照）
＊28
。
①トゥリア川維持計画
　トゥリア川維持計画は河道を迂回させるのではなく、上流域に 1957 年に発生した大洪水
レベルの降水量を溜めることができるダムを建設し、トゥリア川の既存の河道を再整備す
ることで将来起こりうる大洪水に対応する計画であった。トゥリア川の河口の位置は変更
され、ピネド海岸に建設される計画であった。
　この計画は多くの専門家らに評価され、南遷計画が実施された現在においてもバレンシ
アはこの計画を選ぶべきであったと主張する人も少なくない。
　この計画が選ばれなかった原因はどの文献にも明記されていないが、トゥリア川南遷計
画が実施され、その後の都市構造の変化を知っている現在から推察するに、河道を維持す
るよりも迂回させる方が、残った旧トゥリア川の河床の利用やトゥリア川左岸の市街化等
によって経済成長が望めるとの思惑があったと考えられる。そのために、権威者らからの
圧力があり、この提案は却下されたと考えられる。
②トゥリア川北遷計画
　トゥリア川の河道を南部ではなく北部に位置する郊外エリアに迂回される計画案も存在
していた。新トゥリア川の流路はクアルト・デ・ポブレットから北東へ進みカライクセッ
ト川へと繋がり、海へと達する。
　しかし、そのカライクセット川も洪水時には氾濫する危険性があったため、この提案は
却下された。
③トゥリア川南遷計画
　実際に採用された提案であり、南部の郊外エリアに河道を迂回させる計画であった。
　この計画が採用されたのは、①の北遷計画のようなリスクがないことに加え、新しい河
道の下流域には広大な水田地帯が広がっており、万が一新しい河川が氾濫した場合には、
その水田地帯へ河水が溢れて行き、市街地が浸水する可能性は限りなくゼロに近い計画で
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あったことが挙げられる。また②で記述したように、トゥリア川南遷計画は市街地拡張と
密接な繋がりをもっており、この計画を実施したことによって旧トゥリア川右岸、左岸の
双方において市街地を拡張させていくことが可能になった。
■トゥリア川南遷計画と市街地拡張
　トゥリア川南遷計画が実施されるまで、旧トゥリア川左岸は右岸よりも僅かに標高が低
いため、昔から頻繁に洪水被害を受けていた。別の言い方をすれば、旧トゥリア川左岸を
優先的に浸水させることで、右岸に位置する市街地への被害を極力抑えていたと言う事も
できる。そのため、南遷計画が実施される以前には、左岸には市街地はほとんど建設され
ずに、広域なウエルタが広がっていた。しかし南遷計画が実施され旧トゥリア川から河水
がなくなったことで、洪水の心配から解放され、旧トゥリア川左岸は急速に市街化していっ
た。旧トゥリア川左岸だけでなく、右岸においても新トゥリア川が建設されたことで、都
市の境界線が明確となり、この新しく形成された境界線までは容易に市街化が進んで行っ
た。トゥリア川南遷計画は 1964 年に着工し、1973 年に竣工したのだが、工事の進行と比
例するように人口も急激に増加し、また市街地もトゥリア川左岸に拡張していった（図
5-10
＊ 29
、図 5-11
＊ 30
参照）。
■トゥリア川南遷計画と灌漑水路
　工事実施過程に着目すると、南遷計画を実施させるために最も重要な工事が、旧トゥリ
ア川の上流に位置していたロベリャ用水路とファバラ用水路の水門を新トゥリア川の上流
へと移すことであった。その結果、新トゥリア川の上流に新統合水門が建設され、そこが
ロベリャ用水路、 ファバラ用水路、 ミスラータ用水路、 ラスカンヤ用水路の始点となった
（図 5-11 参照）。ロベリャ用水路とファ
バラ用水路の新統合水門から既存の用
水路の位置までの新たな用水路の開削、
また新トゥリア川に合わせて、ミスラー
タ用水路とファバラ用水路の大規模な
流路変更等により、新たに開削する用水
路は全長 40km に及び、それらはすべて
コンクリート造で計画されていた
＊31
。
　イスラム占領時代からほとんど変更
写真 5-1　灌漑水路による浸水被害
出典：PORTUGUÉS (2010: 68)
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されることのなかった灌漑水路本流の流路が大きく変更された点においても、この時期の
バレンシア政府の政策が、水路との密接な繋がりよりも、都市の更なる発展、経済成長・
発展に関心が傾いていたことが伺える。
■トゥリア川南遷計画と幹線下水道
　トゥリア川南遷計画以前、都市内で発生した下水は、下水道を伝ってそのまま旧トゥリ
ア川へ放流されていた。しかし 1960 年代に南遷計画によって旧トゥリア川から河水がなく
なったため、旧トゥリア川への都市内で生じた下水の放流が不可能になった。
　また、1960 年代では、都市内に敷設されていた下水道の多くは直接その近辺に流れてい
た灌漑水路に繋げられていたため、灌漑用水の汚染のみでなく、下水道からの汚泥等によ
り灌漑水路が詰まり、路上へ灌漑用水が溢れ出す浸水被害も多々発生していた（写真 5-1
参照）。
　このような劣悪な下水道整備状況を改善させるために、1967 年に下水道網を大きく改修
する計画が作成された。
　この計画で最も重要な計画であったのが、旧トゥリア川右岸（南部）、左岸（北部）に 1
図 5-12　トゥリア川南遷計画における幹線下水道の流路　出典：PORTUGUÉS (2010: 72)
幹線下水道
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本ずつ、合計 2本の幹線下水道を計画することであった（図 5-12 参照
＊32
）。
　1 本目の南部幹線下水道は、まず 2 本の支線下水道から始まり、その後 1 本の幹線下水
道へと連結される。1 本目の支線は、旧ロベリャ水門付近から始まり、グランビアの真下
を通り、新トゥリア川へと向かう。2 本目の支線は新統合水門から始まり、市街地の外周
部を新トゥリア川と平行に流れ、その後、もう 1本の支線と合流し、南部幹線下水道となり、
新トゥリア川沿いに流れ、地中海へと放流された。
　2 本目の北部幹線下水道も、まず 2 本の支線下水道から始まり、その後 1 本の幹線下水
道へと連結される。1 本目の支線は、第 2 環状道路の真下を通り、レアル庭園に沿って南
下する。2 本目の支線は旧トゥリア川の上流から旧トゥリア川の川筋に沿って開削され、
その後、もう１本の支線と合流し、旧トゥリア川を越えて南下していき、南部幹線下水道
と繋がり、最終的には地中海へと放流された。
　この 2 本の幹線下水道に都市内で生じた下水が集められることで、旧トゥリア川への下
水放流の問題、既存の灌漑水路の汚染・詰り問題を解決しようと試みた。
5-2-4.　トゥリア庭園
　トゥリア川南遷計画によって残ったトゥリア川（以降、旧トゥリア川）河床の利用方法
に関する議論は 1935 年には既に始まっていた。1935 年 11 月 20 日の地方紙エル・メルカ
ンティル・バレンシアーノでは、経済学者ホセップ・ベルベールが、旧トゥリア川の河床
の有効活用は、経済面において多大な利益をもたらすと述べた
＊33
。また、1966 年計画作成
の際に、具体的な河床の利用用途についての議論が持ち上がり、河床は埋めずに、中央駅、
鉄道、高速道路を建設する計画が組み込まれた
＊34
。
　しかし、1966 年計画作成の際に公表された旧トゥリア川の改修計画に対し、多くの市
民が反対し、市民団体、左派政党、大学教員、アーティスト集団、知識人らから成る抗議
団体が結成された。彼らは「トゥリア川は私たちのもの！トゥリア川に緑を！（el riu es 
nostre I el volem verd）」のスローガンを掲げて何年にも渡って抗議を続けた。このような市
民による反対運動が勃発した背景として、フランコ独裁政権の終焉と民主政治の到来とい
う歴史的な転換期にあったことも忘れてはならない。バレンシア市役所は、市民の反対に
屈する形で、1973 年に旧トゥリア川の河床の利用方法に関する会議を開催し、旧トゥリア
川の河床を、交通の要とする計画から庭園にする計画へと改めることを決定した
＊35
。
　1981 年に都市計画委員会は旧トゥリア川の河床の改修計画案を創作するため、リカルド・
ボフィル建築研究所との契約を結んだ。そして、西端に計画された湖から東端の地中海ま
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図 5-13　リカルド・ボフィル設計事務所によるトゥリア庭園計画
出典：LANZONI (2006:70)
写真 5-2　トゥリア庭園の現状　筆者撮影
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で続く全長約 8km のトゥリア庭園計画が作成された（図 5-13 参照）。
　その計画は、緑地に対する建築物の割合が非常に低く、周囲の既存の建築物・都市構造
との調和を目指していた。また、ガラスを使用しない新古典主義建築が幾つか設計された。
政府や市民団体との意見の相違によって、リカルド・ボフィルらの計画通りには進まなかっ
たが、政府・住民・専門家らによる議論の末、緑豊かなトゥリア庭園が計画された。その
大部分は既に完成しているが、現在でも一部、工事が行われている。
　トゥリア庭園の誕生によって、旧トゥリア川は、以南・以北を隔てていた河川としての
存在から、それらを繋げるための庭園としての存在へと生まれ変わった。
　しかし、この大規模コンバージョンに対しては、批判的意見を述べる都市計画家も存在
している。以下に代表例を列挙する
＊36
。
・バレンシアの象徴であった旧トゥリア川の重要性を訴え、部分的にでも河川の機能を取
り戻すべきだという指摘
・トゥリア庭園の河口部に突如現れるサンティアゴ・カラトラバが設計した芸術・科学都
市に対するデザイン・立地・周囲のジェントリフィケーション等に関する批判
・南へ迂回させた新トゥリア川に対して、都市や市民との関係が完全に絶たれてしまって
いるという批判
　このように、南下計画やトゥリア庭園に対しては賛否両論ある。ただ現在、トゥリア庭
園は、大勢の市民がジョギング、スケートボード、ピクニック等、自由に活用していおり、
着実に市民の公共空間として新たなバレンシアの象徴になりつつあることは事実である。
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第 3節　市街地拡張とウエルタの汚染
　トゥリア川南遷計画により、新トゥリア川が郊外部に建設され、旧トゥリア川がトゥリ
ア庭園へと変貌したことで、市街地が旧トゥリア川左岸へ急速に拡張していった。バレン
シア市当局は、1966 年計画によって新市街地の建設エリアを限定したものの、実際には無
秩序な市街地拡張が実施されていった。旧トゥリア川左岸への市街地拡張は、既存の農地
区画や灌漑水路をほぼ完全に無視した形で行なわれた。更にインフラ整備が不十分な状態
での都市開発が相次ぎ、住戸の下水を下水道管を通じて既存の灌漑水路へ接続させること
で下水を市街地外へ排出していた。19 世紀後半に旧市街地内の下水が旧市街地外の下流域
に位置するウエルタを汚染させたのと同様に、新市街地で生じた汚水を含んだ灌漑水路が
流れていったウエルタは徐々に汚染されていった。
　図 5-14
＊ 37
は 1985 年の下水道網、下水道を灌漑水路へ直接繋いでいるポイント、汚染さ
れているエリアを示した図版である。汚染エリアは市街地周辺部全域に広がっているもの
の、下水路を灌漑水路へ直接繋いでいるポイントは旧トゥリア右岸と比べ、旧トゥリア川
左岸の方が著しく多く、トゥリア川左岸の市街地周辺のウエルタの汚染が最も深刻であっ
たことが推察される。
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図 5-14　1985 年の下水路網と汚染エリア　筆者作成
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【第 5章　註釈】
＊ 1　スペイン統計局公式 HP：http://www.ine.es/ 内のデータを参考にした。
＊ 2　TEIXIDO, Maria Jesús, Funciones y Desarrollo  Urbano de Valencia, Valencia, Instituto de Geografía, 
Institución Alfonso el Magnánimo, 1976
　この文献は、1907 年計画について、最も詳細に背景・計画意図等が書かれている文献の一つであり、
タイトルが「バレンシアの都市の機能と発展」であるにも関わらず、1899 年計画については全く言
及されていない。
＊ 3　AA.VV., Atlas Histórico de Ciudades Europeas: Península Ibérica, Barcelona, Centro de Cultura 
Contemporánia de Barcelona, 1994, pp.172-173
＊ 4　旧第 3 囲壁跡に誕生した道路を環状道路と名付けたため、この道路は更に広い範囲を環状に
繋げていることから、第 2環状道路と名付ける。
＊ 5　AA.VV. (1994: 170)
＊ 6　AA.VV. (1994: 170)
＊ 7　AA.VV. (1994: 174)
＊ 8　AA.VV. (1994: 174-175)
＊ 9　阿部大輔：『スペインの歴史的市街地における保全再生戦略に関する研究：バルセロナ旧市街
地における再開発過程の分析を中心に』、東京大学博士論文、2006（未公刊）、p.62
＊ 10　阿部、前褐書、2006：67
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Barcelona, 1999
＊ 12　BURRIEL DE ORUETA, Eugenio L, Planificación Urbanística y Ciudad, In La Ciudad de Valencia. 
Historia, Geografía, y Arte, Valencia, Universidad de Valencia, 2009, pp.144-148
＊ 13　BURRIEL (2009: 144-148)
＊ 14　BURRIEL (2009: 148-153)
＊ 15　BURRIEL (2009: 158-160)
＊ 16　AA.VV. (1994: 174-175)
＊ 17　当時の新聞等の記録をまとめると、実際には 100 人以上の死者が存在していたと考えられ
る（PORTUGUÉS MOLLÁ, Iván, Valencia y el Turia. La Gestión de un Río Urbano (1939 - 1982), Valencia, 
Universidad Politecnica de Valencia, 2010, p.43）。
＊ 18　PORTUGUÉS (2010: 39-43)
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＊ 19　PORTUGUÉS (2010: 40) に掲載されている図版を参考にして、筆者が作成した。
＊ 20　佐川美加：『パリが沈んだ日：セーヌ川の洪水史』、白水社、2009、 pp.7-8
＊ 21　PORTUGUÉS (2010: 39)
＊ 22　PORTUGUÉS (2010: 40)
＊ 23　2007 年の市街地現況図 CAD データ（バレンシア市当局提供）の上に、2007 年の灌漑水
路網流路図（バレンシア市当局所蔵）、　バレンシア都市部の地質分布図（出典：CARMONA 
GONZÁLEZ, Pilar, OLMOS LLORÉNS, Joan, Río y Ciudad: El Caso de Valencia, In Hispagua. OP28, 
Valencia, Colegio de Ingenieros de Caminos, Canales y Puertos, 1994, p.88）と洪水被害エリア（MARCO 
SEGURA, Juan Bautista, MATEU BELLÉS, Joan F., El Fenómeno Hidrológico, In 50 Año de la Riada que 
Transformó Valencia, Valencia, Ayuntamiento de Valencia, 2007）をトレースするなどして、筆者が作成
した。
＊ 24　全長 12km、幅員 175m、5,000 ㎥ / 秒の流量を許容可能な新たな河川（新トゥリア川）が建設
された。1957 年の大洪水は最大で 3,800 ㎥ / 秒であったため、余裕を持たせ 5,000 という数値を採
用した（CARMONA  (1998: 89)）。
＊ 25　また勾配が緩く、河水の流速が遅いため、迂回させる事業が比較的容易に実施することがで
きると考えられていた（PORTUGUÉS (2010: 18)）。
＊ 26　PORTUGUÉS (2010: 18-20)
＊ 27　LANZONI, Chiara, Il Jardi del Turìa: Il Fiume Verde della Cittá di Valencia, In Ricerche per la 
Progettazione del Paesaggio No3, Vol.2, Firenze, Firenze University Press, 2006, pp.62-81 
＊ 28　PORTUGUÉS (2010: 52-56)
＊ 29　スペイン統計局公式 HP：http://www.ine.es/ に記載されているデータを参考に、筆者が作成した。
＊ 30　PORTUGUÉS (2010: 65) に掲載されている図版と、AA.VV. (1994: 157) に掲載されている図版
を参考に、筆者が作成した。
＊ 31　PORTUGUÉS (2010: 64-77)
＊ 32　2007 年現況図 CAD データ、AA.VV.(1994: 157) に掲載されている図版、PORTUGUÉS (2010: 
72) に掲載されている図版を参考に、筆者が作成した。
＊ 33　LANZONI (2006: 64)
＊ 34　PUNCEL (1999)
＊ 35　MUXÍ, Zaida; BORJA, Jordi, Urbanismo en el Siglo XXI. Bilbao, Madrid, Valencia, Barcelona, 
Barcelona, Universitat Politecnica de Catalunya, 2003, p133
＊ 36　主に PORTUGUÉS (2010: 113-119) と、ペルディゴン・フェルナンデス氏、イボール氏へのヒ
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アリング調査を参考にした。
＊ 37　2007 年現況図 CAD データの上に、1985 年の下水道網配置図（バレンシア市当局所蔵）をトレー
スし、作成した。　
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第 6章　現代の都市構造と水路
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第 1節　水路が現代の都市構造に与える影響
　第 2章から第 5章まで、バレンシアにおける都市誕生の起源から 20 世紀までの間、都市
構造と水路がどのような関係性を築いていたのかを時系列に明らかにしてきた。本節にお
いては、それらの関係性が具体的に現代の都市構造にどのような影響を与えているのかを
明らかにする。
　
6-1-1.　19 世紀中葉以前における水路の影響
　19 世紀中葉以前の用水路と都市構造の関係は、その後の近代化によって表層では分かり
難くなっているものの、現在においてもはっきりとその関係性は継承されている。
【旧市街地内】
　旧市街地内で、最も顕著に 19 世紀中葉以前の水路の影響が現代の都市構造に見られるエ
リアは旧第 2囲壁と旧第 3囲壁の間に位置する旧第 2囲壁外上流域である。
　旧第 2 囲壁外上流域は、現代では旧市街地内で最も入り組んだ町並みを形成している。
これはイスラム占領時代に第 2 囲壁外上流域に形成されたウエルタに開削された灌漑水路
網とイスラム占領時代に栄えた染色職人街の工業用水路網が、現代においては蛇行する狭
い幅員の街路として多く残っているためである。その結果、15 世紀の灌漑水路網の流路と
一致している街路の本数は、第 2囲壁外上流域の方が第 2囲壁外下流域よりも多い。
　更に、第 2 囲壁外上流域には、大規模な修道院やウエルタが多数存在していたため、現
在においても他の旧市街地内と比べ、広大な公共施設や公共空間（空き地）が多く残って
いる（図 6-1 参照
＊1
）。
　その数ある空き地のうちの１カ所を最近、
若者らが借り、「コロナ地区の空き地（Solar 
Corona）」と名付け、一部を都市農園として利
用したり、毎月映画上映を行なうなど、旧市街
地内の新たな公共空間として利用し、多くのメ
ディアに取り上げられている
＊2
。
　このコロナ地区の空き地を管理運営する主要
メンバーの１人、トーレス・アスタブルグ氏へ
2014 年 9 月 30 日にヒアリング調査を行なった。
写真 6-1　コロナ地区の空き地
（トーレス・アスタブルグ氏撮影）
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彼はこのコロナ地区に昔多くのウエルタが存在していたことを熟知しており、改修後も空
き地の一部は農地として利用することを重要視している
＊3
。
　また、旧第 3 囲壁跡地は、囲壁の撤去以降、第 1 環状街路として利用され、それは現代
においても存続している。その地下には中世の頃と同じ流路でロベリャ用水路が流れ続け
ている。
【旧市街地周辺部】
　旧市街地周辺部の農村集落、ウエルタを流れる灌漑水路本流の大半は、暗渠化されたが、
開削当初からほぼ同じ流路を流れ続けている。一方で、イスラム占領時代から近代化以前
まで、灌漑水路本流から数えきれないほどの支流が枝分かれしていたのだが、現代におい
ては市街化に伴い、消滅してしまったものが大半で、残っている支流も大半が暗渠化され
ている。
　イスラム占領時代以降、多いときには 300 カ所以上存在していた農村集落のうち、市街
地に吸収されつつも現在まで残っているものは、灌漑水路本流付近に位置していた集落が
ほとんどである（ルサファ集落、 ベニマクレット集落、 カンパナル集落、 パトライクス集
落など）。これらの集落は市街地に吸収されつつも農村集落だったころの街区構成・建築物
が多く残っいる（図 6-2
＊ 4
、写真 6-2、写真 6-3 参照）。
トゥリア川
上流域
下流域
凡例
囲壁（内からローマ時代／イスラム占領時代／中世）
15 世紀のロベリャ用水路
15 世紀のファバラ用水路 現公共空間（空き地）
現公共施設
旧第 1囲壁
旧第 2囲壁
旧第 3囲壁
コロナの空き地
0 100m
500m
N
1370 年建設
1061 年建設
紀元前 138 年建設
旧ウエルタ
旧ウエルタ
染色職人街
旧修道院
図 6-1　旧市街地内の都市構造と用水路　筆者作成
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凡例
残っている集落（大）
残っている集落（中）
残っている集落（小）
消滅した集落（中）
消滅した集落（小）
現在の用水路（地下）
現在の用水路（地上）
ミスラータ用水路
ラスカンヤ用水路
ロベリャ
用水路
ファバラ用水路
ミスラータ用水路
トルモス用水路
旧トゥリア川
新トゥリア川
ルサファ集落
ベニマクレット集落
カンパナル集落
パトライクス集落
0 500m
N
2km
図 6-2　旧第 3囲壁都市外周部の集落と用水路　筆者作成
写真 6-2　旧ルサファ集落の教会　筆者撮影 写真 6-3　パトライクス集落の教会　筆者撮影
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6-1-2.　19 世紀中葉以降における水路の影響
　第 4章で論じたように、19 世紀中葉以降、水路は間接的に都市構造に影響を与えてきた。
そのため、現代の都市構造にはその影響は表出され難い。しかし、都市構造と水路の関係
を地理的条件の相違と下水による土壌汚染の視点からみることで、現代の都市構造へ具体
的にどのような影響を及ぼしているかが把握できる。
【地理的条件を考慮した水路の影響】
■ 19 世紀後半の市街地拡張計画
　旧第 3囲壁外下流域の広大なウエルタであったエリアが、都市内の下水により汚染され、
優先的に近代的な街区構成を導入された（第 4章で詳述済み）。そのエリアは現在において
もバレンシア市街地の中で最も画一的・均一的な街区構成となっている。
　一方で旧第 3 囲壁外の上流域においては、1858 年計画の時点から既存の市街地を極力維
持した計画が実施されてきたため、現代においても下流域と比べ複雑に入り組んだ街路が
多く存在している。またこのエリアに市街地が形成される過程において、既存水路が建物
の境界線に位置していた箇所が、いくつか存在していた（第 4章第 6節で詳述済み）。従っ
て、水路が都市構造の変容に与えていた影響も少なくない。
　その結果、旧市街地を中心に外周部に形成された新市街地は、上流域と下流域で大きく
景観が異なっている（写真 6-4 参照）。
写真 6-4　旧市街地外上流域（左）と下流域（右）の現状　出典：Goole Earth
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■トゥリア川南遷計画
　トゥリア川南遷計画によって旧トゥリア川は、河床は埋めずにそのまま維持する方向で、
トゥリア庭園が建設された。そして洪水の心配から解放されたことによって、旧トゥリア
川左岸は急速に市街化していった（第 5章で詳述済み）。その結果、現在ではトゥリア川左
岸においてもほぼ市域全域を覆うほどの市街地が形成されている。また市街化に伴い、特
に旧トゥリア川左岸を中心に多くの灌漑水路支流が埋められ使用されなくなった。
【下水による土壌汚染を考慮した水路の影響】
■ 19 世紀後半の市街地拡張計画
　旧第 3 囲壁外下流域のウエルタは囲壁都市内の人口増加に応じて汚染されていき、1884
年計画作成頃には最も汚染されたエリアになっていた。そしてそのエリアが優先的に画一
的・均一的な碁盤目状街区に変わっていった。
■下水道網計画と汚染エリア
　19 世紀後半以降、徐々に近代的な下水道網がバレンシアの市域にも敷設されていったの
だが、20 世紀の三四半世紀頃まで下水道網の多くは既存の灌漑水路へと直接繋げられ、そ
の結果として、灌漑水路から下水が都市外縁部のウエルタへと放流され、徐々にウエルタ
の汚染を招いていった。
　1985 年における下水道網によって汚染されたエリアと現代の現況図を照らし合わせる
と、汚染されたエリアに大規模公共施設、公共空間が多く建設されていることが分かる（図
6-3 参照）。
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公共空間
スポーツ・分化施設
教育施設
図 6-3　1985 年の汚染エリアと現代の公共施設　筆者作成
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第 2節　近年の新たな都市構造と水路の関係
　バレンシアにおける近年の新たな都市構造と水路の関係として重要になるのは農地の存
在である。本章で注目する農地とは、都市農園
＊5
とウエルタのことである。
　都市農園は、市民の緑豊かな都市生活への憧れ、有機栽培への関心の高まり等の理由か
ら近年、バレンシアに限らず世界中で再注目され始めている。バレンシアの場合は、上記
の理由に加え、近年の経済状況の悪化から、若者たちが半自給自足を目的として、自分た
ちで農業を営み始め、その結果として年々増加傾向にある。
　またウエルタに関しては、近代化にともない市街地の拡張が優先され、ウエルタはない
がしろにされてきた。その証拠として、2014 年 10 月 1 日の地方新聞レバンテに大きくウ
エルタの減少に関する記事が掲載されていた
＊6
。地理学者ビクトル・ソリアノ氏によると、
　「バレンシア大都市圏において、1956 年から 2011 年までの上空写真を比較して 64% のウ
エルタが市街地、インフラ施設、伝統的なウエルタではない農地に変わった。半世紀と少
しの期間で最大 15,000ha あったウエルタのうち 9,000ha が市街化、新トゥリア川の建設、
他の耕作地として利用され、失われてた。もしも何も対策を取らずに今後 20年過ごしたら、
バレンシア大都市圏においてウエルタはなくなってしまう計算になる。」
　しかし、近年漸くウエルタを保全する動きが本格化し始めていることも事実である。そ
の代表的な取組みが、バレンシア州政府が主導で行なっているウエルタ保全のための地域
行動計画である。
　本研究においては、前節の文脈も配慮し、地理的条件の相違（地理学）の観点から都市
農業と水路の関係を明らかにし（第 3節で詳述）、下水による土壌汚染（衛生環境学）の観
点から、ウエルタ保全のための地域行動計画と水路の関係を明らかにする（第 4節で詳述）。
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第 3節　都市農園と水路の関係
6-3-1.　都市農園について
【囲壁都市と都市農園】
　欧州における都市農業の起源は非常に古く、古代ローマから、囲壁内で今後の拡張のた
めに設けられていた空地を庭園や菜園として利用していた。またビサンティン帝国諸都市
の囲壁外に配置されていた庭園は、すでに複雑な灌漑システムを構築しており、修道士や
巡礼者のためのぶどう園、野菜畑、果樹園が耕作されていた。幾つかの都市では、8 世紀
には既に、穀物を囲壁都市内で栽培することを勅令によって義務づけられていた
＊7
。
　欧州の多くの囲壁都市は、18 世紀頃まで、その囲壁内の半分近くを農地が占めていた。
また市壁の外部でも多くの農地が形成されていた。都市によっては、囲壁都市内で生じた
し尿を肥料として都市農園で利用していた。都市農業が生活圏に与えた唯一の悪影響と言
えば、森林の伐採であるが、いくつかの街では既に持続可能な森林の維持管理方法を知っ
ていた
＊8
。
【工業都市における都市農園】
　都市農園は工業都市における労働者の余暇・娯楽を求める社会運動によって広まって
行った。農民達は、灌漑水路を開削し易く、農作物の運搬も容易に行なうことができる河
川沿いや鉄道沿いに競うように都市農園を形成していった。
　19 世紀後半に工場労働者の住環境や栄養失調の改善に応えて、フランス人のアベ・レミー
ルがパリで、ドイツ人のシュレーバー博士がライプツィヒで、ほぼ同時期に、工場労働者
のための都市農園を建設するための運動を起こした。その運動は今日まで多くの欧州諸国
で継続されている
＊9
。
【フランスの都市農園】
　1900 年頃まで、フランス・パリの第 6 区では、大規模な都市農園が広がっており、年
間 100,000 トン以上の旬の時期をずらした単価の高い野菜の栽培をしていた。この都市農
園は当時の主要な交通手段であった馬の糞（年間 100 万トン）を肥料にして成り立ってい
た。この馬糞を利用し単価の高い農作物を栽培する都市農業は、19 世紀末頃には欧州全
域に広まり、今日においても大量の馬糞を用いた集約的な農業はフランス式農園（Franch 
gardening）と呼ばれている。パリの都市農園では多いときには年間に一人あたり 50kg の新
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鮮な野菜や果物が収穫されていて、これは一人あたりの年間の消費量を上回っていた。パ
リにおける、この都市農業は 19 世紀の三四半世紀を全盛期に徐々に減少していき、特に
1900 年代前半に以下の 3つのり原因により、急激に減少した。
・馬から車や電車への交通手段の変化
・人口増加に伴う、囲壁都市内の土地の売却
・交通手段の発達により、より農業に適した環境が郊外にできたため
　1900 年以降、減少していった都市農園であるが、二つの世界大戦の間、都市の外縁部に
おいて再び増加していった。戦時中の都市農園は、市民の最低限の食糧確保、軍人への食
糧の供給を目的としていた。しかし第二次大戦後、都市農園は再度、急激に減少していっ
た
＊10
。
【都市農園の再評価】
　1970年代から欧州のあらゆる国で、都市農業が再注目され始めている。その概要をスミッ
ト氏の文献をもとに要約する
＊11
。
　共産主義の終焉と自由市場経済の復活により、特に東欧と中欧を中心に都市農業は栄え
ていった。ロシアのゴルバチョフ大統領による自由主義政策では、都市農業は家族コミュ
ニティーや地域コミュニティーの育成に役立つとされ、公的に支援されていた。従って、
ロシアの都市農業への取組みは早く、そして広域に渡っている。この政治体制の変換と都
市農業の発展は、中国やルーマニアもロシアの後に続いている。
　結果として、ロシアや他の東欧諸国は公共から私用へ、大規模から小規模への農業改革
が現在に至るまで進行中である。モスクワでは、この 1970 年から 1990 年の 20 年間で都市
農業に携わっている家族は、20％から 65％へと著しく増加している。モスクワほどではな
いにしろ、東欧の多くの都市で同様の動きが見られる。
　旧共産主義下で建設された都市の街区構成は、都市農業を始め易い空間であったことも
東欧諸国で都市農園が増加している要因の一つとして挙げられる。東欧における当時の都
市開発とは、中高層の団地を広大な敷地を利用して建設していたため、敷地内で都市農園
として利用できるスペースが多く存在していた。
 西欧諸都市においても、1970 年代から都市農園が再注目され始めているが、それは東欧
の過程とは大きく異なっている。
　イタリアでは、小規模都市農業を営む農民たちが、自分たちの農地所有権を守るために、
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農家協同組合や団体を結成させ、“緑”ムーブメントに取組み、地元産のメリットを主張し
続けてきた。また地方政府の農家協同組合への強力な支援もあり、現在に至るまで、他の
欧州諸国と比較して都市／近郊農業とマーケティングシステムの関係が発達している。更
にイタリアは、近年、ファーストフードに対して“スローフード”と名付けたムーブメン
トによって欧州をリードしている。そのムーブメントは家族、コミュニティー、地球の健
康のために“ここで育て、ここで調理し、ここで食べる、ゆっくりと”というスローガン
を掲げて、世界中から注目を集めている。
　フランスとドイツでは、持続可能な農業運動（sustainable agriculture movement）が発展し
てきており、都市農園との関係も強い。この運動は最低限の食糧はコミュニティー内で共
同で農業を営むことで賄えるようにすることを目的としている。デンマークやスイスでも
類似の運動が展開されてきている。
　オランダは他の欧州諸国とは異なる都市農業の変容過程を辿ってきた。オランダは古く
から、集約的な都市農業を営んできた。オランダは特産農産物の生産における先進国であ
る。また一方で、最も人口密度が高い国の一つでもある。この人口密度の非常に高い都市
であることと特産農産物の生産の先進国であるという矛盾は、政府の都市農業に対するサ
ポートによって説明することができる。ランドスタットでは、アムステルダム、ハグ、ロッ
テルダム、デルフトやその他の多くの都市を含む南オランダ地方「リム・シティ」内の農
業を維持させることを重要視している。そのために、グリーンコアを形成させ、そこで高
価値農産物の生産だけでなく、改良普及サービス、リサーチセンター、クレジット・ファ
シリティー、環境管理農園、教育サポート等様々な取組みが行なわれている。この農業ス
タイルの起源は 20 世紀初期に遡る。国土の小さなオランダでは、農地を拡大させる空間が
なかったために、農地を集中させ、高価値の農産物を限られた農地で作り始めたことに起
源を持つ。しかし、ランドスタットにも都市化の波は押し寄せてきた。そこで政府と生産
者達は協力して国の温室栽培産業の再構築計画を作成した。彼らはグリーンコアの外に数
百 ha の新しい温室栽培スペースを定め、インフラや労働者住居も同時に計画した。オラン
ダでは、都市計画と農地計画を峻別せずに、複合的に計画案が作成されている。
　都市農園は国によって呼ばれ方が異なる（イギリスではアロットメントガーデン、ドイ
ツではクラインガーデン、デンマークではコロニーガーデン等）。そしてまた、都市農園の
特徴も各国で異なり、よりコミュニティーの育成に重点を置いている都市農園をコミュニ
ティーガーデンという。近年、欧州全域でコミュニティーガーデンの気運は高まってきて
いる。
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　ベルリンでは都市部に約 8 万人のコミュニティーガーデン利用者がおり、予約している
人々も 1万 6千人近くいる。
【スペインにおける都市農園】
　このように、欧州諸国で様々な都市農園が発展しているが、欧州全域の風潮として、近
年の都市農園は、余暇の充実、娯楽、家族・地域間のコミュニティーの向上、子供の教育
など、日常生活をより充実したものにするためのツールとして発展してきていると考えら
れる。これは欧州諸都市に限らず、先進国全般に当てはまると推察される。このような背
景で形成される都市農園は、政府が市民のために計画し提供することが一般的なので（政
府→市民）、本研究ではこのような都市農園を「政府主導型都市農園」と呼ぶ。
　一方で、多くの発展途上国においても、近年都市農業は注目され始めている。しかしそ
の背景は先進国とは異なり、国の政策に対する不安、国民の失業率の増加等多くの負の要
因が契機となり、最低限の食糧は自分たちで確保するという半自給自足を目的として発展
していきている。このような背景で形成される都市農園は、市民が都市農園の必要性を政
府に主張することで計画・実施へと至るため（市民→政府）、本研究ではこのような都市農
園を「市民主導型都市農園」と呼ぶ。
　スペインも多くの欧州諸国と同様、政府主導型都市農園が長い年月をかけて発展してき
た。しかし一方で、近年の経済危機により、市民主導型都市農園も発展してきている。従っ
て、スペインにおける都市農業は先進国の背景と発展途上国の背景の両側面を持ち、発展
してきた。
　だが、都市ごとに都市農業に関する取組みは異なっており、「政府主導型都市農園」を推
進するビトリアから「市民主導型都市農園」が発展してきているバレンシアまで様々であ
る。
6-3-2.　サラゴサの都市農園
　スペイン第 5の都市であるサラゴサは、政府が都市農業を全面的にサポートしており、「政
府主導型都市農園」として注目されている一方で、一個人設計事務所グラバロスディモン
テ・アーキテクチャーが行なっている都市農園を含む空き地再生事業エストノウエスウン
ソラール事業（Estonoesunslar Proyecto）が欧州全域であらゆる賞を受賞していたり
＊ 12
、市
民からの要求で都市農園が計画される「市民主導型都市農園」としても発展してきている。
　「政府主導型都市農園」と「市民主導型都市農園」の 2面性を持つサラゴサの都市農業事
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業の実態を把握することは、スペイン諸都市の都市農業を把握する上で非常に役立つと考
えられる。
　そこで本項においては、政府主導型都市農園に関しては、主に 2011 年から 2012 年に渡っ
て数回行った風景博覧会 2014（Expo Paisaje 2014）総支配人ペルエール・コレリャーノ氏
へのヒアリング調査をもとに、その政策と現状を明らかにする。また市民主導型都市農園
に関しては、同様に 2011 年から 2012 年に渡って数回行ったグラバロスディモンテ・アー
キテクチャー代表パトリシア・ディ・モンテ氏へのヒアリング調査と現地調査をもとに、
その政策と現状を明らかにする。
【サラゴサの政府主導型都市農園】
　市民農園推進事業は「緑と青のネットワーク事業 (El programa Malla Verde y Azul)」の一
部に属している。この事業は、以下の目的を達成するために設立された。
・都市と農村と周囲の自然を緑道、都市農園、環状の緑地またはベルト状の緑地によって
繋げること
・現在、分散している線状の公園、都市農園、自然、田園風景、都市内の散歩道を繋げる
こと
・将来も視野に入れた戦略を明確にすること
　また、その事業の一部に属す市民農園推進事業は以下の目的で設立された。
・田舎の環境に対する十分な理解を与える活動の促進
・低コストで健康で美味しい食料を供給する活動の促進
・安価で健康的な娯楽の提供活動の促進
・社会的な交流の場や知識や経験を交換しあう場の提供活動の促進
・都市の周辺都市の景観の改善への貢献活動の促進
・荒廃している空き地の緑地空間への転用
・家族全員にとって楽しく環境に優しい娯楽形成
・子供への環境や食料の生産過程の教育
　また、市当局はこれらの目的を達成するために、どのように関わっていくかを、４つの
側面に分けて明記している。
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■環境
・都市整備総合プラン（PGOU）の緑地エリアや緑のリング事業（Anillo verde de 
Zaragoza( 最近始まった別の事業 )）と結びつける。
・荒廃した空地を利用することで都市景観の改善を図る。
・農業・生態学についての事前の教育や技術的指導
■社会性
・世話役にならなければならないという社会的要求に応える。
・市民団体、もしくは近隣住民団体は重要な役割を果たし、彼らと連携して事業を進めて
いく。
・市当局が所有する農地の賃貸に関しては、市庁舎が制定した基準と条例に従うことが要
求される。
■経済性
・市当局は土地と許可と連結を準備する。必要に応じて管理も。
・利用者は初期投資と維持管理費の返済のために必要となる資金を払わなければならない
ため、農地では自給自足ができるクオリティにしなければならない。
■教育
・都市農地を借りる前に農業に関する基礎的な講習をする
・専門的な助言
・教育活動の発展
　この計画において管理者は失業者や定年退職者、もしくは都市の環境、社会的、文化的
状況の改善に対して自由な時間をもうけることのできる人々が勤める。
 
　市当局が作成した市民農園推進事業において、市民農園は社会福祉農園 (Huertos 
Sociales)、余暇用農園 (huertosde Ocio)、民間主体農園 (Huertos Asociados) の 3 つのタイ
プに分類される。
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■社会福祉農園 (Huertos Sociales)
　失業者、障害者、低所得の定年者ら等、社会的援助が必要とされる市民のために、食料
を生産するための場や同じ境遇の人々が集まり交流できる空間を提供する目的を持ってい
る。社会的福祉農園のための土地は、市当局が PGOU で緑地エリアと定めた市当局が所有
する土地を利用し、その中でも農園として適しており、また交通の便が良い場所とする。
利用を希望する者は、基本的には市当局が定めた条件をクリアすれば、利用することがで
きるが、応募者が多い場合は、選考試験によって選定される。社会福祉農園の投資には市
当局だけでなく、環境に配慮した農業の知識に富んだ民間企業や市民団体にも負担しても
らう。現状では、企業の利益に繋がることが難しいため、市当局が企業に助成金を渡すこ
とで、この農園は成り立っている。
■余暇用農園 (Huertos de Ocio)
　農園を望むすべての市民を対象としている。だが、毎月の公益費（平均して 50 €位）を
払わないとならないため、最低限の所得は得られている市民に限定される。余暇用農園の
ための土地は、社会福祉用農園の同様に、市当局が PGOU で緑地エリアと定めた市当局が
所有する土地を利用し、その中でも農園として適しており、また交通の便が良い場所とす
る。利用者は選考試験による選定もしくは登録の早かったもの順とする。
　市当局による実施コンペにより、余暇用農園の提案を求め、コンペに勝った企業は報酬
と共に、実施に移り、利用者からの年会費等により利益を得ることが出来る。ただ、コン
ペに勝った企業は、建設するだけでなく、開園後の維持管理にまで関わっていくことが条
件となっている。
■民間主体農園 (Huertos Asociados)
　個人で所有している農地や民間企業が所有する用地を都市農園へ転換し、市民にレンタ
ルすることで利益を求める農園。基本的に市当局とは無関係なのだが、最近では、その土
地を都市農園へと転換する際に、市当局で定めた基準をクリアすることで、市当局が主体
となり進めている余暇用農園に予約待ちや選考落ちした市民を紹介するという両者に利点
のある win-win の関係が築かれてきている。
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【サラゴサの市民主導型都市農園】
　パトリシア氏らはエストノウエスウンソラール事業が始まる３年前の 2006 年に市当局
が主催した旧市街地の空地を活性化させるコンペに勝利し、点在する旧市街地内の空地を
アート空間する提案・実施を行い、大きな成果を収めた。そして 2009 年に市当局は旧市街
地の空地の美化と雇用促進を目的とする事業の立ち上げを提言し、設計デザインをパトリ
シア氏が代表を努めるグラバロスディモンテ・アーキテクチャーに依頼したことから、エ
ストノウエスウンソラール事業は始まった。
■近隣住民用農園
　最初に対象としたのは市当局が所有している２カ所の空地であり、その改修工事には 40
人の市民を雇って行なった。プロジェクトは都市農業に特化している訳ではなく、その空
地に適した用途を随時提案している。二つ目のプロジェクトでは採光を十分に設けること
ができる空地であり、近隣住民の要求とも一致したことから、都市農園を提案・実施した
( アルマス通り 92-94)。この都市農園は５人の近隣住民がそれぞれ一つの区画をレンタル
し、土地をシェアしている。
　エストノウエスウンソラール事業によって計画・実施された都市農園は、あくまでも近
隣住民を対象としている点で、先述した市当局による都市農業推進事業とは大きく異なる。
　プロジェクトを実施するための空地は、市民が所有している土地に介入するのは難しく、
市当局が所有している土地を優先して事業を進められた。
　しかし、経済の悪化に伴い、このプロジェクトに対する市当局の予算が年々減っていっ
てしまった。だが、一方でこの経済難が公共空間よりも都市農園を推進する動きの必要性
を高めてきているという側面もある。公共空間ではなく都市農園にすることによって、市
当局の出資は初期投資だけで済み、その後の維持管理は近隣住民に任せることができるた
めである。
　2010 年までに 28 箇所の空地を公共空間に転換させてきたが、都市農園として計画出来
たのはほんの数カ所だけであった。旧市街地には採光を確保できる空地が少ないことが原
因としてあげられる。2011 年以降、市当局の都市農園に対する関心の高まりもあり、都市
部から少し離れた市当局の所有する空地を都市農園へ転用する事業へと移って行った。そ
の結果、2011 年には都市近郊部の都市農園が３箇所開園した。
　パトリシア氏は、都市農園を増やしていきたい考えなのだが、一方で都市農園だけの機
能で空地を再生させることを否定している。理想は、都市農園だけでなく、パーベキュー
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が出来るようなテーブルを置いた
り、子供たちの遊び場も一緒に造る
ことであり、老若男女すべての市民
が楽しめる空間にするべきだと提言
している。しかし、それには土地が
広いことが重要であり、旧市街地で
満足のいく都市農園を造ることは難
しい。また、都市郊外部で計画する
にしても、実際は予算削減の影響で、
真っ先に却下されるのがテーブルや子供たちの遊び場等の補足的なものであり、都市郊外
部においても彼らが満足のいく都市農園が極僅かしか実現できていないのが現状である。
その中でも、エストノウエスウンソラール事業として 20 箇所目に計画されたカセタスの都
市農園が最も上手く行った事業だと話していた（写真 6-5 参照）。
　このプロジェクトを発展させるためには、財政難で予算の確保ができない市当局ではな
く、民間企業との連携が重要であると述べているが、その連携はまだ築けていない。
　現在、エストノウエスウンソラール事業は、旧市街地の空地は主に子供のための遊び場
として計画し、都市郊外部に大規模な都市農園を計画している。
■市民が自ら開園した都市農園（独立型近隣住民用農園）
　サラゴサには、上記の市当局が何らかの形で関与している都市農園の他に、市民が自ら
空き地を見つけ、その土地の所有者（大企業や教会の場合が多い）と直接やり取りをし、
空き地を借りて都市農園を行なっている場所も存在している（以降、独立型近隣住民用農
園）。ビトリアでは 2000 年頃までは、そのような独立型近隣住民用農園が河川敷沿いを中
心に多く存在していたのだが、市当局が治安の悪化を危惧し、現在では法律によって厳し
く禁じられ、有料で政府主導型都市農園を借りる以外に都市農園を所有する手段は存在し
ていない。
　2013 年にサラゴサの独立型近隣住民用農園を視察したのだが、政府主導型とは異なり、
凹凸のある地形をそのまま利用し、不整形に区画割された都市農園を 20 人以上の近隣住民
が利用していた。
写真 6-5　カセタスの都市農園　筆者撮影
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対象：失業者、障害者、低所得の定年者等
対象：農園を欲するすべての市民
対象：農園を欲するすべての市民
政府主導型都市農園
社会福祉農園 (huertos sociales)
余暇用農園 (huertos de ocio)
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図 6-4　サラゴサの都市農園ダイアグラム　筆者作成
① ②
③ ④
①②　政府主導型都市農園　③近隣住民用農園（アルマス通り 92-94）　④独立型近隣住民用農園
写真 6-6　サラゴサの都市農園　筆者撮影
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【サラゴサの都市農園と水路の関係】
　政府主導型都市農園であって、市民主導型都市農園であっても、基本的には既存の灌漑
水路を利用できる空き地に建設しようとしている点は共通している。しかし、特に余暇用
農園のような比較的裕福な市民が利用する都市農園では有料で水道水を利用している場所
も存在している。一方で、市民主導型都市農園においては、無料で水を利用できることが
絶対条件であるため、立地場所は必ず既存水路沿いが選ばれる。
6-3-3. バレンシアの都市農園と水路の関係
【バレンシアの都市農園について】
　市街地拡張計画、トゥリア川南遷計画以降の無秩序な市街地拡張を続けたバレンシアだ
が、近年のスペイン経済の悪化によって、市街地の拡張は停滞している。そうした状況下で、
都市農園が増加傾向にある。
　都市農園が増加傾向にある象徴的な記事が、2014 年 2 月 4 日のスペインの新聞「エル・
パイス」に掲載された
＊13
。
　「ベニマクレット町内会は、ベニマクレットにおける都市農園の更なる拡張を始めた。現
在の都市農園は 1 年半前に開園され、今回の拡張によって、その規模は 2,000 ㎡を超す規
模になる。現在40人の近隣住民が拡張される都市農園の利用希望者として登録されている。
　現在、都市開発が中断したまま 3年間放置されていた空き地の雑草、石、ゴミをブルドー
ザーによって撤去している。この敷地はもともと BBVA と URBEM の所有地であったが、
ベニマクレット町内会とバレンシア市当局の協議によって、「数年間放置され続けたこの空
き地は農地として再利用して良い」との市当局の決定が下された。」
　バレンシアにおいては、市民が自ら空き地の所有者から条件付きで借りて農園として利
用する市民主導型都市農園（独立型近隣住民用農園）が主流である。一方で政府主導型都
市農園に関しては、2014 年現在までにソシオポリス（Sociopolis）と呼ばれる年会費制の大
規模な都市農園を新トゥリア川沿岸部に計画したのみである。この市民農園は同じ敷地に
建てられるマンションの住民が優先的に利用できるシステムなため、一般市民に解放した
都市農園にはなっていない（写真 6-7 参照）。従って、バレンシアにおいては、政府主導型
都市農園事業は、ほとんど行なわれていないのが現状である
＊14
。
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【都市農園と水路の関係】
　2014 年 2 月に行なったフィールドワークによって現存する都市農園の立地をプロットし
た結果、都市農園が存在するエリアはベニマクレット地区（旧ベニマクレット集落）下流
域に集中し、その他のエリアにはほとんど存在しないことが分かった。その理由ついて専
門家や都市農園を利用している市民にヒアリング調査を行なった結果、大きく 3 つの要因
があることが明らかとなった
＊15
。
・既存の用水路付近
　市民菜園に使用する水を無料で確保するため、利用する市民は、まず現在でも利用でき
る既存の用水路付近の空き地を探すため。
・都市の境界部分
　たとえ用水路が存続していても、都市の中心部のような既存の農地と離れた場所で用水
路の水を使用することは許されていない。そのため、都市農園として適した土地は必然的
に都市と現在でも用水路を利用しているウエルタの境界部分に集中するため（図 6-5 参照
＊16
）。
・大企業の敷地
　都市農園を行なうための敷地の所有者が複数人だと手続きが困難になるため。また、大
写真 6-7　ソシオポリス　バレンシア市当局農業担当ナバロ・ベレンヘール氏撮影
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ベニマクレット地区
（旧ベニマクレット集落）
①
②
③
④
① ②
③ ④
図 6-5　バレンシアの都市農園　筆者作成・撮影
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企業にも空き地を維持・管理する義務があり、市民に都市農園として利用してもらうこと
にメリットがあるため。
　都市の周縁部は都市部に比べ比較的地価も安いと考えられ、そのため大企業が広大な敷
地を所有していることが多い。地価が安い理由として、都市周縁部は市街地の下水によっ
て汚染されていたことも理由として考えられる。そして本来そこに新たな建造物を建てる
予定であったのだが、近年の財政難によってその計画が頓挫していまい、空き地のままの
状態で放置されている敷地は現在でも多く存在している。そのような空き地を市民が自ら
見つけ、直接企業と相談することで、建設する際には立ち退くことを条件として借りてい
るのが実態である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊
　このようにバレンシアでは市民主導型都市農園が多く建設されているのが現状である。
しかし市民が直接、空き地の所有者から借りることのできる場所は限られているため、こ
の型の都市農園だけでは、今後、更に都市農園を拡大させていくには限界がある。バレン
シアにおいて、更に都市農園の規模を拡大させていくためには、サラゴサのように、市当
局や民間企業の協力が重要になってくる。
　既存の水路が現在においても多く残っているという利点を活かし、市民と市当局と民間
企業とが一体となって都市農園を発展させていくことで、バレンシアの都市構造は更に緑
豊かな都市構造へと変容していくことが考えられる。
-205-
第 4節　バレンシアにおけるウエルタ保全に関する取組み　
　近年バレンシアでは、都市が拡大するにつれて減少してきたウエルタを保全していくこ
とに関心が高まってきており、灌漑水路を含めたウエルタが創出する農風景が再評価され
始めている。
　ウエルタの保全はバレンシア州政府主導で作成された「ウエルタ保全のための地域行動
計画 (Plan de Acción Territorial de Protección de la Huerta de Valencia)（以下、ウエルタ保全計
画）」に基づいて実践され始めている。
　ウエルタ保全計画は、2008 年に公表され、その後シンポジウムや新聞への掲載によって
徐々に周知されていった。
【計画の目的】
　ウエルタ保全計画の目的は、市街地拡張の変遷、保全すべき農業遺産、ウエルタの風景
の構成要素、汚染されているウエルタ等の多様な分析から、今後保全すべき重要なウエル
タのエリアを特定し、具体的にどのように保全していくかを提案することである
＊17
。
【水路との関係】
　ウエルタ保存計画の一環として作成されたウエルタの現状を把握するための図版の中
に、水路との関係において興味深い図版が 2つ存在している。
■汚染されているウエルタの分布図（図 6-6（左）参照）
　汚染されたウエルタは、市街地拡張計画、南遷計画を契機として拡張していった市街地
の外縁部に多い。特に上流域よりも下流域に汚染されているウエルタが多く存在している。
これは長い間都市部の下水が灌漑水路へ放出してきたことに起因していると考えられる。
■歴史的価値の高いウエルタの分布図（図 6-6（右）参照）
　この図版では、イスラム占領時代から存続している既存水路を含む農業遺産や昔から変
わらない農風景が残っており、優先的に保全していくべきウエルタのエリアが記されてい
る。都市部周辺を対象にした場合、トゥリア川左岸に広がる市街地の外縁部に保全してい
くべきウエルタが多く存在している。
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■両者を重ねることでわかること
（図 6-7 参照
＊18
）
　歴史的に価値のあるウエルタで
あり、汚染されていないウエルタ
は、都市部の外周の中でも北部に
多く存在している。このエリアの
ウエルタは今後も優先的に保全し
ていく必要がある。
　また、2 つの図版の色が濃い部分
が重なっている部分が、ベニマク
レット地区下流域に存在している（写真 6-8 参照）。このエリアは、都市農園が集中してい
るエリアにも接している。従って、このエリア一帯は、汚染問題を解決することで、ウエ
ルタ・用水路・都市農園を一体的に捉えた、美しい農風景を創出することが可能になると
考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊
　バレンシアにおいて、都市農園の立地場所は既存水路と密接な関係があり、ウエルタ保
全計画においても、既存水路は歴史的価値の高いウエルタの要素として必要不可欠である
一方で、ウエルタが汚染される要因にもなっていた。
　図 6-7 の四角で囲ったエリアは、ウエルタ、都市農園、既存水路が一体となった美しい
農風景を形成し得るエリアであり、例えばバレンシアにおいても今後訪れるであろう都市
縮小局面などにおいて、都市再編のよりどころとなることが考えられる。
写真 6-8　ベニマクレット地区下流域のウエルタ
　筆者撮影
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図 6-7　汚染されているウエルタと歴史的価値の高いウエルタの分布図　筆者作成
図 6-6　ウエルタ保全のための地域行動計画で利用された図版　出典：AA.VV(2008)
（左）汚染されているウエルタ分布図　（右）歴史的価値の高いウエルタ分布図　一部筆者加筆
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【第 6章　註釈】
＊ 1　2007 年現況図 CAD データ（バレンシア市当局提供）と IBOR, Carles Sanchis, Acequias, 
Saneamiento y Trazados Urbanos en Valencia, In Historia de la Ciudad II. Territorio, Sociedad y Patrimonio, 
Valencia, Colegio Territorial de Arquitecots, 2002, pp.91-105 に掲載されている図版をもとに、筆者が作
成した。
＊ 2　スペイン国内で最も広く読まれている新聞エル・パイス（El País）2011 年 7 月 19 日号に掲載
されたり、インターネット新聞エルディアリオ・ドット・エス（eldiario.es）2013 年 6 月 6 月号に掲
載されるなど、スペイン全域で注目を集め始めている。
＊ 3　トーレス・アスタブルグ氏は他にもバレンシア市内のウエルタや公共空間を歴史的背景を踏
まえた上でのガイドツアーを定期的に行なっている。
＊4　2007年現況図 CADデータと MANGUE ALFÉREZ, Ignasi, Marxalenes: de Alquería Islámica a Barrio 
de la Ciudad de Valencia, Valencia, Ayuntamiento de Valencia, 2001,  p.32 に掲載されている図版を参考に
筆者が作成した。
＊ 5　本研究において、都市農園は「都市部もしくは都市周縁部に存在している農地」の意味で用
いる。また、「都市農園」ではなく「市民菜園」もしくは「市民農園」と書かれている文献が多々存
在しているが、本研究においては「都市」を強調したいため、「都市農園」とした。
＊ 6　CONTRERAS, Alboraia, Un Estudio Calcula que se ha perdido el 66% de la Huerta Tradicional desde 
1956, In Levante.Es, 2014.10.01,Valencia, 2014
＊ 7　HERMI ZAAR, Miriam, Agricultura Urbana: Algunas Reflexiones sobre su Origen e Importancia 
Actua, In Geografía y Ciencia Sociales Vol.XVI, No944, Barcelona, Universidad de Barcelona, 2011
＊ 8　SMIT, Jac; NASR, Joe; RATTA, Annu, Urban Agriculture Yesterday and Today. Chapter II, In Urban 
Agriculture. Food, Jobs and Sustainable Cities, UNDP, Habitat II Series, 1996, p.18
＊ 9　MORÁN, Alonso N; AJA, Hernández A, Historia de los Huertos Urbanos. De los Huertos para Pobres 
a los Programas de Agricultura Urbana Ecológica, In I Congreso Estatal de Agricultura Ecológica Urbana y 
Periurbana 06/05/2011 - 07/05/2011, Elche, España, 2011, pp.2-4
＊ 10　SMIT (1996: 7-8)
＊ 11　SMIT (1996: 18-21)
＊ 12　Selected at the 6th European Landscape Biennial, 2nd prize in SAIE Selection 10 Awards, 3rd prize 
at  SMART Future Minds Awards 2010, 1st prize at Innovazione e Qualitá Urbana 2010, Commendation of the 
Scotland Children's Making Space Awards 2010 など、欧州を中心に多くの賞を受賞している。
＊ 13　El Pais, Más Huertos Urbanos. Las Actuales Parcelas, Inauguradas hace Año y Medio, ganan 2,000 
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Metros Cuadrados, In El Pais 2014.2.4, Valencia, 2014
＊ 14　バレンシア市当局農業担当ナバロ・ベレンヘール氏へのヒアリング調査による。
＊ 15　バレンシア都市農園ツアー主催者トーレス・アスタブルグ氏と複数人の都市農園利用者への
ヒアリング調査による。
＊ 16　2007 年市街地現況図 CAD データ（バレンシア市当局提供）と 2007 年の灌漑水路網配置図（バ
レンシア市当局所蔵）を参考に作成した図版に、筆者が実際に現地調査によって把握した都市農園
の位置をプロットした。
＊ 17　AA.VV., Plan de Acción Territorial de Protección de la Huerta de Valencia, Versión Preliminar, 
Valencia, Generalitat Valencia, 2008, pp22-23
＊ 18　2007 年市街地現況図 CAD データと 2007 年の灌漑水路網配置図を参考に作成した図版の上に、
図 6-7 に掲載した 2つの図版を重ねて作成した。
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第 7章　まとめ
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第 1節　本研究の要旨
　本論文では、バレンシアにおいて水路が都市構造の変容に与える影響が、19 世紀中葉以
前は「直接的」であり、19 世紀中葉以降は「間接的」であったことを時系列で明らかにした。
それらの論旨を整理すると以下のようになる。
【19 世紀中葉以前（第 2章）】
■都市の誕生と水路の関係（ローマ時代）
　バレンシアの起源は、ローマ時代に遡り、当時の地形や洪水との関係から、都市の立地
場所は、周囲よりも標高が僅かに高かった中州に決められた。そして用水路も分水嶺を伝っ
て都市内まで引かれた。
■囲壁都市と水路（イスラム占領時代以降）
　イスラム占領時代に行なわれた囲壁拡張事業によって建設された第 2 囲壁はトゥリア川
の支流に沿って計画された。また第 2囲壁と第 3囲壁に沿って濠が開削された。
　第 2 囲壁外上流域は用水路との関係が密であり、このこのエリアは囲壁都市の中でも洪
水に遭い易いエリアであったため、排水のために優先的に用水路が開削され、その結果と
してバレンシアで最初のウエルタが形成された。またトゥリア川からの河水を利用して、
なめし皮工場・染色工場（職人街）が用水路沿いに建設されていった。
　一方で第 2 囲壁外下流域はトゥリア川との関係が密であり、とりわけ水運による貿易の
メインエントランスとして計画されていたため、重要な建築物が多く配置されていた。
■囲壁都市周辺部と水路（イスラム占領時代以降）
　トゥリア川左岸は昔から右岸に比べて僅かに標高が低かったことから、頻繁に浸水被害
に遭い、なかなか市街化が進まなかった。
　囲壁都市周辺部の農村集落は各集落ごとに最低１本の用水路が引かれていた。レコンキ
スタ以降、用水路本流付近の集落は存続・拡大していったのに対し、用水路支流付近の集
落は徐々に消滅していった。
　囲壁都市外下流域は、本論文において非常に重要な意味を持つエリアであり、当時は水
路と都市構造が密接な関係性を持つ象徴的なエリアであった。そのエリアには、囲壁都市
内で生じた下水が、ロベリャ用水路、第 2、第 3 囲壁沿いの濠、バリャダル用水路を伝っ
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て流れてきて、その下水を灌漑用水として利用することで、結果的に肥沃なウエルタを形
成していた。
【19 世紀中葉以降（第 3章以降）】
　19 世紀中葉以降の水路と都市構造の相互関係は「間接的」になっていったのだが、それ
を「地理的条件の相違」と「下水による土壌汚染」という２つの視点から分析することで、
その「間接的」な関係というのが、鮮明に浮き上がってくることを明らかにした。
＜地理的条件の相違＞
■旧市街地外下流域
　もともと標高が低いエリアであったにも関わらず、画一的・均一的な新市街地が 19 世紀
後半に形成された。その結果、1957 年の大洪水の際に甚大な被害を受けた。
■旧トゥリア川左岸
　トゥリア川南遷計画によって、旧トゥリア川が庭園へと転用されたことで、それまで浸
水被害に頻繁に遭っていたトゥリア川左岸が急速に市街化していった。
■都市農園
　近年増加傾向にある都市農園は、一部のエリアに偏っており、ベニマクレット地区の下
流域であり、既存水路付近であり、また市街地の周縁部に多く存在している。　
　
＜下水による土壌汚染＞
■旧市街地外下流域
　このエリアは、昔から旧市街地内の下水がロベリャ用水路、濠、バリャダル用水路を伝っ
て集まるエリアであった。19 世紀中葉以前までは旧市街地内の下水を利用することで肥沃
なウエルタを形成できていたのに対し、19 世紀中葉以降、近代化に伴う囲壁都市内の人口
増加などにより、下水が汚染されていき、結果的にこのエリアは最も汚染されたエリアへ
と変貌していった。
　その汚染されたエリアに、優先的に近代的な新市街地を建設していき、同時に新しい上
下水道も整備していった。
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■旧トゥリア川左岸
　トゥリア川南遷計画によって、旧トゥリア川が庭園へと転用されたことで、旧トゥリア
川左岸が急速に市街化されていった。しかし市街化の際に下水道網の整備が不十分であっ
たため、市街地で生じる下水が直接既存水路へと繋げられ、その結果、市街地外縁部のウ
エルタの土壌汚染へと繋がった。
　近年、汚染されたエリアに大規模公共施設や公共空間が建設され始めている。またそれ
らの大規模施設が近年の経済情勢の悪化から実施には至らずに、空き地が都市農園として
利用され始めている。
　ウエルタ保全計画において、汚染されたウエルタのエリアが記されており、市街地の下
流域に多く広がっており、現在においても下水を既存水路へ直接繋いでいたことによる弊
害とみなせる。
19世紀中葉以前 19世紀中葉以降
都市構造の変容 水路
直接的
囲壁都市内
起源：トゥリア川の中州
囲壁拡張：
　　トゥリア川の支流に沿って
　　囲壁外周に濠（下水処理）
囲壁都市内上流域：
　　用水路との関係で街区形成
囲壁都市内下流域：
　　トゥリア川との関係
　　貿易のメインエントランス
囲壁都市外周部
集落：最低 1本の用水路を持つ。
　　　本流付近　⇨　拡大
　　　支流付近　⇨　消滅
囲壁都市外下流域
都市構造と水路が密接に繋がって
いる象徴
囲壁都市内の用水路（下水道）
⇨　ウエルタ（灌漑水路）
⇨　肥沃なウエルタの形成
都市構造の変容 水路
間接的
地理的条件の相違 下水による土壌汚染
旧囲壁外下流域：
標高の低く、平坦な地形
⇨　新市街地を形成
⇨
1957 年の大洪水
⇨　甚大な被害を被る
トゥリア川南遷計画
河川から庭園へ
⇨　左岸の急激な市街化
既存の用水路付近
旧ベニマクレット集落の
下流域
市街地外縁部
⇨　都市農園拡大
旧囲壁外下流域：
囲壁都市内の下水が集積
⇨　もっとも汚染されたエリアに⇨
近代的な新市街地を形成
トゥリア川南遷計画
河川から庭園へ
⇨　下水インフラ未整備のまま
　　急激な市街化⇨
市街地外縁部が汚染エリアに
大規模公共施設
　　　　・公共空間に
ウエルタ保全
図 7-1　各章の要約とそれらの相関関係図
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第 2節　本研究で明らかにしたこと
　19 世紀中葉以前については、主に既往研究を参考にして、都市構造の変容と水路との相
互関係を整理した。一方で、19 世紀中葉以降の都市構造の変容と水路の相互関係について
は既往研究も少なく、本研究によって初めて明らかにしたことが多い。以下に、本研究で
明らかにしたことを列記する。
・19 世紀後半の市街地拡張計画（1858 年計画と 1884 年計画）を、分析図を作成することで、
それぞれの計画案が何をよりどころとして計画されていたかを明らかにした。
・1858 年計画と 1884 年計画における新市街地と水路との関係は今まで注目されてこなかっ
たが、「地理的条件の相違」と「下水による土壌汚染」という観点から分析することで、「間
接的」な関係性があったことを明らかにした。
・新市街地の計画エリアを旧市街地外下流域と旧市街地外上流域に分け、各々をより詳細
に分析することで、市街化過程において水路が与えていた影響を明らかにした。
・旧市街地外下流域に最も画一的・均一的な市街地が形成されていることは、都市計画の
分野だけではその理由は明らかにできず、地理学、都市衛生学の観点から、都市構造と水
路の関係を分析することで初めてその理由を明らかにできた。
・「地理的条件の相違」という観点から分析することで、近年増加傾向にある都市農園の立
地場所が既存水路と密接な関係にあることを明らかにした。
・「下水による土壌汚染」という観点から分析することで、汚染されているウエルタがトゥ
リア川左岸に特に多く、汚染されているエリアに優先的に大規模公共施設・公共空間が近
年建設されてきていることを明らかにした。
・既存水路、都市農園、ウエルタ保全事業を複合的に分析することで、今後最も優先的に
整備していくべきエリアを明確にした。
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第 3節　近代化にともなう都市構造と水路の関係
　本研究を通じて筆者が最も伝えたかったことは、以下の 2点に集約できる。
1) 水都として知られる都市ではない、一般的な都市においても、近代以降、水路と都市構
造には関係があった。
　本論文では、そのことを水路が顕在化してこなかったが、歴史的に水路との関係が強い
バレンシアを対象として明らかにした。
　バレンシアも、19 世紀中葉以前は、水路と都市構造の間に密接な関係が成立していた。
囲壁都市も農村集落も水路によって立地・規模等が決められていた。しかし 19 世紀後半以
降、近代化に伴い、水路とは無関係に画一的な新市街地が形成されていった。ところが実
際には、間接的に水路が都市構造に影響を及ぼしていた。
　主専門分野である都市計画にとどまらず、衛生環境学や地理学の文献にも幅広く丹念に
あたることで、水路による間接的な影響が「地理的条件の違い」と「下水による土壌汚染」
という形で、都市構造の変容に影響を及ぼしていたことを明らかにした。
2) 特段、水都だけでなくても、今後の都市縮小局面などの都市再編の際に、水路がそのよ
りどころとなる可能性を示した。
　
　バレンシアにおいては、既存水路を利用した都市農園の発達であったり、既存水路の新
たな風景的価値を見いだしたり、昔ウエルタであったエリアの一画を農地に戻し公共空間
として若者たちが利用し始めたりと、市民の生活と密接した形で、徐々に都市構造に影響
を及ぼし始めていることを明らかにした。
　今日、わが国をはじめとして、人口減少にともない都市農園や市街地の再自然化が検討
されている。近代都市計画により一種の断絶を経験した都市形成過程を、「水路」をより
どころに連続したものとして再解釈することが、今後の都市のあり方を構想していく際に、
重要な手がかりになることが期待できる。
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